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　人類の歴史上、たった一体しか確認されていなかった魔ま人じんが、短い期間に二体現れた。しかも、その内の一体は、完全に理性を残しており、元々高位の魔法使いであった為、そのまま放置すれば、人類は滅亡の危機に晒さらされるところだった。

　しかし、そうはならなかった。

　かつて、魔人を討とう伐ばつし、英雄となったマーリン＝ウォルフォード。

　その孫であるシン＝ウォルフォードが、新たに現れた魔人を、二体とも討伐してしまったのだ。

　そして、都合三体目の魔人であるオリバー＝シュトロームの証言により、二体目の魔人となったカート＝フォン＝リッツバーグは、シュトロームの人体実験の実験体であり、自分の意思によって魔人化したのではなく、むしろ被害者であると公表された。

　身内から魔人を出してしまったリッツバーグ伯はく爵しやく家けは、罪の意識に苛さいなまれていたが、周囲は、嫡ちやく男なんを人体実験の実験体にされ、失ってしまった哀れな家族として、同情の目で見ていた。

　王国からのお咎とがめはなかったのだが、実験体にされていたとはいえ、息子の変化に気が付かなかったのは事実とし、伯爵自ら王都での財ざい務む局きよく事じ務む次じ官かんの役職を辞し、自領に戻ることになった。

　その事も周囲の同情を買い、リッツバーグ伯爵家にはまだ幼い息子が二人残っているが、その二人が成人するまで協力を惜しまないと申し出る貴族もいた。

　この度の騒そう動どうの主犯は、オリバー＝シュトロームであり、罪は全て彼に被せられ、そのシュトロームも討伐されてしまった事から、所謂いわゆる『被疑者死亡』により、事態は終息する事となった。

　人類の存続すら危うかった状況を未然に防いだシン＝ウォルフォードは、アールスハイド王国民の間では、すでに世界を救った新しい英雄として、認知され始めていた。

　そして、その当の本人は……。













「うーん……」

　警けい備び隊たい詰つめ所しよで、理性ある魔ま人じんだったオリバー＝シュトロームと対たい峙じしてから数日後、俺は自宅の庭で、首を捻ひねっていた。

　俺の目の前には、花を植えるのに丁度いいくらいの、拳こぶし大だいの穴がいくつか開いている。

　穴を開けたのは俺だ。

　その穴を見ながら、どうにも腑ふに落ちない思いをしていた。

「何を唸うなっている。便秘か？」

「いたって快便だ！」

　本日は週末で、学院は休み。

　王子であるオーグ。その護ご衛えいであるトール、ユリウスの三人が、ウチにきていた。

「それで？　何をしていたのだ？　庭に苗を植える穴でも掘っていたのか？」

「いや……ちょっと見てくれないか？」

　そう言って、俺はある魔法を起動させる。

　すると、上空から光が落ち、地面に穴を開けた。

「わ！　なんですか！」

「シン殿、驚かさないで下され」

「なんだ？　今のは。どこかで見たような気がするが」

「つい先日見ているよ。警備隊の詰所で」

「あ！　シュトロームに放った最後の魔法ですね？」

「その通り」

「フム？　しかし、あの時は……」

「それが腑に落ちないんだよな」

　あの時と同じ、太陽光を集め、熱ねつ光こう線せんにしたものを、威い力りよくを相当絞しぼって庭に撃っていた。

　その結果、花か壇だんや、畑に苗を植えるのに丁度いい穴がいくつかできていた。

「確か、最後爆発しましたよね？　それでシュトロームが吹き飛んだと思ったんですが」

　それが、俺が悩んでいた理由。

　普通、熱光線を放った場合、目の前にある光景のように、穴が開くだけのはず。

　しかしあの時、大爆発が起きた。俺が知らないだけで、実は爆発もするのかもしれないけど、庭で検証する限りは、爆発は起こらない。

　やはり、穴があくだけだ。

「まさか……そういう事なのか？」

「いや……そうと決まった訳じゃない。でも、警戒はしておくべきだ」

「ああ……分かった」

　取り越し苦労なら問題ない。

　というか、そうであって欲しい。

「シン、そろそろ行かんでいいのかの？」

「あ、もうそんな時間？」

　今日は、先日、事じ情じよう聴ちよう取しゆや調ちよう書しよの作成の手伝いやらで行けなかったビーン工房に、皆で行く事になっていた。

　オーグ達が家にきたのもその為だ。

　この後、一いつ旦たんシシリーの家に集まり、徒歩でビーン工房を目指す。

　午前中に用事を済ませ、午後は石いし窯がま亭ていで昼食にしようという話になっている。

「じゃあ、行ってきます。昼食はいらないから」

『いってらっしゃいませ、シン様』

　使用人一同に見送られ、オーグ達とゲートを通る。シシリーの家に用意されている部屋に着いた時にトールから話し掛けられた。

「しかし、シン殿の屋敷の使用人の方達は優秀な方が多いですよね」

「あの人達、公募で集まったんだけど、応募者が殺さつ到とうして選抜戦をしたらしいんだ。それを勝ち抜いてきた人達だからね……」

「……なるほど。使用人のドリームチームですか」

「ドリームチームって……」

「どうしたんですか？」

「何やってんの？　早く部屋から出てきなさいよ」

　俺達の声が聞こえていたんだろう、逆ノックをする前にシシリーとマリアが部屋に入ってきた。

「いや、シン殿の屋敷の使用人は凄すごいなと……」

「ああ、確かにそうですね。いつの間にか側にいますし、さりげなくフォローもしてくれますからね」

「使用人選抜戦を勝ち抜いた、使用人のドリームチームらしいです」

「それでドリームチーム……」

　貴族の人間がウチの使用人を絶ぜつ賛さんしている。あれが普通だと思わない方がいいらしい。最近慣れてきたからな。

「それはそうだろう。メイド長のマリーカは元もと王おう城じようの使用人だ、私も幼少の頃は世話になった。執しつ事じ長ちようのスティーブはハーグ商会の人間で、トム＝ハーグの右腕と呼ばれた男だし、いつも門番に立っているアレックスは、ドミニク警けい備び局きよく長ちようの一番弟子だった男だ。そんな私でも知っている連中が、あの家で一いち堂どうに会かいしている所を見た時はさすがに驚いたぞ」

　え？　そうなの？　オーグに説明されるまで、そんなに凄い人達とは知らなかった。改めて爺さんとばあちゃんの人気が分かるな。

「後、料理長のコレルは、有名なレストランでも料理長だった筈はずだ」

「コレルさんの料理美味いもんなぁ」

　オーグがそれを知っているということは、相当格調の高いレストランだったのだろうか？　本当にすごい人材が集まってるな。

「そんなのばっかり食べてて大丈夫かしら。今日行くオリビアの家の店だって相当有名なんだからね。変な事言わないでよ？」

「言う訳ないじゃん！」

　マリアから失礼な事を言われた。

　皆が俺をどう見ているのか気になります！

「今日はビーン工房と石窯亭に行くんだって？」

「あら、良いわね」

　シシリーの父親であるセシルさんと、母親であるアイリーンさんだ。今日は休日仕様なんだろう、少しラフな格好をしている。セシルさんは相変わらず格好良いな。アイリーンさんも、シシリーの上に姉二人と兄一人産んでいるとは思えない程、若々しいし。

「石窯亭は何でも美味しいけど、お昼に行くならサンドイッチだね。軽くトーストしてあるから香ばしくて、はさんであるチーズがトロッとして……絶品だよ」

「シシリー、ビーン工房に行くならウチにご用聞きにくるように言ってくれない？　色々頼みたい事があるのよ。それと石窯亭のお昼はパスタよ」

「サンドイッチだ」

「パスタよ」

　ああ、夫婦の間に火花が散ってる！　シシリー何とかして！

「それじゃあ皆さん行きましょうか」

　まさかの放置!?

「シシリー、あれ放っといていいの？」

「いいんですよ。そのうち仲直りして、いつの間にか甘い雰ふん囲い気きを振り撒くんですから」

　そうなのか。羨うらやましいな、子供四人もいるのにまだラブラブなのか。

「じゃあ行きますか」

　そうしてシシリーの家を出てビーン工房に向かう。

　その道中オーグから声が掛かった。

「シン、工房に着いたら、予算を考えずに、作りたいものを発注しろ」

「そんなに小遣いもらってねえよ」

「大丈夫だ、資金は王家が出す」

　王家が俺の武ぶ器き開かい発はつ費ひを負担する？　どういう事？

「シンの話を聞いてしまうとな……用心しておきたいのだ。今のところ、シュトロームと対等に戦えるのは、シン、お前だけだ。最悪の場合……また、お前に頼る事になる。装備は充実させておけ」

　最悪のケース……ね。

「分かった。それじゃあ、お言葉に甘えさせてもらうとするか」

「ああ、そうしてくれ」

　オーグの言う最悪のケースとは、シュトロームが討伐されず、生き延びているという事だろう。

　俺は、まず間違いなく、生き延びていると思っている。その上で、俺が最悪のケースと考えているのは……シュトロームは、カートを実験体として魔人化させたと言っていた。という事は……。

　これは、俺の武器だけでなく、全体的なレベルアップを図はかる必要があるな。

　手始めに、研究会の皆をレベルアップさせるか。

「シン……お前、何か良からぬことを考えていないか？」

「今、一瞬寒さむ気けが……」

「シン君、ちょっと悪そうな顔をしてましたよ？」

「これは……」

「嫌な予感がするで御座る」

　俺が、皆のレベルアップを画策していると、皆何かに気付いたように警戒しだした。

　なんで!?　声に出してないじゃん!?

「べ、別に、変な事は企たくらんでないよ？」

「……何かは企んでいるという事か……」

　何故バレた!?

「い、嫌だなあ、何にも企んでないよ？」

「目が……」

「泳いでいるで御座る」

　別に悪い事を考えてる訳じゃないのに、いけない事を考えてる気がしてきた。話題を変える為にも、さっさと工房へ行かねば。

「ほ、ほら！　早く行こうぜ！　喋しやべってると遅くなっちまう」

　誤ご魔ま化かせたか？

「……後で問い詰めるか」

　駄目でした！

　そんなやり取りをしながら歩いていると、ようやくビーン工房に着いた。ここに行こうって言ってから実際にくるまでに数日掛かったせいか、ようやく辿り着いた印象だな。

　ビーン工房は、有名なだけあって大きな店だ。大きさは郊こう外がいのコンビニくらいか。三階建てで一階は武器や防具が置いてある。二階と三階は何だろう？　店の外観を見ていると、店の扉が開いた。

「ビーン工房にようこそ！　歓迎するッス！」

「皆さんおはようございます」

　ビーン工房の息子であるマークと、なぜか近所の食堂の娘であるオリビアが一緒に店から出てきた。休日まで一緒なのか。これはひょっとして……。

「ああ、おはようマーク、オリビア。ところで、何で朝から二人一緒に……」

「おはようオリビア、マーク。これは早速……」

「おはようございますオリビアさん、マークさん。ええ、お話を伺わせて頂かなければ」












「うう……お手柔らかにお願いします……」

　二人の関係を問いただそうとしたら、シシリーとマリアに話をインターセプトされ、オリビアは両脇を固められて連行されて行ってしまった。

　というかシシリー、ご用聞きの依頼は？

　それを見ていたオーグ達も彼女達の勢いに呑のまれていた。

「はぁ……女とは、なぜ集まると、ああも姦かしましくなるのだろうな？」

「ええ、自分はあそこに割り込む勇気はないです」

「はは……それでウォルフォード君、早速工房に行くッスか？」

「そうだな、それが目的できたんだし」

「その事について話がある。工房主はいるか？」

「は、はい！　とう……父は工房におります！」

「なら早速向かうか」

　そして店の裏手にある工房に向かう。




　工房はまんま町工場だ。何人もの職人が色々と作っている。鍛か冶じ工こう房ぼうだけに防ぼう音おん処しよ理りがされているので外に音は漏れていないが、中に入ると凄い音がした。炉ろもあるので熱ねつ気きも凄い。

「少しお待ちください。父ちゃん！　とーちゃーん！！！」

　工房内に向かって大きな声で父を呼ぶマーク。

　すると奥から、ザ・職人って感じの親父さんが出てきた。

「何だ馬鹿野郎！　デケエ声で呼びつけやがって！　それに工房ん中じゃ親おや方かたって呼べって言ってんだろうが!!」

「それどころじゃないんだよ父ちゃん！　ホラ!!」

「何だあ？」

　そう言ってこちらを睨にらむ。恐いよ！

「忙しい所をスマンな。私はアウグスト。アウグスト＝フォン＝アールスハイドだ。マーク＝ビーンとは高こう等とう魔ま法ほう学がく院いんで同じ研究会に属している」

「ア、ア、アウグスト殿でん下か!?」

　その声は工房中に響き、職人が皆こちらを見て目を見開いている。そして作業の手を止め、こちらにきて全員が跪ひざまずいた。

「ああ、手を止めさせてすまない。作業を続けてくれ。私は工房主に話があるから」

「お、オレ……いや私にでございますか？」

　スゲエな、あんな一いつ斉せいに跪いたのに、顔色一つ変えずに対応したよ。そして強こわ面もてのマークの父親が恐きよう縮しゆくしてる。滅めつ多たに見ない王子様っぽいとこ見た。

「実は、ここにいるシンの武器を、開発するのを手伝って欲しいのだ」

「このボウズ……いや坊っちゃんの武器ですか？」

「ああ、紹介が遅れたな、彼はシン＝ウォルフォード、賢けん者じやマーリン＝ウォルフォードの孫だ」

「あ、どうも、シン＝ウォルフォードです」

「けけ、賢者様のお孫さん！　あの新たに出た魔人を討とう伐ばつしたっていうあの!?」

「そうだ。実は彼の武器を開発しようと思っていてな。資金は我々王家が負担する。手伝ってやってくれないか？」

「そりゃもう！　新しい英雄様の武器をウチで作ったとなりゃ、これ以上の誉ほまれはねえ！」

　親父さんの言葉が崩れてる。よっぽど興奮してるんだな。

「それで？　どんな武器を作るんですかい？」

「ああ、それは……」

　オーグが資金を負担してくれるって言うし、プロの親父さんが開発を手伝ってくれるという。折せつ角かくだから、本当はお願いしたかった事を頼んでみよう。

　そして親父さんにバイブレーションソード改のアイデアを伝える。親父さんはそれを面白そうに聞きながら、俺のアイデアに修正を加え、形にしていく。

　親父さんとの話が終わる頃には、大まかな骨こつ子しはできた。さすが職人、話が早い。後は試作品を作り、試しながら完成に近付けるって感じだそうだ。

　具体的には、鍔つばにバネを利用したスライドを付ける。鍔をスライドさせると柄つかの中の留め具が連動して動き、刃が離れる。当然戦闘中に鍔が動かないようにストッパーも付ける。唯ゆい一いつの難点は片手でできない事かな。前の世界のオートマチックの銃のスライドを引く動作に似てる。取り付けはワンタッチでできる予定だ。その為にスライドにバネを付ける事にしたのだ。

　刃は鋳い型がたで造る事になった。最終的に魔ま道どう具ぐにするので、それで十分なのだ。

　オーグは、ずっと何かを言いたそうだったな。恐らく、軍の制式装備にしたいんだろう。でもそうすると、俺をこの国に取り込んだ事になってしまうので爺さんに遠慮して言い出せない。そんな所かな？

　マークの親父さんとの話し合いが終わった頃には、もうお昼になっていた。そろそろオリビアの家に行くか。

「じゃあ親父さん、後はお願いします」

「おう！　任しとけ。とりあえず、三日後にまたきてくれるか？　柄の加工が殆ほとんどだからな、それくらいで試作はできるだろ」

「分かりました、三日後ですね。よろしくお願いします」

　親父さんに挨あい拶さつして工房を後にした。

　ちなみに、シシリーの家にご用聞きに行くように依頼しといた。

　そして、本当にすぐ近くにあった石窯亭に入る。この石窯亭も人気店だけあって大きい。でも、高級店のような静かで格調高い感じはせず、店内はお客さんが一杯で賑にぎわっている。予約が取れないのは、単純に客が多いからか。

　店内に入ると、ウエイトレスのお姉さんがやってきた。

「あれ？　マーク君じゃない。オリビアお嬢さんなら、友達と部屋に行っちゃったよ？」

「知ってるッス。こっちの用事が終わったから、その友達も含めて呼びにきたッス」

「こっちって、マーク君のおとも……だ……ち？」

　お姉さんの動きが段々固まっていく。これはあれかな？

「で！　ででで、殿下!?」

　お姉さんの声が店中に響く。

　ああ、さっきの工房と同じ光景になっちゃったよ。

「はぁ……皆良い、楽にしてくれ。今日は友人達と、友人の店に食事にきただけなのだ。そう畏かしこまらないで欲しい」

　そうは言っても、相手は滅多に見れない至し高こうの王族。皆の頭が中々上がらない。どうしようかと思っていると、店の奥からさっき別れた女性陣がやってきた。

「うわ！　何この光景！」

「ああ、殿下がいらっしゃってるからじゃないですか？」

「あ、あのアウグスト殿下。個室をご用意しておりますので、そちらへお願いします」

「……迷惑を掛けてスマン」

「いえ！　そんな！」

　個室に入ってようやく落ち着いた。オーグといるとさすがにこういう事が多いな。

「……何を考えてるかは大体分かるが、来週からはお前もこんな感じだぞ、シン」

「来週って、ああ叙じよ勲くん式しき」

「週明け早々だから明後日だな。私は王族だから、皆近寄ってこないが、お前は、立場的には一般市民だからな。囲まれるぞ？」

「そ……そうなの？」

「魔人を討伐するという事はそういう事だ。何十年も前の話なのに、いまだにマーリン殿とメリダ殿がどういう扱いを受けているかを見れば分かるだろう？」

「確かに……」

「新たに出現した魔人、しかも理性ある魔人だ。それを討伐したのは、英雄の孫のシン。若く、見目も良く、英雄の孫。あっという間に国民のヒーローだな」

　くそ！　絶対面白がってやがる！

「でも、英雄の孫ってのは分かるけど、見目が良いってのはなぁ……」

　自分の顔だからか、この年まで同年代の女の子と関わってこなかったからか、自分がフツメンなのかイケメンなのかが分からない。

　ブサメンではないはず……。

　普通こういう事って、小さい頃からの女の子の態度で大体分かるけど、その経験がない。今の歳になると、正直な感想とか言わないしな……。

　俺ってどう？　なんて聞けるか！

「自覚してないんだ……」

「うう……ライバルが……」

「ちょっと嫌味ですよね」

　マリア、シシリー、オリビアが小声で話してる。

「そんな事言われてもな……ライバル？」

「な、何でもありません！」

　それにしても叙勲式かぁ……憂ゆう鬱うつだ……。




　その昼食時、ビーン工房の親父さんに伝えていた、刃を交換するアイデアを売って欲しいと、オーグに言われた。

　バイブレーションソードは魔道具で、俺にしか付ふ与よができないし、それを国軍の制式装備にするのは、やはり問題があるらしい。しかし、そのアイデア自体は、とにかく討伐の数をこなす事に重点を置いている軍にとって、とても有益らしい。

　魔物討伐時に魔物を沢山切ると、すぐに刃が駄目になるので、簡単に刃が交換できるのは非常に効果的なのだとか。刃を上質な物にすれば十分実用に耐えると熱く語られた。

　ただ、勝手に売るとばあちゃんに殺されそうなので、相談してからな。

　ハロルドさんというらしいマークの親父さんに色々と頼んでみようかな？　いくらか技ぎ術じゆつ的てき還かん元げんができれば武器の開発資金を出してもらう事にも遠慮がなくなるし、開発を自じ重ちようしてシュトロームと対峙した時に後悔もしたくない。

　どこまで開発するか、ディスおじさんに相談してみようかな？

　オーグにディスおじさんへの伝言を頼もうかと思ったが、しょっちゅうウチにきてるし、頼まなくていいか。

　そして、俺達が工房にいた時、女子三人は何をやっていたのか聞いてみたが、「オリビアさんのお部屋でお話ししてました」というだけで詳細は教えてくれなかった。

　これは、女子会を開いてたって事か。確かに内容は聞けないな。

　ご用聞きの事をシシリーに伝えると、完全に忘れていたらしくメッチャ謝られた。そんなにマークとオリビアの関係が気になってたのか。

　ちなみに、シシリーはセシルさんのお勧めのサンドイッチを、マリアはアイリーンさんのお勧めのパスタを頼んでた。

　俺は肉を食べた。超旨かった。

　サンドイッチ？　パスタ？　今の俺にはオヤツですよ。

　食事が終わったらとりあえず用事がなくなったので、皆で街をプラプラする事にした。

「そういえば、マークの店の二階と三階って何を売ってるんだ？」

「ああ、二階は生活用品で、三階はアクセサリーとかッスね。三階のアクセサリーは普通のと、魔道具と、両方置いてあるッス」

「アクセサリー……」

　そうか、アクセサリーに防ぼう御ぎよの魔ま法ほうを付与すれば色んな防御魔法が展開できるのか。制服に付与した魔法は、効果は抜群だけど服以外の場所を防御しないし。実際にカートと戦ってみてその欠点が分かった。顔、超熱かった。

　それに、制服から着替えると効果がない。しかしアクセサリーなら服を替えても大丈夫だし、魔ま力りよく障しよう壁へきのように展開すれば全体を防御できる。

「シン君、どうかしたんですか？」

「いや、シシリーは、何か欲しいアクセサリーはない？」

「アアア、アクセサリーですか!?　えと、あの……指ゆび輪わとか……でもいきなりそんな！　とりあえずネックレスとかにした方が……ブレスレットも捨てがたいし……あ、ピアスもいいなあ……」

「そ、そんなに沢山欲しいの？」

「い、いえ！　そういう訳じゃなくて！　な、何が良いかなあって……」

「ふーん。実は、アクセサリーに防御魔法を付与した方が、効果が高いんじゃないかと考えててね。付与するなら、どんなアクセサリーが良いかと思ったんだ」

「……あ、そうですか……」

　シシリーがションボリしちゃった。

「シン……お前、それはないだろう……」

「上げて落とす……鬼ですか？」

「シシリー可か哀わい想そう……」

「え？　え？」

　あ！　聞き方を間違えた！　あれじゃ、アクセサリーを買ってあげるって聞こえるよ！

「あー、シシリー？」

「……何ですか？」

　まだションボリしてる。

「あのさ……もう一回マークの店に行かない？」

「いいですけど……」

「あ、皆はここで待ってて」

　街歩きは一時中断だ！　それどころじゃない！

　そしてビーン工房に入り、目当ての階層を目指す。

「え？　シン君、ここってさっきの話の……」

「うん、アクセサリー売場」

「ご、御免なさい！　そんな、催さい促そくするつもりじゃ！」

「いいからいいから、嬉しそうだったのに俺が落ち込ませちゃったお詫わび。それに……」

「それに？」

「……シシリーにアクセサリーを買ってあげたいなって……」

「はぅ！」

　そうだな。お詫びとか言ってるけどそれが本音だな。

「付与は俺がしてあげるから、普通のやつね。どれがいい？」

「えと、あの、あの……」

「すいません、この中で付与できる文字が多いのってどれですか？」

「いらっしゃいませ。そうですね。この辺りが八文字から十二文字くらい付与できる物になります」

「シシリー、この中でどれがいい？」

「こ、この中ですか!?」

　やっぱり台座もあるからかな、指輪が付与できる文字が多いみたいだ。大体銀貨で二～五枚くらいが普通らしい。高いのになると金貨数枚とかある。さすがに付与できる文字数も多いけどゼロの数も多いな！

「あの……シン君が選んでくれませんか？」

「え？　自分の好きなの、選んでいいんだよ？」

「あの……自分じゃ決めきれませんので……」

　色々と目移りしちゃったかな？

「そうだなあ……」

　値段や付与文字数は無視して、シシリーに似合うものを選ぼう。そうなると……。

「これかな？」

　そうして選んだのは、銀の台座に青い石が付いてる指輪だった。シシリーの青色の髪によく似合うと思う。

　文字数は八、値段は銀貨三枚だ。

「どう？　シシリーに似合うと思う」

「わぁ……！」

　シシリーは目を輝かせて指輪を見ている。

「じゃあ、これ、お願いします」

「かしこまりました。このままはめて行かれますか？」

「はい！　お願いします！」

　良かった。シシリー元気になったな。店員さんから指輪を受け取ったシシリーは、右手の中指に買った指輪をはめた。

「シン君……ありがとうございます！」

　シシリーが笑顔でそう言ってくれる。やっぱり可愛いな。シシリーを絶対に危険な目には遭わせない。そう改めて誓った。

「喜んでもらえて良かった。後で防御魔法を付与するからね。そいつがシシリーを守ってくれる」

「シン君が……守ってくれる……」

　ん？　ちょっと違うけど、まあいいか。

　指輪を買った俺達は店を出て皆と合流した。

　嬉しそうに指輪を見ているシシリーを、マリアとオリビアが取り囲んでキャイキャイ言ってる。やっぱりあの中には入れないな。

「それにしても、アッサリ指輪を買うか。さすがだな、シン」

　オーグがニヤニヤしながら言ってきた。

「言っとくけど、お前らにも防御付与したアクセサリー渡すからな」

「……あの光景を見た後にそれを言われると……なんとも微妙な感じがするな……」

「……まあ、男に指輪とか気持ち悪いから、ネックレスかブレスレットでやるわ……」

「……そうしてくれ……」

　その後は、特に目的もなく街を歩き回った。ウインドウショッピングをしたり、買い食いをしたり。やっぱり同い年の友達とつるんで歩くのは、目的がなくても楽しいな。

　そんな一日を過ごし、マークとオリビアと別れてシシリーの家に向かう。

　シシリーの家に着いたら、まずは防御魔法を付与する。

　文字数は八文字だからな……『魔力障壁』と『物ぶつ理り障しよう壁へき』でいいか。

『絶ぜつ対たい魔ま法ほう防ぼう御ぎよ』より簡単に、イメージは『固い壁』だ。全部無効にしなくても、ほぼ防げれば問題ない。シュトロームとの戦闘で絶対魔法防御はちょっと過か剰じような気がしたのだ。あそこまで完全に防御しなくても、魔力障壁でカートやシュトロームの攻撃を防げた。なら魔力障壁でも十分だろう。指輪を中心に、球状の障壁を展開するので、身体全体を防御してくれる。周りの人も守れるので、汎はん用よう性せいで言えばこちらの方が上かな。

『物理障壁』も同じイメージ。魔力と物理の違いはあるけど。

　防御魔法を付与した指輪をシシリーに渡……そうとしたら右手を出してきたので、さっきと同じ中指にはめてあげる。

　嬉しそうにしてるシシリーに、指輪を起動してもらった。

「わっ！　凄いです！」

　体を覆うように、球状に展開された障壁を見て素直に驚くシシリーと……

「ほう、これは凄い。さすがは導どう師しメリダ様のお孫さんだ」

「フフ、シシリーったら嬉しそうねえ」

　セシルさんとアイリーンさんも、その展開された障壁を見ていた。

「良かったらセシルさんとアイリーンさんのアクセサリーにも、同じ付与をしますよ？」

「え？　いいのかい？」

「あら、嬉しいわあ！」

　この付与なら大丈夫だよね？　他の魔法使いも使える防御魔法なんだし。

「レベルが違うけどな……」

　オーグが何かボソッと言ったな。

　そして、クロード家の皆さんにお礼を言われた後、ゲートで家に帰った。

　帰ってから、ばあちゃんに工房で何をしてきたか聞かれたので、今日あった事を話す。

　アクセサリーに施ほどこした付与の話を聞いたばあちゃんが……

「シンが……シンがようやく自じ重ちようを覚えてくれたよ……」

　と泣き出した。泣く事ないじゃん！

「あれで自重なのか……」

「この家族の普通は次元が違うんですよ……」

「凄い家族で御座るな」

　そんな事より、重大な事実に気付いた。

「ほっほ」

　爺さんの影が薄い！




　魔道具について、色々と目め処どがついた翌日、明日に迫った叙勲式の用意をした。

　シシリー達とオーグ陣がウチにきて、俺が叙勲式用の礼服を選んでいるのを見てる。

「へえ、背も高いし、身体も鍛きたえられてるし、顔も良いから何着ても似合うわねえ」

「シン君……格好いいです……」

「ああいうのは羨ましいな。私は線が細いからな」

「殿下……それは……」

「拙せつ者しや達たちには嫌味にしか聞こえないで御座る」

「シンも礼服を着る歳になったんじゃのお……」

「あの小さかった赤ん坊がね……大きくなったもんだねぇ」

　俺がメイドさん達の着せ替え人形になってる間、友人達と保護者達はソファに座って楽しそうに談笑していた。

　こっちはもう、クタクタになってきてるのに！

「マリーカさん……もういいんじゃない？」

「何を仰おつしやいますかシン様。ウォルフォード家の新しい英雄様に、恥ずかしい格好などさせられる筈がないではありませんか！」

　ウォルフォード家のメイド長、マリーカさんの言葉に他のメイドさん達が激しく頷うなずく。いや、普通に礼服着てれば恥ずかしくないと思うんですけど……。

　結局、あれやこれやと着替えさせられ、薄いブルーの上下に白いシャツ、スカーフを首に巻いて完成した。礼服の上着には銀ぎん糸しで見事な刺し繡しゆうも施されている。それを俺の身体に合わせてあっという間に直してしまう、ハイスペックなメイドさんズです。

　そしてその後、マリアとオーグ陣のアクセサリーの要望を聞いた。

　マリアはネックレスがいいそうだ。

　オーグもネックレスがいいとの事。ただ、マリアは細いチェーンで可愛いデザインの物、オーグは太めのチェーンで、シルバーアクセみたいな物がいいらしい。金髪美少年王子様がシルバーアクセ。似合うな、おい。

　肉体派のユリウスは、革製のベルトにシルバーが付いたブレスレットを希望した。ネックレスだと戦闘中に切れそうだし、指輪だと剣を持つ時に滑すべるんだそうだ。

　……高等魔法学院の生徒……だよな？

　意外だったのはトールで、ゴツいシルバーリングを希望したのだ。もっと細いリングかネックレスを選ぶかと思ってた。トールのお姉様受けしそうな小っこい容姿にゴツいリング……ギャップなのか？

　それぞれ欲しいアクセサリーが決まったので早速ビーン工房にゲートを開く。店の裏手、工房の横なら人目もなく、ゲートで行けるのだ。

　工房主であるハロルドさんを呼び、正式に王国が資金を出す旨むねが伝えられる。取り替え式の剣についても、魔法付与をしないならいいと、ばあちゃんからＯＫが出た。アイデアを買い取りたいという事だったが、一括で支払うには対価が曖あい昧まいなので、王国からビーン工房に支払われる金額の内、十パーセントがアイデア料という事になった。

　このアイデアは俺とマークとトニーの三人で話していた事で、マークは工房の人間なので辞退し、俺とトニーで折せつ半ぱんする事になった。

　昨日の内に決定したらしく、トニーにもすでに伝えられている。

　王国が発注する武器の金額の五パーセント……しかも取り替える事が前提の物だから、定期的にその金額が振り込まれる。その膨ぼう大だいな金額に、トニーは青い顔をして倒れたそうだ。

　そりゃ、何気ない会話をしていただけなのに、そんな大金が入る事になったらビビるわな。俺もビビった。

　王国との大口取引に、親父さんは超ご機嫌で、今日はアクセサリーを見み繕つくろいにきたと伝えると、無料で進しん呈ていしてくれるとの事。

　昨日、俺がシシリーにプレゼントした指輪の代金も返却すると言ってきたが、それは辞退した。やっぱり、自分のお金でプレゼントしたいじゃない。

　でも、自分の分は、無料で頂きます。

　だって今はまだお金入ってきてないんだもの！

　皆、希望通りのアクセサリーを手に入れ、防御魔法を付与して今日は解散。いよいよ叙勲式本番を迎える。




　当日の午後、授業が終わった後、研究会の活動は休みにして家に帰り、用意をして待っていると、王城から馬車が迎えにきた。入学式の時に乗ったのと同じだな。相変わらず乗り心地は良いけど居心地が悪い！

　爺さんとばあちゃんの二人は叙勲式の参列者だそうで、ついでに一緒に行く事になった。

　そういえば、王城には今まで行った事がなかったな。王城の住人は、しょっちゅうウチにきているのに。

　係の人に控室へ案内され、その時を待つ。

　待っているのはディスおじさんなので緊張はしないが、この後の面倒を思うと憂鬱になってくる。

　そしていよいよ係の人に呼ばれ、謁えつ見けんの間に案内される。

　そして……。

『救きゆう国こくの勇者！　新たなる英雄！　シン＝ウォルフォード様、御到着！』

　その呼び出しだけで帰りたくなった。しかし、両脇にいつの間にか騎士の人がいて逃げられない！

　……本当に逃げたりしないけど。

　その騎士の手によって重々しい扉が開き、そして巻き起こる大きな拍手。

　こんなに歓迎されているとは思ってもみなかったので、一瞬固まってしまったが、何とか歩き出した。

　事前に教えられていた位置で立ち止まる。

『アールスハイド王国国王！　ディセウム＝フォン＝アールスハイド陛下、御入場！』

　ディスおじさんが登場し、周りの人に合わせて、俺も跪く。

「皆の者、楽にせよ」

　その言葉に周りの人は立ち上がるが、俺はそのままと教えられていた。

「シン＝ウォルフォード。此こ度たびの働き、誠に見事であった」

「あ……ありがたきしあわせ」

「此度の働きに敬意を表し、勲くん一いつ等とうに叙じよする」

「謹つつしんでお受け致します」

　立ち上がり、ディスおじさんから勲くん章しようを授与されるのを待つ。やがて玉座から立ち上がり、手ずから勲章を授与してくれた。

「見事であった」

「あ、ありがたきしあわせ」

　相手がディスおじさんだと非常にやりにくい！　早く終わらないかな？　そう思っているとディスおじさんが話し始めた。

「皆の者よく聞け。このシン＝ウォルフォードは、我が友、賢者マーリン＝ウォルフォードの孫であり、幼少の頃より我も世話を焼いてきた、言わば甥おいのような者だ。彼がこの国にいるのは世間知らずであった彼の教育の為であり、決して我が国に利をもたらす為ではない！　彼を我が国の高等魔法学院に招く際、賢者殿と約束した事がある。彼を政治利用も軍事利用もしない事だ！　その約束が破られた際、英雄の一族はこの地を去る。その事、努ゆめ々ゆめ忘れるな！」

　……本当に言ってくれたよ。ディスおじさんマジカッケー！

　周りは多少ざわついてるけど、概おおむね了承したらしい。

　はぁ……これでやっと終わったか？

『それではこれにて、勲章授与式を終了致します』

　お、終わったぁ！

『この後、大ホールにてパーティが催されます。皆様ご参加下さい』

　終わってなかったぁ！




　叙勲式の後で行われたパーティは大変だった……。

　ディスおじさんの宣言があったので、貴族の人達からの過剰な勧誘というか、娘や妹を妻に！　という売り込みはなかった。けど、魔人を討伐するというのは、この国では大変な事で、色んな人が挨拶にきて、口々に褒ほめ称たたえてくれた。

　爺さんとばあちゃんが側にいたのもあって、凄い人だかりになっていた。

　シシリー達クロード家の皆さんやマリア達メッシーナ家の皆さんは、すでに俺と親交があるので、遠慮して遠巻きに見ていたらしい。

　あの騒ぎでは確認なんてできなかったから、後で聞いたんだけど。

　オーグ陣も近寄ってこなかった。売り込みはなかったけど、俺の話を聞きたいという女性陣に囲まれる俺を見てニヤニヤしていた。それはこの目で見た。

　前にオーグが言っていたように、よく知らない女性に囲まれてもあんまり嬉しくない。むしろ面倒……というか、獲物を狙うような目をしていたので、恐かった……。

　露ろ骨こつなアプローチはなかったけど、何か言う度にキャアキャア言われるのはわざとらしく感じて正直疲れた。早く終われと、ただただ願っていた。

　ようやくパーティが終わって、家に帰る頃にはグッタリしていた。

　ミッシェルさんの稽けい古こでもここまで疲れた事はなかったよ。

「やっぱり側にいて正解だったね。放っておいたら、あの囲んでた女の内の誰かに、お持ち帰りされてたんじゃないのかい？」

「さすがにそれはないよ……」

「どうだかねえ。シンみたいな世間知らずが、婚こん期きを逃し掛けてる貴族の女相手に、逃げ切れるかね？　マーリンだって昔……」

「その話はやめんか？」

　爺さんが何だって？　とても興味があるが爺さんから話を逸そらされてしまった。

「シン、今日は疲れたじゃろう？　明日も学院があるし、早目に休んでおいた方がいいんじゃないかのう？」

　気遣ってくれる爺さんの言葉を無視するのもどうかと思うし、実際疲れていたので、その言葉に従う事にした。

「うん、今日はもうお風呂入って寝るわ」

「それがいいじゃろ」

「ばあちゃん、その話、また今度聞かせてね」

「それはよくないじゃろ!?」

　爺さんが慌ててるけど、気になるし。今度聞かせてもらおう。




　そして次の日、シシリーとマリアを迎えに行き、家の扉を開けると……。

「おお！　シン様が出てきたぞ！」

「キャア！　シン様ー！」

「あれが新しい英雄様か！」

「なるほど、いい面構えをしてるな」

「シン様ー！　こっち向いてー！」

　そっと扉を閉めた。

「……なんだこれ？」

「昨日、シンが叙勲を受ける事も、その理由も公表されたでしょ？　でも陛下の御ご配はい慮りよでお披ひ露ろ目めはされなかったから、家に押し掛けたんでしょ」

「賢者様のお家は、皆さんご存じですから。一目見たかったんじゃないでしょうか？」

「これじゃ学院に行けないよ……ばあちゃん！」

「なんだい？」

「教室までゲートで行ってもいい？」

「はぁ……しょうがないねえ、騒ぎが落ち着いたら歩いて行くんだよ」

「はーい」

「シン……何故ワシに聞かんのかの……？」

　何故って……ばあちゃんに怒られる方が恐いもの。

「やった！　今日は楽して学院に行けるわね」

「今日だけ特別だよ？　マリア」

「ほら、もう行くよ」

　教室へとゲートを繋げ、潜った。

「わあ！　ビックリしたぁ！」

「どうしたシン、ゲートでくるとは」

「な、なんだいこの魔法は？」

「信じられない。どういう事？　ウォルフォード君」

　教室にはすでに相変わらず妖よう艶えんなユーリ、オーグ陣、チャラ男の元剣士トニー、魔法大好きな寡か黙もく少しよう女じよリンがいた。

「いや、家の前に凄い人が集まっててさあ、家から出られなかったんだよ」

「ああ、それでゲートできたのか」

「ゲート？　何それウォルフォード君。詳しく教えて」

　リンは相変わらず魔法の事には食い付きがいいな。

「ああ、これ『ゲート』って魔法でね。任意の場所と場所を、このゲートで繋ぐんだよ。で、このゲートを潜ると……」

　家と繋がっているゲートを消し、教室の端はしにゲートを開いてそれを潜る。

「こういう風にもう一方のゲートから出てこられるんだよ」

　初めて見たリン、ユーリ、トニーの三人は目を見開いてる。

「……すごい！　ウォルフォード君は転てん移い魔ま法ほうが使える!?」

「正確には転移じゃないよ。移い動どう魔ま法ほうではあるけど」

「どういう事？」

「転移って、物体そのものを移動させる魔法だろ？　一いつ旦たん体を分解して任意の地点で再構成する。ちゃんと再構成できなかった時の事を考えると、恐くて使った事ないよ」

「これは違うの？」

「これは場所と場所の距離を縮めただけだよ。分解・再構成してる訳じゃない」

「……駄目……よく分からない……」

　リンが残念そうに呟つぶやく。これが理解できれば目標の一つ、転移……に近い魔法が使えるようになるんだもんな。

「まあしょうがないよ。じいちゃんも理解できなかったんだから」

「賢者様も……」

「まあ、その内使えるようになるかもしれないよ。折角研究会に入ってるんだし」

「ん！　頑張る！」

　リンもやる気を見せてる事だし、皆のレベルアップを図るべきかな？

「シン……お前が何を企んでいるのか問い詰めるのを忘れていたな」

「だから変な事は企んでないって」

　皆をレベルアップさせるのは、変な企みじゃないよね？

　その内、皆で合宿に行くのもいいな。

「不安だな……何を企んでいる？」

　だから変な事は企んでないって！

「おはよー！　あれ？　皆どうしたの？」

　最後に教室にきたクラスの元気印、アリスが不思議そうに皆を見ていた。





　　　　　◇






　アールスハイド王おう国こく軍ぐん務む局きよく。

　騎き士し団だん・魔ま法ほう師し団だんを束ねるこの組織に、不ふ穏おんな情報がもたらされた。

「帝国に動きがある？」

　それは、帝国が国内の町や村から食料を掻かき集あつめているという情報であった。

「食料を集めているとなると……」

「軍に動きがあるという情報もあります。これはひょっとすると……」

「……戦争の準備か？」

　少しずつではなく、掻き集めている。軍にも動きがあるとなると戦争の準備を進めているようにしか見えない。

「しかし……何故今なんだ？　特に攻め入るに足る理由などないだろう？」

「それは分かりかねます。何か帝国内で侵略の好機となる理由があるのかも知れませんが……そこまでは不明です」

「まったく、次から次へと……よくもまあ、こんなに問題が起きるものだ」

「本当ですね」

　魔物の増加に、数十年振りの魔人の出現。さらには、それを裏で手引きしていたと思われる、シュトロームという理性を保ったままの魔人。そして帝国に戦争の兆きざしあり。こんなに続けて事が起こると、愚ぐ痴ちの一つも溢こぼしたくなる。

「ひょっとすると……帝国は我が王国の騒動を攻める好機と見たのかもしれませんね」

「確かに、立て続けに事件は起きている。だが、王国が混乱してる訳じゃない」

　各事件は、魔物の増加以外は解決済みだ。事件による混乱はない。

　しかし、帝国に動きがある。

　理由が全く分からない。しかし放置する事などできず、国王へ報告する事にした。

「何？　それは本当か？」

「帝国の動きは間違いありません。宣せん戦せん布ふ告こくを受けた訳ではないので、戦争をしようとしているかどうかの確証はありませんが……」

「しかし……その報告を聞く限りでは、その様に考えるべきだな……ドミニク！」

「は！」

「増加した魔物の討伐で忙しいところを悪いが、我が国も戦争に備えねばなるまい。準備を進めておくように」

「御意！」

　こうして、王国軍も戦争の準備を始めた。





　　　　　◇






　ブルースフィア帝国領内にある街。その街中にある、建物の一室。

　そこには、痛々しい包帯を巻いてベッドに横になっている男がいる。

　そして、その男に報告をする若い女性がいた。

「ほう、それでは王国も戦争の準備に入ったと」

「はい。帝国軍の動きがあからさまですから、すぐに気付いたようです」

「ゼスト君は上手くやったみたいですねえ。さて、どうなると思います？　ミリアさん」

「……私には分かりかねます。シュトローム様」

　この部屋にいたのは、シンから命からがら逃げだした、オリバー＝シュトロームであった。

「皆さん、ちゃんと踊って下さいねえ？　フフフ、アハハハ！」

　深手を負ったが、自身の魔力により、少しずつ回復していくシュトローム。

　それを、ミリアと呼ばれた女性は献けん身しん的てきに介護していた。

　狂ったように笑い続けるシュトロームを、彼女はただ、じっと見つめていた。




　一方、ブルースフィア帝国の帝てい城じようにて戦争の準備をしている帝国軍内では──。

「ゼスト、貴様の持ってきたアールスハイドの情報、どこから仕入れてきたのだ？」

「実は、アールスハイド王国内に協力者がおりまして、魔物の増加で国中が混乱していると教えてくれたのです。それで調べてみたら……」

「王国の魔物が増えて、帝国の魔物が減っているのに気付いたと……」

「そういう事です」

「フム……実際、我が帝国の魔物の数は、急激に減っている。これは、いよいよ王国を手に入れられる好こう機きか」

「そうなる事を願っております」

「フン、平民のお前に言われるまでもないわ」

「……そうですね」

「まあ安心しろ、お前の情報は、私達帝国貴族が有ゆう意い義ぎに使ってやる。光栄に思え」

「……はい」

　笑いながら去っていく貴族の男を、ゼストと呼ばれた男は、ただ睨にらんでいた。





　　　　　◇






　授業が終わった放課後、研究会にて、アリスから今朝の件で質問があった。

「そう言えばさあ、何か朝、雰囲気がおかしかったけど、どうしたの？」

「シンが、何か企んでいるらしくてな、その事を追及しようとしていたんだ」

「企む……ですか？」

「だから変な事は企んでないって」

「では何を企んでいる？」

　皆の視線が集まる。

「ここんとこさあ、異常な事件が続いてるだろ？　一応は乗り切ったけど、まだ何か起きる可能性はある訳だ。それに備えて、皆のレベルアップを図れたらいいなって、思ってるだけだよ」

　これ以上変な誤解を生まないように、今考えてる事を説明する。

「そうか、皆のレベルアップか」

「そう、別に変な考えじゃないだろ？」

「確かにそうなんだが……シン、そのレベルアップとは何をするつもりなんだ？」

「皆がある程度の攻撃と防御の魔法が使えるようになる事と、例のアクセサリーの防御魔法付与」

　とりあえず、今の大まかな方針を伝える。

「……分かった。とりあえず変な考えじゃない事は確かだな」

「そうだろ？」

　オーグも納得してくれたところでリンから質問があった。

「ウォルフォード君、さっきのゲートも教えてくれるの？」

「リンはゲートを覚えたいって事だな？」

「うん。あれは素す晴ばらしい魔法。あれがあると生せい存ぞん確かく率りつが大分上がるし移動が楽になる」

「ゲートって何？」

　朝いなかったアリスの為に、もう一度ゲートの魔法を使う。

「わ、わ、凄い！　これがあれば遅刻しないじゃん！」

　そういう不ふ純じゆんな動機で覚えようとするんじゃありません！

　まあ、動機はともかく、皆がレベルアップに前向きである事が確認できた。なので、皆がどれくらい魔力の制御ができるのか、調べる事にした。

「魔ま力りよく制せい御ぎよ？　なぜそんな事を調べる？」

「なぜって……」

　制御できる魔力量を調べたいと言ったら、オーグから、なぜか？　と不思議そうな顔で問われた。

　魔法を使うには、それに見合った魔力制御が必要なんだが……皆知らないのか？

　そう思って、皆に聞いてみると……。

「え？　高度な魔法に必要なのって詠えい唱しようじゃないの？」

「それが常識だな」

「違うのですか？」

　マリア、オーグ、トールから、逆に質問されてしまった。

　魔法を使うには、その燃料となるべき魔力が必要で、大きい魔法を使うにはそれなりの量の魔力が制御できないと話にならない……。

　俺は、それが当たり前だと思っていたが、皆は違っていた。

　強力な魔法を使うには、詠唱を工夫し、それに見合った『イメージ』をする事が重要だと思っていたらしい。

　魔法に対する考え方の違いはともかく、とりあえず今、どれくらい魔力制御できるのか見るために、皆に魔ま力りよく障しよう壁へきを展開してもらうが……。

「駄目だね、障壁が薄い。これじゃあ、ほとんど魔法を防げないぞ」

「しかし、魔力障壁なんて、そもそもそんなに防御力のある防御魔法ではないだろう？」

「……マジで言ってんのか？」

「どういう事だ？」

　これは、認識を一から改める必要があるな。

「この前、シュトロームが、警備隊の詰所で俺の初撃を防いだだろ？」

「ああ、あれは初めての授業の時に、お前が使った魔法の強化版だったな。まさか防がれるとは思ってなかったが……」

「あれ、魔力障壁で防がれたんだぜ？」

「な！　なんだと!?」

「噓……」

「魔力障壁ってあれだよね？　純粋な魔力だけで壁を作る、一番簡単な防御魔法だよね？」

「何か特別な防御魔法だと思ってました……」

「あんだけ扱える魔力がデカイんだ。魔力障壁で防がれる事は分かってた。だから魔法を撃った後、すぐにシュトロームの裏をつくように動いたんだ」

　あの魔法は、意識を逸らす為に放ったようなもんだからな。

「魔力が大きければ、特別な防御魔法を使わなくても魔力障壁だけで魔法は十分防げる。シシリー、この前付与した、アクセサリーの防御魔法を展開してみてくれない？」

「わ、分かりました」

　そう言うとシシリーは魔道具の指輪に魔力を通す。

「わ！　凄い魔力障壁！」

「二重？　あぁ、物ぶつ理り障しよう壁へきも付与されてるぅ」

「障壁が凄くて言われるまで気付かなかったな……確かに制御されてる魔力が凄い」

「シシリー、それって思い切り魔力使ってる？」

「いえ……起動する時に使った魔力以上は使ってないです」

「これには、俺の魔力制御のイメージが付与してある。そのイメージに添そって、付与してある魔法が、必要な魔力を集めて魔力障壁と物理障壁を展開してるんだ」

　皆、展開されてる魔力障壁を呆ぼう然ぜんと見ている。これで魔力制御が重要だという事が理解してもらえたかな？

「確かにイメージは大事だよ？　でもそのイメージを具現化する為には、それに見合った魔力がないと魔法は起動しないよね？」

　皆黙って俺の話を聞いている。

「だから、まずは魔力制御を鍛えよう。ゲートやら他の魔法は、それからの話な」

　神しん妙みような顔になったな。というか、何故皆この事を知らないんだ？

「シン。何故お前は、こんな事を知ってるんだ？」

「何でって……小さい頃から、魔法を使うには魔力の制御が大事、魔力を制御できなきゃどんなにイメージしても魔法は使えない、だから、とにかく魔力を沢山制御できるようになりなさいって、じいちゃんにそう教わったよ」

「そうか……それが賢者殿の凄さの秘ひ訣けつか……」

「というか……魔力を制御しないで、どうやって魔法を使うんだよ？」

「魔力制御はある程度できるさ。ただ、高度な魔法を使うとなると、どうしても詠唱を工夫する方に思考が行ってしまってな。それに……魔力制御の練習は地味だからな……」

　皆黙って俯うつむいちゃった。

「皆もそうなのか？」

「……ある程度魔法が使えるようになると、詠唱の方に意識が行っちゃったわね……」

「私もです……魔法に魔力が必要なんて基本中の基本なのに……」

「シン君は、いつも魔力制御の練習してるの？」

「ああ、小さい頃から毎日やってるからな、もう習慣になってるよ」

　そうして魔力を集め、制御して見せた。

　研究室に魔力が集まり、濃密な気配を漂わせている。

「っ!!」

「これは……」

「す、凄い……」

「どんな魔法を使うにせよ、魔力が制御できないと話にならないよ」

　集めた魔力を霧む散さんさせながら皆に言う。

「という訳で、これから毎日魔力制御の練習な。サボんなよ？」

「分かった。頑張る」

「……リンは暴走させんなよ？」

「させない！」

「それと、目標は無詠唱で魔法が使えるようになる事な」

『ええー!?』

「えーじゃない。ここは『究きゆう極きよく魔ま法ほう研けん究きゆう会かい』なんだろ？　それくらいできなくてどうするよ？」

「分かった。頑張る」

「……リンは暴走させんなよ？」

「させないったら！」

　どうもリンは暴走魔法少女ってイメージが……。

　その日は一日魔力制御の練習をして、最後にもう一度魔力障壁を展開してもらう。

「……これは……いや気のせいか？」

「気のせいじゃないです。さっきより、少し魔力障壁が厚くなってます」

　どうやらマリアは実感したみたいだな。

「各自、家でも魔力制御の練習をする事。それが上達したら魔法の練習をしよう」

　結局、基本中の基本をおさらいしただけで、この日の研究会は終わってしまった。

　ただ、皆の顔はやる気に溢あふれていた。

　皆レベルアップの目処が立って意い気き揚よう々ようと校舎を出る。

「おい！　出てきたぞ！」

「シン様ぁー！」

「こっち向いてー！」

「ウォルフォード君！　一言！　一言お願いします！」

　……皆で校舎に戻った。

「わ、忘れてたぁ……」

「っていうか、家の門は出てないわよね。どうやって学院にきてるって知ったのかしら？」

「裏口から出たとでも思ったのだろう。それで次は学院で張っていたんじゃないか？」

「凄い執しゆう念ねんだねえ……」

「って言うか！　あんな人だかりができてたら、学院から出られないじゃん！」

「しょうがない、またこれ使うか……」

　これはしょうがない。しょうがないよね？

　ゲートを家に開き、皆で潜った。

「おや、おかえりシン。またゲート使ったのかい？」

「おかえりシン。どうかしたのかの？　そんなに沢山友達を連れてきて」

「ただいまじいちゃん、ばあちゃん。いや校門の前も凄い人だかりでさあ……皆出られないから連れてきた」

「騒ぎ過ぎだよ全く！」

「ほっほ、その内収まるじゃろうて」

　本当かな？

「それより見た事ない子もいるね。紹介してくれないのかい？」

「ああ、えっとウチにきた事ないのは……」

「ア、アリスです！　アリス＝コーナーです！」

「リン＝ヒューズです。御会いできて光栄です」

「初めまして、トニー＝フレイドです」

「ユーリ＝カールトンですぅ」

「マ！　マーク＝ビーンッス！」

「オ、オ、オリビア＝ストーンです！」

　俺が紹介する前に自己紹介しちゃった。

「何人かは聞いた事があるね。特に、マークと言ったねえ」

「は！　はいッス！」

「アンタの所の工房には迷惑を掛けてしまったみたいで……すまなかったねえ」

「そ！　そんな！　頭を上げて下さい！　逆に大口の契約ができたって、父ちゃん大喜びしてたッスから！」

「それでも、ウチの孫が迷惑を掛けた事は間違いない。だから詫びさせとくれ」

「そうじゃのう、すまなかったな、マーク君」

「本当に止めて下さい!!」

　爺さんとばあちゃんに頭を下げられて、マークが叫んでる。

「じいちゃん、ばあちゃん、もうその辺にしといたげなよ。マークが困ってるよ？」

「誰のせいだい！　誰の！」

　ばあちゃんにメッチャ怒られた。

「そ、それよりも、じいちゃんとばあちゃんに聞きたい事があるんだけど、いい？」

「はぁ……なんだい？」

「どうかしたのかの？」

「今日知ったんだけど……魔法の練習って、魔力制御の練習の事を言うんじゃないの？」

　そう言うと、爺さんは少し悲しそうな顔をした。

「嘆なげかわしい事じゃ。皆ある程度魔法を使えるようになると、すぐに小こ手て先さきに走りよる。魔法の練習とは派手な詠唱と、それをイメージする事じゃと思っとる。そのせいかのう、年々魔法使いのレベルが下がってきとる」

　爺さんが情けないと言わんばかりに溜ため息いきをこぼす。皆はシュンとしちゃった。

「半分くらいはアンタのせいだけどね」

「ワシの!?」

　ばあちゃんの発言に、爺さんが超ビックリしてる。

「ばあちゃん、どういう事？」

「どうもこうも、マーリンが無詠唱でポンポン魔法を使うもんだから、皆その魔法に憧あこがれちまってねえ。マーリンの魔法は使いたい。けど高度過ぎて使えない。そんな時に、マーリンの魔法を目の前で見た事がある奴が、自分の目で見た魔法をイメージして詠唱したら……偶たま々たま成功したのさ。それ以来、詠唱を工夫すれば色んな魔法が使える、そんな風ふう潮ちようになっちまったのさ」

「確かに……私達もそう思っていました」

「それ、ワシのせいじゃないじゃろ!?」

「原因はアンタさ。全く自重もしないでポンポンと……アタシは言ったね？　ちょっとは自重しろと。見てごらん、アンタのせいで、シンがこんなんになっちまうんだよ」

「ちょっ！　飛び火した!?」

「シン君の自重のなさは、お祖父様譲りなんですね」

「シシリーまで!?」

　何故か俺まで標的にされてしまった。

「と、とにかくじゃ、魔法に一番大事なのは魔力制御じゃ。当然イメージも大事。じゃがの、詠唱なんぞ本来は要らんのじゃぞ？」

『え!?』

「シンを見てみい。この子が詠唱しとる所を見た事があるかの？」

「そういえば一度もないな……」

「まあ、この子の場合は、イメージの仕方が特殊なんじゃがの」

「どういう事ですか？　賢者様」

「この子は魔法の『結果』ではなく『過程』をイメージしとる。皆は、何故火が燃えるのか知っておるか？」

「何故と言われると……明確には答えられません」

　爺さんの質問にオーグが答える。

「ワシもよう知らん。じゃが、この子はそこに疑問を持つんじゃ。火とは何か？　何故燃えるのか？　それをよく観察したんじゃろうなあ、その結果が……シンの火の魔法は見た事あるかの？」

「青白い炎でした」

「そう、それじゃ。あの炎は、とんでもない温度になっとるようでの、着弾した地面が溶よう岩がんみたいになっとったわ」

　皆が感心したようにこっちを見るけど……何かカンニングした答えを褒められてるようで、居い心地ごこちが悪かった。

「シンのイメージは特殊じゃが……無詠唱はワシもメリダも使える。それに、戦闘中は詠唱をしとる暇などないし、詠唱で使う魔法がバレたら簡単に対処されてしまうわい」

「それで、無詠唱を覚えろって言ったんですね……」

「という事は、皆シンから魔力制御について聞いたんじゃな？」

『はい』

「それでよい。まずは制御できる魔力の量を増やす事じゃ。さすればイメージ通りの魔法が使えるようになる。こんな風にの」

　あ！　爺さんがゲートを開いた！

「じいちゃん！　それ！」

「ほっほ、苦労したがの。紙に書いてくれた説明で、ようやっと理解できたわい」

　さすが爺さんだ。この歳になっても探たん究きゆう心しんと向こう上じよう心しんは衰えてない！

「シンの魔法はシンしか使えない訳ではない。魔力制御ができて、ちゃんとイメージもできれば、皆使えるんじゃ。シンは規き格かく外がいであっても、理不尽な存在ではないよ」

『はい！　分かりました！』

　やっぱ、俺より爺さんが言った方が説得力があるな。そこは人生経験の差かな？　皆のやる気はマックスになってる。練習したくてウズウズしてる感じだな。

「じいちゃん、ありがと」

「ほっほ、何……ちょっと責任を感じての……」

　……それは知りたくなかったかな……。
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「マーリン。アンタも、偶たまには良い事をするじゃないか」

「偶に、とは何じゃ」

　研究会の面々が帰宅の途に就き、シンがシシリーとマリアを送りに行って、皆がいなくなったリビングで、メリダがマーリンに話しかけた。

「アンタがゲートを覚えたのは、シンの為だろう？」

「……何の事じゃ」

「シンは、魔法を使う度に、規格外だの無茶苦茶だの言われてるみたいだねえ」

「確かにそう言っておったの」

「でも、アンタがシンの魔法を使えれば、シンは特別じゃないって言えるからね」

「……」

「フフ、良かったんじゃないかい？　皆シンのような魔法が使えるかもと、目を輝かせていたからね。あの子が孤独を感じるような事はないさ」

「……そうかの？」

「そうさ……フフフ」

　上機嫌なメリダに対し、内心を見透かされたマーリンは少しばつの悪そうな顔をしていた。
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　次の日、家でも魔力制御の練習をちゃんとやってたみたいで、皆の制御できる魔力の量が、ほんの少し増えていた。

　ただ気になったのは、リンがカチューシャをしてきたことだ。

　ショートボブの髪をいつもは無む造ぞう作さに梳すいてるだけなのに。

　リンの顔をじっと見ると……フイッと目を逸らされた。

「リン……お前……」

「……言わないで……」

　……暴走させたな……。

　魔力が暴発して、髪の毛が爆発したんだろう。それで、カチューシャをしてきたと。

「リン、お前大丈夫なのかよ？」

「よくある事、問題ない」

「よくある事って……よく家の人に怒られないな」

「お父さんは宮きゆう廷てい魔ま法ほう師し。家に暴走させても大丈夫な魔法練習場がある」

「それが暴走魔法少女誕生の原因か……」

　今まで好きなだけ魔法を使い、暴走させてきたんだろう。平気な顔をしている。

「それいい。これから『暴走魔法少女』と名乗る」

「いや、褒めてねえからな？」

　研究会の名前といい、そういうセンスなのか？

　そして放課後、研究会も終わって皆で帰る。今日の研究会の内容は、魔力制御の練習に時間を費やしただけなので割かつ愛あいだ。

　正門を見るとやっぱり人だかりができていた。皆は騒ぎが起こる前に、人だかりの横をすり抜けて出て行った。

　俺は一人で裏口に回る。こっちにも何人か人がいたけど、光こう学がく迷めい彩さいを展開してその横を通り、気付かれずに学院の外に出て、正門から出た皆と合流する。

「昨日もこうすれば良かったね」

「いや、昨日は先に見つかって騒ぎになったからな。この手は使えなかった。今回みたいに誰にも気付かれてない状況でないとこの手は使えないよ」

　アリスが、昨日もこうすれば良かったと言うが、昨日はすでに騒ぎになってたからな。

　昨日と今日の朝もゲートを使ったから、街に出るのは久し振りだな。

　そして、久々の街は少し様子がおかしかった。皆が何か不安そうな顔で話をしている。

「何か街の様子がおかしくないか？」

「え？　ああ、シン君は最近外に出てないから知らないんだ」

「何かあったのか？」

「うん、軍がね……」

「軍？」

「戦争の準備を始めてるらしいんだよ」

　戦争の準備。

　アリスからその言葉を聞き、改めて周りを見てみる。街の人々が不安そうに顔を突き合わせ、これからどうなるのか、何故急に戦争など始めるのかと話しているのが聞こえた。

「戦争の準備って……どこと戦争するんだ？　というか、帝国との戦争中に、大規模な魔物の氾はん濫らんが起きて以来、戦争はタブーの筈なんじゃ？」

「その帝国が相手だ」

「帝国が？　何で？」

「そんな事は帝国に聞いてくれ。今帝国では、大規模な出しゆつ征せいの準備がされてるらしい。他の小国に戦争を仕掛けるには不ふ相そう応おうな大規模な準備だそうだ。となると標的は……」

「大国。アールスハイド王国って訳か……」

　帝国が戦争を仕掛ける。何故？　何の理由で？

　いや理由は分かるか。アールスハイド王国を手に入れられれば、ブルースフィア帝国は一気に力を増す。それこそ世界を掌しよう握あくできるくらいには。しかし、何故今？　そのタイミングが分からない。

「まあ、まだ始まってもいないんだ。戦争が泥沼化すれば学生も徴ちよう兵へいされるかもしれんが、今はまだ気にしてもしょうがない。特にシンは恐らく徴兵されない」

「何で……ああ、軍事利用はしないってヤツか」

「魔人の襲しゆう来らいならともかく、国同士の戦争にシンを駆り出す事は、まさしく軍事利用だ。そんな事は絶対しない」

　俺は、シシリーや皆を見渡した。皆不安そうな顔をしている。

「確かに徴兵はされないかもしれないけど、皆に危機が迫ったら、俺は戦場に出るぞ。ここで出会った皆は、かけがえのない友達だからな」

「シン君……」

「シン……」

　しんみりしちゃったけど、まだ起こってもいない事で落ち込んでても仕方がない。

「おしっ！　皆でマークん家に行こうぜ。確か今日武器の試作品ができるから、きてくれって言われてるんだ」

「……そうだな、確か今日だったな。よし皆で行くか」

「ついでに、皆の分のアクセサリーも買って防御付与しちまおう。戦争が起きても身を守れるようにね」

　人通りの少ない裏路地に入りゲートを開く。ゲートを抜けると、そこはビーン工房だ。

「やっぱり便利。早く覚えたい」

「……リンはまず魔力を暴走させないようにしないとな」

「……頑張る」

　そして工房内に入ると親父さんが待っていた。

「お！　ようやくきたなシン！　試作品はできてるぜ！」

「おお、さすが本職。仕事が早い！」

「あったりめえよお！　あ、殿下も御覧になりますか？」

「勿もち論ろんだ。見せてもらおう」

　そして親父さんが持ってきたのは、一見普通の剣だが、鍔と柄の部分が異なっていて、言うなれば、拳けん銃じゆうのグリップみたいな形をしている。そして鍔の部分にスライドをさせやすいように指をかける所がついている。親指で、安全装置を掛けたり外したりできるようになっており、誤作動を起こして、剣がスッポ抜けないようになっている。

「凄いよ親父さん！　もう完成品じゃないの？」

「いや、これから調整に入らないといけねえ。剣身を射しや出しゆつする時や、取り付ける時のバネの強度、スライドする固さ……各所に使われてるバネの強度をどうするかってこった」

「そっか、でもここまでできてたら……」

「おう！　後は調整だけですぐに完成品になる筈だぜ」

　親父さんはニンマリ笑った。自信に溢あふれていて格好いい。本当に職人だな。

「これは凄いねえ。僕はビーン工房の新製品開発の現場に立ち会ったんだねえ……」

「何言ってんだトニー。元はお前のアイデアだろ？」

　トニーが着ちやく脱だつ式しきがいいとか、振しん動どうするなら着脱も簡単でいいとかアイデアを出したから、こうやって新しい武器が作られたんだから。

「お！　君がトニー君か！　いやーお陰で面白い仕事ができたぜ！　ありがとよ！」

「いえ……そんな……」

　トニーが感かん無む量りような顔をしてる。本当に意外だよな。

「では、早速調整に入ろうか。それと軍用の剣身も見てみたいんだが」

「それもできております」

　すでに軍に納品予定の剣身もできていた。バイブレーションソードより肉厚で、簡単に折れそうにない。しかし、耐たい久きゆう性せいはギリギリまで削けずり生産性の方を高めたらしい。

「これは……十分実用に耐えるものだ。ハロルド、素晴らしい仕事だ、感謝する」

「そ、そんな！　止めて下さい殿下！　これは仕事ですから！」

　そして、各所のバネの強度を調整しながら新しい武器が完成していく。

　こういう、チューンアップみたいなのって楽しいね。男性陣総出で調整をしていった。女性陣は暇そうだったので、アクセサリーを見に行っている。

　そして最終的には、基本となる強度を決め、個人の好みでカスタマイズできるようにして、ついに完成した。

　ところで、俺の剣はバイブレーションソードって名前を付けたけど、軍用の方はどうするんだ？　交換できる剣だから……

「エクスチェンジソード……」

「……いいな、それ。よし！　今日からこの剣はエクスチェンジソードだ！　ハロルド、早速で悪いが発注だ、いいか？」

「勿論です殿下」

「それでは、後程、軍の補給担当の者を遣いに出す。数量などの細かい所は担当者と話し合ってくれ。今度の戦争が早速のデビューだ、頼んだぞ」

「は！　畏まりました！」

　軍用の剣の名前も決まった事だし、俺は新しいバイブレーションソードに、魔法を付与させていく。それと替えの刃を何本かもらった。

「すいません親父さん。結局全部もらっちゃって」

「それは、王国に請求するように殿下に頼まれてるから、シンは気にすんな」

「オーグ、悪いな」

「何、今度の戦争に心強い武器が手に入ったのだ。むしろ幸運だな」

　デビューが戦争ってのもちゃんと機能するか不安だけどな。これを見る限りは大丈夫そうだ。

　そして、アクセサリーは、ビーン工房からプレゼントされた。

　皆恐縮してたけど、今回の軍の制式装備の受注は相当大きい額になるらしく、親父さんは気にすんなと笑っていた。

　これで、研究会のメンバーは、全員防御魔法が付与されたアクセサリーを、身に付ける事になった。

　これで防御に関しては、大分憂うれいがなくなったな。
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　アールスハイド王国軍に、ある日新たな武器が支給された。

　新しい剣は今まで見た事がない形をしていた。

　その剣を手に取った兵士達が感想を言い合っている。

「よう、新しい剣は試してみたか？」

「ああ、切れ味は合格点だな。しかし、これは……完全に実戦向きの武器だな」

「装そう飾しよくは一切なし、切れなくなったら交換の、実用性重視の武器か……」

「戦場で剣身を交換できるのは、確かに有効だけどな。こういうのを支給されると……」

「……いよいよ戦争が始まるって実感しちまうな……」

　効率的に敵を殺す為の武器を支給され、兵士達には、強力な武器を手に入れた高こう揚よう感かんと、戦争が始まるという緊きん張ちよう感かんの入り交じった、複雑な感情が渦うず巻まいていた。

　こうして新しい武器の支給、必要な物資の収集、各領地に散らばっている軍人を、魔物対応の為の最低限の人員だけ残して召しよう集しゆう、志願兵の募集も終わり、いつでも出しゆつ兵ぺいできる準備は整った。

　そして、帝国に潜んでいた諜報員から報告がもたらされる。

「報告します！　ブルースフィア帝国軍が、我が国に向かって進軍を始めました！」

　その報告に王城に詰めていた上層部に緊張が走るが、予あらかじめ予想されていた為混乱はなく、国王であるディセウムは勅ちよく命めいを下した。

「皆聞いたな？　どうやら帝国は機を見る力もないようだ。このような愚かな行為に対し、我が国は徹底的に抗戦する！　アールスハイド王国の強さを、帝国に知らしめてやれ！　全軍、出撃せよ！」

　ついに帝国が動いた。

　その動きに対し王国も反応した。宣戦布告は未だ届いていない。これは、帝国の一方的な侵しん略りやく行こう為いであり、軍事行動を起こす事の正当性を、周辺国に訴えた。

　そしてその出兵はアールスハイド国民にも布ふ告こくされた。
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「とうとう王国軍が出兵したね」

　学院に登校すると、今日はすでに登校していたアリスからそう声を掛けられた。

「そうだな。街もその話で持ちきりだったな」

　王国発表もあり、新聞の号外も出たため、国民皆が知っている。

　戦争の機き運うんが高まった頃から、さすがに俺に対する騒ぎも収まり、歩いて登校できるようになっていたので街の様子を見る事ができていた。

「結局どのくらいの規模の出兵になったんですか？」

「帝国軍、王国軍共に八万ずつだな」

　マリアの質問に、オーグが答える。

「ふーん、戦力はほぼ互角なのか」

「だが、そこが不思議なんだ」

「不思議？」

　戦力が互角と言った俺の台詞せりふが不思議だと言うオーグ。

「ああ、今の所、我々の把握している帝国軍の総勢が八万なんだが」

「総力戦か、帝国も必死だな」

「そういう事じゃない。我が国はその総数を集めるのに、志願兵や、魔物ハンター協会にまで傭よう兵へいの依頼を出して、ようやくその数を確保したんだ」

「へえ、やっぱり帝国は軍事に力を入れてるんだな」

「いや、王国軍もほぼ同数の人数はいるぞ」

「ん？　じゃあなんで志願兵や傭兵なんて雇ってるんだ？」

「王国軍の全員を召集した訳じゃない。各地の魔物の対策の為に必要な人数は残してある。それで足りなくなった人員を集めたんだ」

　あ、そうか。魔物対策！　ん？　でも、そうなると……。

「でも帝国軍は全軍だろ？　魔物対策は？」

「だから不思議なんだ。帝国は魔物を放置して王国への進軍をしている。何故だ？」

「帝国も傭兵を雇ったとか？」

「帝国が傭兵の募集をしていない事は確認してる。各地から全軍を召集した事もな」

「マジで魔物放置かよ」

「帝国は何を考えている？」

　オーグが難しい顔をしてるもんだから、皆も黙ってしまった。

「まあ、ここでいくら推測したってしょうがないし、俺達は俺達のできる事をしようぜ。その内、帝国の真意も分かるだろ」

「……そうだな、俺達は俺達のできる事を……か」

「という事で、そろそろ実践的な魔法の練習も始めようかと思ってるんだが、どうかな？」

「やっとゲートを教えてくれる？」

「そうだな、それも含めてな」

「魔力制御の練習の成果が出てるみたいでさあ、最近、魔法の威い力りよくが上がってるんだよね！」

　ようやく魔法の練習に入れるくらいには、皆の魔力制御は上達してる。先日爺さんがゲートを使った事で、自分達も俺の魔法が使えるんだと、皆のやる気がアップし、魔力制御の練習を真剣にするようになった。これなら魔法を教えても大丈夫そうだ。

「それじゃあ、今日も研究会頑張ろー！」

「その前に授業だ、コーナー」

「あ！　そうだった」

「お前らは……何をしに学院にきてるんだ……」

　アルフレッド先生が溜め息を吐いていた。授業もちゃんと受けてますよ？













　アールスハイド王国軍は、帝国との国境近くまで軍勢を進めている。

　過去、帝国との戦争時に戦場になった場所であり、帝国軍の進路から、今回もここが主戦場になると予想されていた。

　その日、軍の野や営えい地ちに設置された大本営で、総司令官のドミニクは、斥せつ候こう部ぶ隊たいからもたらされる情報を整理していた。

　帝国軍との接敵予想は二日後。戦場となる場所は、見通しの良い平原なので奇き襲しゆうや搦からめ手ては使いにくく、正面からぶつかる可能性が高い。斥候部隊からの報告でも、別動隊がいない事は確認できている。それ故にドミニクは帝国の狙いが読めずにいた。

「……分からん。あそこで戦闘になったとして、帝国に何の利がある？　王国への侵略なら奇襲の方が効率はいい筈はずだ。なのに、情報は駄だ々だ漏もれ、奇襲の為に進軍を急いでいる訳でもない。大軍を引き連れて悠ゆう々ゆうと進軍してくる……帝国軍はこんなにも愚かだったか？　何か裏があるんじゃないのか？」

「そんなに根こんを詰めたって、分かんねえもんは分かんねえだろ。案外何にも考えてなくて、愚かな皇帝の、愚かな判断による、愚かな行為の可能性だってあるんだぜ？」

　前ぜん軍ぐん務む局きよく長ちようにして、現げん魔ま法ほう師し団だん長ちよう、今回の戦争でも参さん謀ぼうの役職にいるルーパーが、考え込んでいるドミニクに助じよ言げんをする。

「斥候部隊からの報告を聞く限りでは、その可能性が一番高いんだがな……しかし、あまりにも愚か過ぎだろ、これは」

「まあ……王国なら、子供でも進言しないような軍事行動だよな」

「まだ、何か裏があるという方が納得できる」

「でも総軍八万はそのまま進軍してきてる。別動隊も確認されてない。これはその愚かな行為そのものだろ」

「はあ……本当に何を考えているんだ……」




　ドミニクが帝国の真意を図はかりかねている頃、帝国軍も野営をしていた。そしてこちらにも斥候部隊からの報告がされていた。

「御報告申し上げます。アールスハイド王国軍は、やはり魔ま物ものの対応に追われているようです」

「そうか。陛下、王国は魔物の対応に四し苦く八はつ苦くしているようです。このまま大軍勢をもって王国に進軍すれば、我々の大勝利は間違いなしで御座いますな」

「フン、そうだろう。我が帝国の魔物が減り、王国の魔物が増えたと報告を受けた時に余は確信したのだ。王国は魔物の対応に追われ、我々の猛もう攻こうを防ぐ事などできんとな」

「さすがで御座います陛下」

　斥候部隊からの報告を満足そうに聞いている男は、ブルースフィア帝国の皇帝。

　ヘラルド＝フォン＝ブルースフィア。

　最近、ブルースフィア帝国皇帝の座に就いた男である。

　帝国皇帝の座は世せ襲しゆう制せいではない。帝てい位い継けい承しよう権けんを持つ帝てい国こく公こう爵しやく家け当とう主しゆの中から、貴族院の選挙によって選出される。

　その為に貴族院の貴族に対する、賄わい賂ろ・便べん宜ぎ・強きよう迫はくなどが横おう行こうしており、公平な選挙が行われたためしなど、一度もない。

　ヘラルドは貴族院だけでなく、対抗候補の公爵家に対しても、嫌がらせや裏工作などを駆く使しし、ついに皇帝になった。

　その為、あちこちに怨うらみを買っているが、皇帝となってしまった為に、皆何も言えなくなってしまったのである。

　その新皇帝ヘラルドは、他人を蹴け落おとす事には長たけていたが、政治能力に関しては全くといっていい程の無能であった。

　自分に都合の良い報告のみを信用し、都合の悪い報告は握にぎり潰つぶしていた。そして自じ己こ顕けん示じ欲よくが強く、アールスハイド王国への侵略は、ヘラルドにとっての悲ひ願がんであった。

　勿もち論ろん、歴代皇帝史上、初めて世界を掌しよう握あくした皇帝と、自身を誉ほめ称たたえさせる為である。

　そんな男のもとに、アールスハイド王国が魔物の対応に追われ、軍がそれに掛かりきりになっている、しかも帝国の魔物の数が減っている、という報告が入った。

　その報告を聞いたヘラルドの脳のう裏りには、帝国の攻勢に対処できず、崩ほう壊かいしていく王国の姿が浮かんだ。

　アールスハイド王国を、手に入れられるかもしれない。

　一度可能性を見た思いは、止める事ができなかった。進軍を開始してからも、入ってくるのは帝国有利の報告だけ。

　ヘラルドは、完全に自分の勝利を確信していた。

　帝国の大本営に報告をした男、ゼストは、大本営の天てん幕まくを睨にらみながらその場を離れた。

　その後も、ゼスト率いる斥候部隊からは、王国は帝国の動きを全く察知できていない、王国軍は魔物の対応だけで手一杯の状況であるなど、報告を受ければ受ける程、帝国の勝利が揺るがないと思える情報が入ってくる。

　自分に都合の良い報告を信用したがる皇帝ヘラルドは、その情報に満足し、完全に信用しきっていた。

　帝国軍は自分たちの絶対的勝利を疑わず、ついにアールスハイド王国の国境を、武装した状態で越える。

　そして両軍は、互いの軍勢を確認した。

　これに驚いたのが帝国軍だ。

　彼らの元に届けられていた情報では、王国軍は自国の国内で大増殖した魔物の対処に追われ、ここにいるはずがなかったからだ。

「どういう事だ！　王国軍は完全に我らを待ち受けているではないか！」

「ゼストを、ゼストを呼べ！」

「そ……それが……」

「何だ!?」

「ゼストの姿が昨夜から見えません。そればかりか、奴の指揮していた斥候部隊とも連絡が取れません……」

「な、何だとぉ……」

「陛下！　これは最も早はや退ひく事は敵かなわぬ状況です！　我らは大軍を率いて、王国領内に踏み入っております。これは王国軍にとって攻撃を仕掛けるには十分な理由です。ここは攻め切るしかありません！」

「おのれえ……斥候部隊と言えば平民どもの集まりではないか！　よくも……よくも平民の分際で余を謀たばかったな！　全軍に告ぐ！　どうせ王国軍は排除する予定だったのだ！　それが遅いか早いかの差でしかない！　我らの力を王国軍に見せつけてやるのだ！　全軍、突とつ撃げきいい！」

　突撃を始めた帝国軍。それに対し王国軍では……。

「本当に突撃してきやがった。何考えてんだ？　アイツら」

　魔法師団長のルーパーが、呆あきれた声を出していた。

「よし、予定通りに、魔法師団が初撃を放て！」

　王国軍の魔法師団から大量の魔法が撃ち出された。それは一斉に突撃してきた帝国軍に次々と着弾していき、損そん害がいを与える。

　通常、戦闘の開始時には魔法の撃ち合いがあり、それが落ち着いた頃に、騎士や兵士が突撃する。

　しかしこの戦闘は帝国軍にとって予想外の為、指し揮き系けい統とうも混乱し、ただ突撃するだけの烏う合ごうの衆しゆうと化し、王国軍の魔法師団にとってはいい的でしかなかった。

　だが、それでも難を逃れた者達もおり、さらに王国軍に接近してきた。

「馬鹿正直に正面からぶつかる必要もあるまい。右翼、左翼は帝国軍の側面に回れ！　正面は帝国軍を受け止めろ！」

『おお！』

　混乱している帝国軍と違い、万全に準備を整えた王国軍は帝国軍を半包囲するように陣じん形けいを展開し、帝国軍とぶつかり合った。

　すでに魔法によるダメージを受けていた帝国軍は、王国軍に進軍を止められ、突とつ破ぱする事は敵わない。さらに両脇からも攻められ、帝国軍は成なす術すべなくその数を減らした。そして、日が暮れる直前に撤てつ退たいするまで、帝国軍はその数を減らし続けた。

　撤退が遅れたのは、皇帝ヘラルドが、そのプライドの高さから撤退を拒んだ為だった。

　八万いた帝国軍は、一戦で半数近くの数を減らし、対して王国軍の損害は百を少し超える程度という、歴れき史し的てき大だい惨ざん敗ぱいであった。

　一日目の戦闘が終わり、大本営ではヘラルドが荒れていた。

「何だ！　この醜しゆう態たいは！　これでは我らの損害が増えるばかりではないか！」

　天幕の中で荒れまくるヘラルド。しかし、側にいるものは誰も彼を止める事ができない。ここで口を出せば、殺されてしまう可能性が高いからだ。

　結局、騒ぐだけ騒いで、具体的な打開策は何も決めぬままヘラルドは休んでしまった。

　こんな事態に陥おちいったのは、斥候部隊からの報告が全て噓だったからだ。誰もが、帝国を害そうとする意思を感じたが、結局、何もできなかった。

　作戦を決めるのは皇帝であり、幕僚が進言したり作戦を提案したりすると、自じ尊そん心しんの高い皇帝の不ふ興きようを買ってしまうからだ。

　側近達は、絶望にも似た感情を抱きながら、眠れぬ夜を過ごした。




　そして王国軍では、本日の戦闘について話し合われている。

「ルーパーの言った通りだったな。愚かな皇帝が、愚かな進軍をして、愚かな戦いをした。正直それだけの感想しか出てこない」

「全くな。何だ、ありゃ？　愚ぐ直ちよくに突撃を繰り返すだけって……」

「明日もこんな事になるんだろうか？」

「その可能性は高いと思うぜ？」

　王国軍の司令官達は、帝国軍とは違う意味の溜ため息いきを吐いた。

　結局、二日目以降も帝国軍は何の策も持たず突撃を繰り返すばかりで、八万いた軍勢は三日目が終わる頃には二万を切っており、帝国軍は、ヘラルド以外、全滅の可能性すら考え始めていた。




　時間は少し遡り、帝国軍と王国軍が戦闘を開始した頃──。

　王国の斥候部隊は信じられないものを見た。そして報告の為に、急ぎその場を離れる。

「そんな……馬鹿な！」

　そう呟つぶやきながら馬を全速力で走らせる。一刻も早くこの情報を届ける為に。

　そして、四日目の朝を迎えた時点で両軍にある情報が届けられる。

「報告します！」

「何だ、どうした？」

　非常に険けわしい斥候の表情に、ドミニクは何かが起こった事を察した。そして告げられた内容は驚くべきものだった。

「魔物が……魔物が大量に発生しました!!」

「何？」

「中型以上の魔物が大量に発生し、侵攻を開始しております！　そして行き先は……『ブルースフィア帝国帝都』です!!」

「何だと!?」

「しかも……」

「まだ何かあるのか？」

「魔ま人じんを……魔人を目撃致しました!!」

「な！　馬鹿な！　魔人だと!?」




　そしてその報告は帝国軍にも伝えられた。

「馬鹿な!?　魔物は少なくなっていたのではないのか!?」

「陛下！　これでは進軍どころではありません！　今すぐ帝都に戻らなければ!!」

「おのれえ……魔物ごときが余の帝都を攻めるだとお？　フザケおって!!　全軍に告ぐ！　王国軍など構っている暇はない！　急ぎ帝都に引き返し、魔物どもを駆く逐ちくせよ！」

　ヘラルドは怒りで顔を真っ赤にしながら全軍に告げる。帝国軍はすぐさま進路を反はん転てんし、帝都へ向けて引き返し始めた。

　そして王国軍は今後の行動について迷っていた。このまま進路を帝都に向かって進軍するか、王国に戻るかの選択である。

「それにしても、また魔人か……歴史上一体しか現れてないものが、ここ数ヶ月で三体目だぜ？　どうなってやがる？」

　ルーパーが、そう愚ぐ痴ちをこぼす。

「このまま戻った方が良いのではないですか？」

「いや、魔人まで混じっているとなると放置しておく事も危険だ。ここは、一時帝国と手を組み、魔人を討とう伐ばつした方が良いのではないか？」

「しかし、帝国が我らを受け入れますかね？」

「さすがにそれは容よう認にんするだろう？」

「分かりませんよ。魔物を討伐した後、こちらに刃を向けるかもしれません」

「その可能性はあるか……」

　急きゆう遽きよ開始された会議は進展を見せなかった。そして、総そう司し令れい官かんであるドミニクの判断に委ゆだねる事になった。

「魔人を放置しておく事は危険だ。今討伐しておく必要がある。しかし、帝国が我らを受け入れない可能性もある。よって、我らは帝国軍の後方に位置し、まずは戦せん況きようを見み定さだめる。帝国軍がそのまま魔人を討伐できれば良し、難しければ我らが後詰めで進軍する。現状ではこれが限界だと思うが、どうか？」

「それで良いんじゃねえか？　俺にもそれ以上の案は出せねえよ」

「では、帝都に向けて……」

　ルーパーが同意を示し、ドミニクが決けつ議ぎしようとしたところで、新たな報告が入った。

「た、大変です！　魔物の大群がこちらへ向かっております!!」

「何だと!?　魔人は？　魔人はいるのか!?」

「い、いえ！　魔人は確認されておりません！　ただ……数が多いのです！」

「内訳はどうなってる!?」

「小型から中型の魔物がほとんどです。大型はほとんど見られません！」

「なら何とかなるか……全軍に通達！　ただちに魔物を殲せん滅めつせよ！　魔物を殲滅した後、帝都へ向けて進軍する！　行け!!」

「はっ!!」

　こうして、王国軍も魔物の集団と戦う事になった。小型から中型の魔物がほとんどとはいっても数が多く、殲滅するには、かなりの時間を要した。

　被害に関してはほとんどない。軽傷を負った兵士と骨折や裂れつ傷しようなどの重傷を負った兵士が若干いた程度だった。だが、三日間に渡り繰り広げられた帝国軍との戦闘の後に、魔物の襲しゆう来らいである。王国軍の疲労は、相当なものになっていた。

　そして魔物を殲滅し終わった頃には、すでに日が落ちてしまった。

「くそっ！　これでは夜が明けるまで進軍できんではないか！」

「だな、この大軍を率いての夜や間かん行こう軍ぐんは厳しすぎる。それに、帝国軍との戦争の後に、あの魔物の大軍を相手にしたんだ。疲労も相当なもんだろう」

「何なんだこの状況は！　まるで……まるで足止めではないか!!」

　こうして王国軍は魔物に足止めされ、出立は夜が明けるまで待たねばならなかった。




　一方、魔物の大群に攻められた帝都は、あっという間に蹂じゆう躙りんされてしまう。

　本来守しゆ護ごするべき軍隊は不在。しかも、集まってきたのは中型以上の魔物ばかり。中には虎とらや獅し子しといった災害級の魔物もいた。これに魔人も混じっているとなると、戦う術を持たない帝都民に抗あらがう術すべはなかった。

　そこに生まれたのは、まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ず。

　帝都民は魔物に殺され、喰われ、魔人の魔法に焼き尽くされた。

　帝都に残っていた魔物ハンター達もいたが、あまりに魔物の数が多く、さらに魔人もいるため成なす術すべもなく、あっという間に殺されてしまった。

　そんな地獄の中を、悠ゆう然ぜんと歩いている人影があった。

「どうですか？　ミリアさん。魔人になった感想は？」

「はいシュトローム様、これまで感じた事がないほど力が溢あふれてきます。それに、今ならどんな魔法でも使えそうです」

　理性ある魔人、オリバー＝シュトロームと、怪け我がを負った彼を介護していた、ミリアである。驚いた事に、ミリアもまた、理性を残したまま魔人となっていた。

「フフ、それは良かった。それにしても、自国の国民が殺されているというのに涼すずしい顔をしていますねえ」

「コイツら帝都民は、自分達は選ばれた人間だと、周りの帝国民を蔑さげすんでいた連中ですからね。実際、私も同じ平民に罵ば声せいを浴びせられた事など、数え切れないほどあります。そんな輩やからがどれだけ殺されようと、心苦しさなど露つゆ程ほども感じませんね」

「フフフ、アハハハ！　そうですか、そうですか。素す晴ばらしいですよミリアさん。実際コイツらは、クズの集まりですからねえ」

「お褒ほめ頂きありがとうございます」

「さて、出しゆつ兵ぺいして行った軍隊が戻ってくるまで二、三日程ですか。それまでに帝都は、完全に我々のモノになりますね。その間にゼスト君達も戻ってくるでしょうし、帝国軍を迎え撃つ準備でもしましょうか？」

「はいシュトローム様」

「さて、王国軍がどれくらい数を減らしてくれたのか、見ものですね」

　そうして二人は帝城に向かって歩いていく。

　彼らの後ろから上がる、帝都民達の断だん末まつ魔まを聞きながら。




　そしてシュトロームが帝都を襲しゆう撃げきしてから三日後、帝国軍はようやく帝都に辿り着いた。そこで彼らが見たものは……。

　魔物によって破壊された帝都と、大量の魔物であった。

「おのれ魔物どもめ！　一匹たりとも逃がさず、討伐してくれるわ!!」

　そして、ヘラルドの号令で、またしても突撃する帝国軍。初めは魔物を討伐できていたが、魔人が出てくると、状況は一変した。

　魔人の魔法に蹂躙されていく帝国軍。そしてその魔人の中には、帝国軍に偽の情報を流していたゼスト達斥候部隊もいた。

「ゼストォォォ！！！　貴様のせいで！　貴様のせいでぇぇぇ!!」

　ヘラルドは気が狂ったかのようにゼストに向かって吠ほえる。しかし、ゼスト達は一いつ顧こだにせず、帝国軍を屠ほふっていく。

　そして……皇帝すら誰に討たれたのか分からないほど蹂躙され、帝国軍は、文字通り全滅した。

　魔物に足止めをされていた王国軍が、帝都に到着した時に見たのは……全滅し、屍しかばねを晒さらす帝国軍の姿であった。

　その光景を呆ぼう然ぜんと見ている王国軍に声を掛ける者がいた。

『おや、そこにいるのは、私が王国でお世話になった人達じゃありませんか』

「っ！　この声！　まさか!?　オリバー＝シュトロームか!?」

『フフフ、そうですよ？　おや？　まさか、私がウォルフォード君に討たれたと、そう思っていたのですか？』

　まさにそう思っていたドミニク達は、信じられない気持ちでいた。

　あの魔法から逃れる術があったとは思えない。それほどに、シンの放った魔法は凄すさまじかった。

　しかし、今聞こえたのは、警けい備び隊たい詰つめ所しよで聞いた、シュトロームの声に間違いない。

　ドミニク達は辺りを見渡すが、魔法によって声を拡かく散さんさせているのか、姿が見えない。

『おやおや、それっぽっちの戦力では『私達』を攻め滅ぼすことなどできませんよ？　他の国にも協力して頂いたらいかがですか？』

　その声を聞いたドミニク達が見た光景は、とても信じられないものだった。

　帝国軍の屍を挟んで現れた『集団』。

　その全ての人間の目が……赤いのである。

「馬鹿な……目撃された魔人は、シュトロームの事ではなかったのか？」

「ここ数ヶ月で三体目とか……笑える話だな。何十体いやがるんだ……」

　新たに一体の魔人が出たと思い込んでいたルーパーは、何十体と現れた魔人に、絶ぜつ望ぼう的てきな気分に陥っていた。

『ああ、そうそう、帝国軍の数を減らしてくれてありがとうございました。お陰様で、楽に帝国軍を全滅させられましたよ』












　自分達もシュトロームに利用されたのだと知って、ドミニクは怒り狂いそうになる。

　それを何とか抑え『魔人の集団』という、今まで見たことも聞いたこともない、冗談のような相手に、自分達だけでは対応しきれないと判断し、シュトロームの言ったように一度王国へ帰き還かんした。

　そして、帰還したドミニクから報告された内容に、王国上層部は絶ぜつ句くする。

　討伐されたと思っていた理性ある魔人が生きていた。しかも、同じような魔人を大量に生み出して、帝都を陥かん落らくさせてしまった。

　この内容は、いくら秘ひ匿とくしようと必ず知れ渡る情報であると判断した王国上層部は、その事実を公表した。

『王都にて騒そう動どうを起こした理性ある魔人、オリバー＝シュトロームは生きており、多数の魔人を生み出し、ブルースフィア帝国帝都を攻め落とした』と。













　やはり、シュトロームは生きていた。

　あの熱ねつ光こう線せんの魔法が爆発したのは、やっぱりシュトロームのせいだったか。

　そして、魔ま人じんを大量に生み出し、王国ではなく、帝国を攻め落とした。

　その目的は予想していなかったが、生きていることは何となく予想していたため、驚きはなかった。

　それにしても、大量の魔人か……。

　おそらくカートは、この魔人化の実験に使われたのだろう。

『王都での実験は済んだ』と言っていた後に、大量の魔人発生だ。間違いないと思う。

　そして、シュトローム生存の話をオーグに聞いたときに教えてもらったが、魔人騒ぎが起きる前から魔ま物ものが増加していたとのこと。

　現在、それもシュトロームの実験の結果だと思われているらしい。

　実験とは、生物を強制的に魔物化させること……なんだろうな。

　以前は、一年間誰も気付かない程、巧こう妙みように魔物が増え続けていたらしいのだが、ここ最近は目に見えて増えているそうだ。

　帝国で魔物が増加し、それが流れてきているのではないか？　というのが王国の予想だ。

　その帝国……いや、旧帝国と呼ぶべきか。そこからは何の声明も出ていない。

　何も動きがないなら、下手に刺激しなければ何も起こらないのでは？　という楽らつ観かん論ろんを語る者も少なくないそうだ。

　しかし、シュトロームは人間の事をどうでもいい存在と言い切っていた。いつ、どんな行動に出るか想像もつかない。

　それこそ、人間を虫けらのように殺して回るかもしれない。

　全て『かもしれない』ばかりで、態勢も整えにくい。

　そこで、他の国と連携し、ひとまず旧帝国を監視するという事で話を進めるらしい。

　俺達はと言えば、今の内にできるだけ戦力を上げておくことしかできないため、研究会での魔法の練習はさらに熱を帯びていった。




「ようし、それじゃあ現状でどれくらい魔ま力りよく制せい御ぎよができるようになったか確認するよ。自分のできる限界まで魔力を集めて」

　そうして皆は魔力を集め始める。

　これまでは集まる魔力の量が少なかったが、戦争が始まる前から始めた魔力制御の練習のお陰で、皆これまでより確実に魔力量が増えていた。

　この世界での魔力量とは『制御できる魔力の量』だ。人間に魔力を溜めておく器官などないため、大きな魔法を使うには、周りにある魔力を集め、それを制御する必要がある。

　その制御できる魔力が魔力量だ。

「うん、いいね。じゃあそのまま魔ま力りよく障しよう壁へきを展開して」

　俺の言葉で魔力障壁を展開する皆。うん、これまでの魔力障壁より厚くなってる。これなら十分かな？

「よし、みんな障壁を解いて。いいね、これなら十分イメージ通りの魔法を使えそうだ」

「じゃあ、やっとゲートを教えてもらえる？」

「それはもうちょっと後かな。ゲートばっかりに拘こだわってると攻こう撃げき魔ま法ほうも防ぼう御ぎよ魔ま法ほうも中途半端になっちゃうから」

「それでいい。全部覚える」

　リンは相変わらず魔法の事になると積極的だな。

「じゃあ、まずは攻撃魔法の練習から始めようか？」

「それは構わないが……練習場はどうする？　使用予約は取ってないぞ？」

「良いところがあるんだ。俺が練習してた所なんだけど、そこならどんなに魔法をブッ放しても構わないから、好きなだけ練習できるよ」

「へえ、シンの練習してた場所ね。確かに、シンが好きなだけ魔法を使って良いって言うなら……」

「ですね。シン殿のあの魔法に耐えられる場所なら……」

「何しても大丈夫だよね！」

　……ん？　評価の内容がおかしくない？

「……とりあえず行くよ。そこで実践を交えて説明していこう」

　そう言ってゲートを懐かしい荒野に繋げた。

「ここが、シン君が練習してた場所ですか……」

「ねぇ何かぁ……異常にボコボコになってない？」

「確かに。ボコボコ」

「……クレーターとか、何かが溶けた跡とかあるのですが……」

「別の世界に紛れ込んだ感覚に陥おちいるで御座るな」

　連れてこられた皆はアチコチ見回ってる。ここなら、わざわざ練習場の申しん請せいをしなくても攻撃魔法の練習ができる。我ながらナイスアイデアだな。

「さて、攻撃魔法を練習する前に、皆は魔法を使う時、どんな事をイメージしてる？」

「どんなって、普通は魔法を指導してくれる先生に魔法を使ってもらって、それをイメージするものだが……」

「そういえば、賢けん者じや様さまが、ウォルフォード君のイメージは特殊だって言ってた」

「確かに言ってたわね。シンは『結果』じゃなく『過程』をイメージしてるって」

「そう、『結果』だけイメージするとそれしか使えなくなるよね？　だから皆には『過程』からイメージできるようになって欲しいんだ。そうすれば、魔法の幅が増えるからね」

「でも、過程って言っても、自分には皆かい目もく見けん当とうもつかないのですが……」

「それをね、練習する前に教えようと思うんだ」

　そう言って異い空くう間かん収しゆう納のうから机とロウソク、それにビーカーを取り出す。

　まずは火からかな。

「まず、このロウソクに火をつける」

　種たね火びの魔法で火をつける。

「まあ、当然火がついて燃えるよね」

　皆が頷うなずく。

「じゃあ、これを消すにはどうする？」

「え？　息を吹き掛ければ消えるんじゃないんですか？」

「まあ、それでも消えるけどね。でもこのビーカーを被かぶせると……」

「……あ！　消えた！」

「何で消えたと思う？」

「何でって……そんなの分かんないよ！」

「火ってさ、燃えるのに燃ねん料りようがいるのは分かるよね？」

「まあ、燃料がないと燃えないよねえ」

「その燃料って、例えばこのロウソクならロウだよね。でもそれだけじゃないんだ」

「えっとぉ……ダメ分かんない、どういう事ぉ？」

「例えば、炉ろを燃やす時、石炭や木炭に火をつけてから何かするよね？」

「あ！　フイゴで空気を送るッス！」

「そう、その空気の中に火を燃やす補助をするものがある」

「へえ、でも息を吹き掛ければ消えるよね？」

「それはロウソクとか種火なんかの小さい火だけな。火事とか焚たき火びなんかの大きい火が息や風で消えるか？」

「確かに、消えない」

「まあ、気になるならまた後で教えるけど、今はこっちな。この空気の中に、火を燃やすのに必要な気体が混じってる。その気体を使って燃ねん焼しようをすると、不ふ燃ねん性せいの気体が生まれる。このビーカーの中でロウソクを燃やすと、燃える気体を使い、徐々に燃えない気体が増える。そうすると……」

　もう一度ロウソクに火をつけてビーカーを被せる。

「……そうか、燃えない気体、それが増えれば……」

「……消えました」

「これが、簡単な燃焼の仕組み。んで話を魔法に戻すと、まず火を出す」

　指の先に火を出す。皆が、その火を凝ぎよう視ししている。

「そこに、さっきの燃える気体を供きよう給きゆうするようにイメージしていくと……」

「……火が……青白くなっていってます……」

「で、この火を撃ち出すと……」

　近くの地面に向けて撃つ。

　ドウッ！

　地面が融ゆう解かいした。

「と、こういう魔法が使えるようになる。んで、俺が試験の時とかに使ったのは、この火に回転を加えて、高速で撃ち出したものだ」

　そう言いながら炎の弾だん丸がんを撃つ。

　ドグワッ！

　大量の土砂を撒まき散ちらしながら着ちやく弾だんした。

「こういうのを教えようと思うんだけど、どうかな？」

　皆真剣な顔で炎の弾丸が着弾した所を見ている。

「凄すごい。やっぱり、ウォルフォード君に研究会を立ち上げてもらって良かった」

「凄いけど……凄すぎて覚えるのが恐いわね……」

「シン君、治ち癒ゆ魔ま法ほうにもこういう原理ってあるんですか？　確か、この制服に凄い治癒魔法が付ふ与よされてますけど、それってその魔法が使えないと、付与ってできないんですよね？」

「あるよ。けど、それは後日な。今日はこの火の魔法の練習だね」

　こうして、練習の前に、講義をするという形式ができた。これで皆のレベルアップができるように、頑張って教えて行こう。

　するとアリスからこんな事を言われた。

「ねえシン君、わざわざここで講義をしなくても、研究室で黒板使って講義してから、ここにきて練習した方がわかりやすいよ」

「……」

　それもそうだな……。




　それからは、先に研究室で黒板を使って説明をしてから、練習に入るようにした。

　黒板に書くとわかりやすいらしく、水、風、土の魔法も順調に上達していった。

　そんな研究会での活動で、皆のレベルが大分上がってきた、ある日の授業終了後、ホームルームで先生からある伝でん達たつがあった。

「さて、この度王国から通達があった。『魔人オリバー＝シュトロームの目的が不明なため、具体的な方策は定められないが、戦力の増強をしておく必要がある。軍人達はもちろんだが、万が一に備えて学生のレベルアップを図はかり有ゆう事じに備える』との事だ。お前達学生も万が一に備えて戦えるようになっておけって事だな」

　そのアルフレッド先生の言葉に、皆戸と惑まどっている。平然としてるのはオーグ陣だけだ。これは知ってたな。

　それにしても、学生に戦える準備をしとけとわざわざ通達が出るって……。

「王国からこんな通達があるのは、異例中の異例だな。過去の戦争でも、こんな通達が出たことはなかったんだが……」

　それだけ異常な事態ってことか。

「それで、今の内から騎き士しと魔ま法ほう使つかいの連携を取れるようになっておけ、との事でな、騎き士し養よう成せい士し官かん学がく院いんとの合同訓練を行うことになった」

「へえ、合同訓練……」

　それは良い事じゃないか？　と思ったのだが、皆は微び妙みような顔をしていた。なんだ？

「まあ、お前らがそんな顔するのも分かるがな、騎士や剣士との連携は、将来絶対必要だ。必ず良い経験になるよ」

　アルフレッド先生はそう言って、その日の授業は終了した。

「どうしたんだよ皆？　変な顔して」

「そうか、シンは知らないのか」

「何が？」

「あのねシン。魔ま法ほう学がく院いんは、魔法をメインで強化するから、身体をあんまり鍛きたえないでしょ？」

「まあ、そうだな」

「それで、逆に騎き士し学がく院いんは、身体を鍛える事がメインで、魔法は使えないわよね」

「見事に正反対だよな」

「それでね……その……騎士学院の生徒は、魔法学院の生徒を『モヤシ』って馬鹿にしてて……魔法学院の生徒は、騎士学院の生徒を『脳のう筋きん』って馬鹿にし合ってるの……」

「……つまり、両学院はあんまり仲が良くないと？」

「その通りよ」

　……なんだそりゃ？

「おいおい……この非常事態に何言ってんだ？」

「非常事態なのは分かってるんだけどさあ」

「アイツらに『モヤシ』と言われるのは我慢できない」

「そうねぇ、確かにイラッとするわねぇ」

　というか、モヤシ、あるんだ……見たことなかった。

「私は別に大丈夫ですけど……」

「僕は、ちょっと前までアッチ側だったからねえ」

「拙せつ者しやも、何も言えんで御座る」

　ユリウスはそうだろうな。トニーも家が騎士家系だって言ってたから、特に変な感情はないんだな。

「てか、何でそんなに仲が悪いの？」

「だって！　戦力で言ったら、魔法の方が絶対強いんだよ!?」

「それなのに、さも自分達の方が強いという態度を取りますからね、奴らは」

「どっちも得え手て不ふ得え手てがあるだろ」

「でも英えい雄ゆう様さまは皆魔法使い。賢者様も、導どう師し様さまも、ウォルフォード君も」

「それは、たまたまだって」

「そういえば、シンって剣も使えるよね？　もしかして、騎士の人に教えてもらってたの？」

　マリアが、なんか推測めいたことを言ってきた。当たってるけど。

「そうだけど、何で？」

「魔法使いなのに、騎士を庇かばう人ってあんまりいないから」

　あ、だから、ジークにーちゃんとクリスねーちゃんは仲が悪いのか。

　……いや違うな。あれは、何か根本的にソリが合ってない気がする。

「ミッシェルさんには色々と鍛えられたからね……何度も地獄を見たけど……」

　ミッシェルさんの地獄のシゴキを思い出して遠い目をしてると、皆がこっちを見てるのに気付いた。

「どうした？」

「いや……ミッシェルさんて、あのミッシェル＝コーリング様かい？」

「そうだよ」

「え？　前の騎き士し団だん総そう長ちようの？」

「そうも言ってたな」

「なる程、それならあの剣けん筋すじも納得で御座る」

「賢者様に魔法を教えてもらって、導師様に魔ま道どう具ぐ作づくりを教えてもらって、剣けん聖せい様さまに剣を教えてもらってたのか……なんて羨うらやましい環境だろうねえ」

「剣聖様？」

「シン君は知らなかったですか？　ミッシェル＝コーリング様と言えば、剣で右に出る者はおらず、『剣聖』様と呼ばれているんですよ」

「……俺にとってはただの鬼の教官だよ……」

　剣聖って……そんな風に言われてたの？　そりゃ稽けい古こも厳しい筈はずだわ。

「でも、剣聖様に剣を教えてもらってたんなら、シン君が騎士学院の生徒に何か言われることはないよね！」

「分からんぞ？　『魔法使いのくせに、剣聖に剣を教えてもらいやがって！』と妬ねたまれるかもしれん」

　何それ？　面めん倒どう臭くさいな……。

「まあ、どっちにしろ合同訓練は必要なことだと思うぞ。ちゃんとした目的があるんだから、何言われたって気にしなきゃいいじゃん」

「それはムリ！」

「はぁ……」

　こりゃ、何とも面倒なことが起こりそうな気がするな……。

　そして数日後、騎士学院との合同訓練の日がやってきた。




　魔法学院、騎士学院から四名ずつ、計八名でパーティを組んで訓練をするとの事。

　増えた魔物の討とう伐ばつも兼ねて、実じつ戦せん訓くん練れんになった。

　王都の門の前に集合した俺達は、騎士学院の生徒と初めて会った。

　さすがに、毎日剣の修行をしてるだけあって、魔法学院の生徒より鍛えられてる。

　今回の班分けは入試順位で分けられた。騎士学院も同じ分け方をしている。これは、高等学院生なら上位から下位までそんなに実力差がないことと、その中でも成績上位者をさらに鍛えて、精せい鋭えいに育てたいという思おも惑わくがある。

　俺達と組む騎士学院の生徒とも初対面なので、まずは自己紹介をする事になった。

「騎士養成士官学院一年首席のクライス＝ロイドだ」

「次席のミランダ＝ウォーレスよ」

「ノイン＝カーティス」

「ケント＝マクレガーだ」

　なんだろう、騎士学院の生徒は不機嫌そうに挨あい拶さつした。

　クライスは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの濃い顔のイケメン。腕とか凄く太い。王道の騎士って感じ。

　ミランダは黒い髪をポニーテールにした女性で、何と言うか……全体的に固そうだ。腕とか筋張ってる。

　ノインは茶髪で茶色い目をしてる、前の二人に比べてちょっと細身の男で、目が細いのでちょっと睨にらんでるように見える。細身だから技ぎ巧こう派はなんだろうか？

　ケントは短い金髪を坊主にしたゴリマッチョ。持ってる剣もデカい。

「高等魔法学院一年首席のシン＝ウォルフォードです」

「次席のアウグスト＝フォン＝アールスハイドだ」

「マリア＝フォン＝メッシーナよ」

「あの……シシリー＝フォン＝クロードです。宜しくお願いします」

　こっちは、マリアがちょっと不機嫌そうだけど、他は普通に挨拶したな。オーグはそういうの関係なさそうだし、シシリーが誰かを蔑さげすんでる所とか、見た事ないしな。

「あれが英雄の孫か……」

「所しよ詮せんは魔法使いでしょ」

「しかし殿でん下かも御一緒か……」

「ああ、やりにくいな」

　騎士学院の生徒、クライス達がボソボソ話し合ってる。どうも俺達を下に見たいけど、オーグがいるから、それができなくてやりにくいらしい。

　なんだそりゃ。

「なあ、訓練始める前に聞いていいか？」

「……なによ？」

　代表してミランダと名乗った女生徒が応える。

　体も強そうだけど、気も強そうだな……。

「君ら魔物と戦った事はある？」

「なに？　ちょっと自分が魔人を倒したからって自じ慢まんしてんの？」

「は？　何でそんな事自慢すんだよ。そうじゃなくて、これから俺達は、魔物を討伐しに行くんだ。騎士がどうとか魔法使いがどうとか、そんな下らない事を言ってると……」

「言ってたらなによ!?」

「死ぬぞ？」

　ちょっと脅おどしを掛けてみた。これで、ちょっとは協力的になるかな？

「う、うるさいわね！　本当なら、騎士学院生だけで魔物の討伐くらいできるのよ！　それを、魔法使いが出しゃばってきて！　アンタ達は、アタシ達の邪魔をしないようにすれば良いのよ！」

「ミランダの言う通りだ。せいぜい足手まといにならないようにするんだな」

　ミランダだけでなく、首席だというクライスまで反発してきた。しかも、この訓練の意義を理解してないのか？

「お前達、そんな認識でこの訓練に参加していたのか？」

「あ、いえ！　別に殿下が邪魔とか、そういう事を言った訳ではなくて……」

　オーグが介入してきて、ミランダが慌てて訂正してる。

「そんな事を言ってるんじゃない。この訓練は、実戦投入された際、スムーズに既存の部隊と連携が取れるように考案されたものだ。騎士学院と魔法学院の魔物討伐数を争う競争じゃない」

「そ、それは……」

「分かってはいるが納得はできんか。なら仕方ない。シン」

「何？」

「お前はこの訓練で魔物を討伐する必要はない。訓練の必要がないからな。必要なのは連携の練習だけだろ？」

「そうだな。元々、なるべく手出ししないつもりだったよ。それがどうした？」

「騎士学院生達は、自分達だけで魔物を討伐できると言っている。なら、そうしてもらおうか」

「え？　殿下、それはどういう……」

「一度、魔法使いの援えん護ごなしで魔物を討伐してみろ。この訓練の意義が分かる」

「殿下がそう仰おつしやるなら……」

　オーグの提案で、初めは騎士学院の生徒だけで、魔物を討伐してみることになった。

　ここまで言われてんのに、まだ納得できないのか？

　正直、不安しかないけど……

　互いの雰ふん囲い気きが悪い中、合同訓練は始まった。




　首席の俺達は、森の奥まで行き魔物を討伐する。順位が下がるごとに、森の浅い所になっていき、一番下は平原だ。

　それと、騎士・魔法使い双方の教官として、騎士団と魔法師団から団員が派は遣けんされてるんだけど……。

「よう、シン」

「今日は宜しくお願いしますね、シン」

　よりによってジークにーちゃんとクリスねーちゃんだった。

「二人が指導教官なんだ……頼むから喧けん嘩かしないでよ？」

「「コイツが絡んでこなかったらな（ね）」」

「「……」」

「「あ？」」

「だから！　それをやめろって言ってんだよ！」

　はぁ……この訓練、本当に大丈夫なのか？

　先行きに不安を感じていると、皆がキラキラした目でこちらを見ていた。

「あ、あの！　私、シンと同級生のマリアです！　ジークフリード様、あ……握あく手しゆをしてもらえませんか？」

「あ！　ズルいぞお前！　あの、アタシもいいですか？」

　ジークにーちゃんが女の子に人気だ。

　魔法使いであるマリアは分かるけど、騎士であるミランダまで、頰ほおを赤くして握手を求めてる。さっきまで突っかかってきていた人物と同一人物に見えない……。

　それに、騎士と魔法使いって仲悪いんじゃ……。

「俺……いえ私はクライス＝ロイドと申します。クリスティーナ様にお会いできた事、心より嬉しく思います。それで、あの……握手を……」

「俺はノインです！　今日は是ぜ非ひ、俺の勇姿を見て下さい！」

「ケントです。俺の戦う姿こそ見て下さい！」

　クリスねーちゃんが男の子に人気だ。

「ナニコレ？」

「フフン、どうよ？　シン。これが俺のモテ力よ」

「どうですか？　シン。私も捨てたもんじゃないでしょう？」

　ジークにーちゃんとクリスねーちゃんが、自慢げに話しかけてきた。

「ジークにーちゃんは、チャラ男だと思ってたから違い和わ感かんないけど、クリスねーちゃんは意外だった」

「意外とは何ですか、失礼な」

「ちょっ……チャラ男って」

「だって、チャラ男でしょ？」

「……プッ」

「ああ？　何だコラ」

「シンは良く見てますね」

「モテるのが意外な、仏ぶつ頂ちよう面づらに言われたくねえな」

「あぁ？」

「おぉ？」

「はぁ……もう勝手にしてくれ」

　急に喧嘩を始める二人に疲れていると、何やら視線を感じた。

　マリアと、騎士学院の男性陣がこっちを睨んでる。

「そんなに親しいなら、ジークフリード様を紹介してくれてもいいのに……」

「クリスティーナ様と、あんなに親しげに！」

「「ゆ、赦ゆるせん！」」

　何で、マリアまでそっち側なんだ。

　そんな、自己紹介と自己アピールも済み、これからのことを二人に話す。

「は？　最初は騎士学院の生徒だけで魔物を討伐する？」

「ああ、騎士学院生の希望でな。言葉だけでは、この訓練の意義が理解できないらしい」

　オーグが、ジークにーちゃん達にこれまでの経けい緯いを説明している。

　ジークにーちゃんもクリスねーちゃんも、呆あきれ顔がおだ。

「はぁ……戦場を知らない、学生の小さいプライドかよ」

「何を考えているのですか？　あなた達は」

「ア、アタシ達は騎士学院のトップです！　魔法使いの支援などなくても、我々だけで魔物を討伐してみせます！」

　二人にたしなめられた騎士学院の生徒達は、すでに引っ込みがつかないのか、強きよう硬こうに自分達で魔物を討伐すると言い張った。

「そういう訓練じゃねえって、言ってんだろうが！」

「ジーク、もういいです。殿下の仰る通り、言っても駄目なら体験してみればいいです」

「しかしよ！」

「今回の訓練は初めての試みです。それに、軍に入ったばかりの騎士や魔法使いが、お互いの支援を必要としたくないのはよくある事です」

「確かに、よくあるけどよ……」

「それが少し早まっただけだと思えば良いです。その場合、この措そ置ちはよく取られます」

「……学生の内に経験しとけば、軍に入ってからの面倒がなくて良いってことか」

「そういう事です。それに、今回の訓練にはシンもいます。万が一もないでしょう」

「それもそうか」

　おお、ジークにーちゃんが、クリスねーちゃんに同意した。

　俺の話で……。

　俺の事なら同意するっていうのが、何か釈しやく然ぜんとしないけど、まずは騎士学院の生徒に、魔物を討伐させる事に決まった。

「魔法学院の生徒は、そういう事言わないんだな」

「一人、納得してなさそうなのがいるけどな」

　そう言って、オーグはマリアを見る。

「な、何ですか？」

「いや、メッシーナは、この訓練の意義を、良く理解しているのかと思ってな」

「理解してますよ。あんなの二回も見せられたら……私の力だけでは何もできない、騎士や剣士の支援がないと……癪しやくですけど」

　オーグの問いに、釈然としないまでも、理解はしているというマリア。

「ああ、そうか。ええとマリアちゃんだっけ？　君は、魔人とシンが戦ってるのを見たんだな？」

「は、はい！　そうです！」

　ジークにーちゃんから名指しで呼ばれて、マリアが顔を赤くしながら答える。

　あ、ミランダが羨ましそうにしてる。

「では、釈然としなくとも理解はしてる訳ですね。シンの戦闘を見たから」

「はい。あんな事、魔法も剣も使えるシンにしかできませんよ」

「フン！　どうせ大した事ないんでしょ!?」

「所詮は魔法使いだからな」

　ミランダとクライスが、俺が剣も使えることにも反発してきた。

　……だから、何でそんなに反発するんだよ……。

「クックック、まあそういう評価だよな、普通は」

「それもすぐ分かるでしょう。さて、いつまでもここにいても仕方がありません。そろそろ行きますよ」

　クリスねーちゃんの号令で、訓練予定場所までやっと行く事になった。

　出発するだけでこんなに時間を食うとは……先が思いやられる……。




　そして森に到着し、さらに奥へと入って行く。

　森の奥へ行くほど、人の手が入りにくいので、強力な魔物が残りやすいのだ。なので今日の俺達の標的は、中型から大型の魔物という事になる。

　索さく敵てき魔ま法ほうを使いながら歩いているが、森に入ってから、皆の口数が少なくなった。

「どうしたんだ、急に黙り込んで」

「それはそうだろう。初めて魔物と戦うんだ、緊きん張ちようしない方がおかしい」

「シンだって初めて魔物と戦った時は緊張したでしょ？」

　緊張？　はて？

「……どうだっけ？」

「ああ、俺……マーリン様に聞いた事あるわ、その話」

「私もです」

「え？　どんな話なんですか？」

　ジークにーちゃんとクリスねーちゃんの話にマリアが食いついた。

「……聞かない方が良いと思うぞ？」

「確実に自信を喪そう失しつしますからね」

「そこまで言われるとむしろ気になります！」

「アタシ達も聞きたいです。聞かせて頂けませんか？」

　聞かない方が良いという二人に、ミランダまで食いついてきた。

　マリアは単純に興味があるという感じだけど、ミランダからは、俺に負けたくないみたいな雰囲気を感じる……。

　……騎士だよね？　なんで魔法学院の生徒にライバル心燃やしてんのさ？

「……シンがつい最近まで、ここより深い森の奥で生活してたってのは知ってるか？」

「はい。その家に行ったこともあります」

「アタシ達も、話だけなら……」

　ん？　ミランダも知ってるって、そんなにこの話、広まってんの？

「そんな森の奥での生活には狩りができることが必ひつ須すでな。シンが、かなりの大物も仕留められるようになったから、魔物の討伐も教えようとしたんだとさ。それで、索敵魔法を教えてすぐに、魔物を見つけたらしい」

「それで、シンはどうしたんですか？」

「魔物を見つけたシンは、何の迷いも見せずに、魔物の元にダッシュしたんだとさ」

「躊ちゆう躇ちよなしですか!?」

　あの時は、早く倒しに行かないとって、それしか考えてなかったからな。

「シン君のあの話の前には、そんな事があったんですね」

「あの話ってなによ？　アタシ達は知らないわよ？」

「魔物の元に向かったシンが見たのは……シン、何の魔物だった？」

「三メートルくらいある、赤毛の熊の魔物だったよ」

「それって！」

「まさか……レッドグリズリー……」

　ミランダとクライスが驚いてる。あれってそんなに強い魔物だったのか……。

「マーリン様にも聞いたから間違いない。まさかの事態に、マーリン様も戸惑ったらしい。初めての魔物討伐にしては相手が悪すぎるってな……ところがコイツは……」

　そう言って、ジークにーちゃんが俺を見る。そして、クリスねーちゃんが後を引き継いで話し出した。

「シンは、またしても何の躊躇ためらいもなく、レッドグリズリーの魔物に飛び掛かり、両腕と首を切り飛ばして瞬しゆん殺さつしたそうです」

「レッドグリズリーなんて、軍でも何人かでようやく倒せるってのにな……」

「き、切り飛ばした!?」

　クリスねーちゃんは淡たん々たんと話しているが、ジークにーちゃんは若じやつ干かん遠い目をしている。そして、ミランダは信じられないのか大きな声をあげた。

「それって……魔法じゃなく剣で討伐したって事だよな……」

「魔法学院の首席なのに、剣も使いこなせるのか？」

　クライスとノインは剣で討伐したことの方が衝しよう撃げきだったようだ。

「しかも……」

「まだ……何かあるんですか？」

　続きを話そうとするクリスねーちゃんに、若干辟へき易えきした感じで問いかけるミランダ。

「シンはその時、十歳だったそうです」

「じゅっ!?」

　オーグ達には、一度話した事があるからあんまり驚いてないけど、騎士学院の生徒達は絶ぜつ句くしてる。

　やっぱ、十歳で熊はやり過ぎたか？

「そういう訳だから、魔物討伐に関しては、緊張なんてした事ないんじゃねえか？」

「まあ、確かに……！」

　そんな話をしてる時に、索敵魔法に魔物の反応が掛かった。しかも、真っ直ぐにこちらに向かっている。

「ジークにーちゃん」

「おう、分かってるよ。よし！　騎士学院の諸君、出番だよ！」

　そのジークにーちゃんの声に皆に緊張が走る。

　まず、ミランダ達に対処してもらう。もちろん、危険がないように、俺も準備はしておく。

「もうすぐ、その藪やぶの向こうに魔物が現れる。戦闘態勢を取れ」

　ジークにーちゃんの言葉に騎士学院生達は剣を抜いて構える。そして……。

『ブモオオオオオオオオオ！！！』

　現れたのは体長二メートルくらいの、猪だった。

　魔物化してなきゃ結構旨そうなのに、もったいない。魔物化すると魔力が変質するのか、食べられなくなってしまうのだ。

「シンお前……何か変な事を考えていないか？」

　何故バレた!?　最近オーグの勘かんが鋭くて恐い。

　そして、騎士学院の生徒達は、恐怖に身体を震ふるわせながらも気合いを入れた。

「ビビるんじゃないわよ！　アタシ達、騎士学院トップの実力を見せ付けなさい！　行くわよ!!」

『おお!!』

　ミランダの掛け声で突進してくる猪に、これまた突とつ撃げきして行く騎士学院生達。

　……首席はクライスってやつの筈だったと思うんだけどな……。

　すれ違いざまに一撃を入れようとするが、猪の方が速い。

『ブモオオオオオオオオオ！！！』

『うわああ!!』

　全員避けきれなくて、吹き飛ばされた。車に撥はねられたみたいになってるけど、正しよう面めん衝しよう突とつじゃないだけマシか。

　そしてミランダ達を撥ね飛ばした猪が振り返り、自分に剣を向けた者達を視界に捉える。

　ミランダ達は撥ねられた衝撃から、まだ立ち直れずにいる。

　再び突進してきた猪を、絶ぜつ望ぼうの表情で見ることしかできない。

　これで、ちょっとは思い知ったかな？

　俺は突進してくる猪の前に立ち、バイブレーションソードを取り出す。そして突進を避け、すれ違いざまに下から上に、首を狙ってバイブレーションソードを振り抜く。

　スッパリ首チョンパされた猪はその勢いのまま地面を滑り、ミランダ達の目の前で止まった。

「ヒイッ！」

「い……一撃……！」

　あ、ミランダ達動けないから、目の前に猪の魔物の死体が飛んできて、超ビビってる。

「いつの間に……」

「さすがですね」

「そ、それより、騎士学院の皆さんを回復させないと！」

「待って下さいシシリーさん。痛みのある内に、彼らに説教をしますので」

　そう言って、クリスねーちゃんがミランダ達の元へ行く。

「不ぶ様ざまですね。あの魔物は中型でも弱めの魔物ですよ？　それなのに、大たい言げん壮そう語ごを吐きながらこの有り様です」

　ミランダ達は痛みと、自信を砕かれたのだろう、悲痛な表情をしていた。

「分かりましたか？　騎士学院のトップと驕おごっていたようですが、所詮戦場を知らない学生の中の話なんです。軍に入ってご覧なさい、アナタ達は一番弱い。それこそ去年入った新兵にすら敵わないでしょう」

　ミランダ達はますます落ち込んでいく。

「そんなアナタ達でも、あの程度の魔物なら、魔法使いの支援があれば討伐できるんです。アナタ達は弱い。その事を身に刻みながら、残りの訓練に参加しなさい」

「……はい」

　ミランダ達はもう泣きそうだ。ちょっとやりすぎじゃね？

　そんな落ち込んでいるミランダ達に、シシリーが駆け寄った。

「あ、あの、今から回かい復ふく魔ま法ほうを掛けるので、じっとしていて下さいね」

　そう言って回復魔法を掛ける。

「……ありがと」

「……俺達はお前達を見下してたのに……」

　駆け寄ってきたシシリーに、ミランダは複雑そうな顔で礼を言い、クライスは意外そうな顔で話しかける。

「そんなの気にしてないですよ。今は同じパーティなんですから、これくらい当たり前です」

「アンタ……」

　回復魔法を掛けながらニッコリ笑うシシリー。

　……なんだろう、シシリーを見るクライス達、男連中の目がおかしい気がする。そして、凄くムカムカする。

　そして回復魔法を掛けられ、立ち上がったクライスは、まず俺の方を見た。

「……助かった、ウォルフォード……礼を言う」

「……良いよ、気にするな。シシリーも言ったろ、パーティなんだから」

「フ、そうだったな。それにしても、あれを一撃とはな……ウォルフォードに嫉しつ妬としていた自分が恥ずかしくなる」

「つ、次はちゃんと連携するわよ……」

「ああ、そうだな」

　クライス達が口々に言うけど、嫉妬って。やっぱりあれか。今回も魔法使いが魔人を討伐したから、騎士の卵としては面白くなかったのか。

　そして、今度はシシリーの方を向いた。

「アンタは……まるで聖せい女じよ様さまみたいだな」

「俺……女の子にこんなに優しくしてもらった事ない……」

「俺らの周りにいる女子といったら……」

「何よ？　何が言いたいのよ！」

　ミランダがクライス達を睨み付ける。

「いや……別に……」

　凄い勢いで目をそらして、シシリーに話しかけた。

「私は目が覚めた、これからは、アンタを護る為に戦おう」

「アンタには、傷一つ負わせないぜ！」

「そういえば名前は……」

「シシリー＝フォン＝クロードですけど……」

「シシリー、私が君を護る！」

「何を言ってる！　俺が護るんだよ！」

「いや、俺だ！」

「ちょっ、ちょっと！　アンタ達何言って……アタシにはそんなこと言ったことないのに……」

　……優しい女の子に免めん疫えきがなかったのか、アイツらは、シシリーに優しくされて舞い上がってしまったみたいだな……争うように自分が護ると言い張ってる。

　そして、ミランダは可か哀わい想そうだ……。

　……アイツらがやっと連携を取るつもりになったのに、なんだろうな。

　ムカムカしてきた。

　俺のそんな内心を知らない騎士学院生達は、態度が随ずい分ぶん軟なん化かした。

「それにしても、ウォルフォードは剣も凄いのだな」

「それも賢者様から教えてもらったのか？」

「いや、さすがにじいちゃんには無理だから、剣はミッシェルさんに教えてもらったな」

「まさか！　剣聖様か!?」

「何？　本当かウォルフォード！」

「け、賢者様に魔法を教わって、剣聖様に剣も教えてもらってたなんて……ズルイじゃない！」

　ミランダの態度は……まだちょっとライバル視されてる気がするけど。それでも、雑談しながら進んだりできるようになった。それはいいんだけど……。

「あ、前方に魔物の反応だ。皆、準備して」

「よし、シシリー、私の後ろにいろ」

「何言ってんだ！　シシリーは、俺が護るんだよ！」

「シシリーには、指一本触れさせん！」

「あ、あの！　大丈夫ですから！」

　……魔物が現れる度にシシリー、シシリー、シシリー……奴らはいつの間にか、当然のように名前で呼ぶようになった。

　連携は今のところ上手くいってる。魔法を放ち、ダメージにより動きが止まった所を剣で仕留める。

　連携の訓練としては上出来だ。上出来だけど……。

「シシリー大丈夫か？」

「怪け我がはしてないか？　シシリー」

「俺が護ってるんだ、怪我などさせるものか。なあシシリー」

「は、はぁ……」

　事ある毎にシシリーを構い出す。シシリーもどうしていいか分からず戸惑ってる。

　それは戦闘だけに限らず、藪を突っ切る時も。

「シシリー、気を付けろよ」

　倒とう木ぼくを越える時も。

「ほらシシリー、手を」

　少し歩くと。

「シシリー、疲れていないか？」

「あの、本当に大丈夫ですから」

　シシリー、シシリーって、お前ら、馴なれ馴れしいんだよ！

「シン」

「あ？」

　クライス達がシシリーを構っているのをみてムカムカしていると、マリアから声を掛けられた。

「もう、ほらイライラしないの」

「別にイライラなんか……」

「してるじゃない。そんなにイライラするなら言っちゃえば良いじゃない、『シシリーは俺の女だから手を出すな』って」

「ばっ！　何言ってんだ！」

「関係ないなら、イライラする必要ないじゃない」

「……」

「まあ、あの手の男ってのはね、自分に優しくしてくれる女に簡単に惚ほれるのよ。魔法学院の女なら……ここにもいるのにね……」

　マ、マリアから黒いオーラが……。

「フフ……アタシなんて、ずっと一緒にいるんだけどね……」

　ミランダまで、黒いオーラを発しはじめた！

「私達とシシリーの何が違うってんのよ……胸か？　胸が足りないのか？　男はそこしか見てないのか!?」

「筋肉が悪いの？　ゴツイ女は女じゃないって言いたいわけ？　そんなに護ってやりたくなる可愛い女がいいか!?」

　黒いオーラを発している二人が、見つめ合い……ガシッと握手をした。

　な、なにを意い気き投とう合ごうしたのですか？

「そ、そんな事はないから……お、落ち着いて……」

「シンも、そこに惚れたんでしょ!?」

「男なんて、結局どいつもこいつも一緒なんでしょ!?」

　マリアだけじゃなくて、ミランダにまで詰め寄られた。

「いや、どっちかっていうと、かお……って！　何言ってんだ！」

　あっぶね！　誘ゆう導どう尋じん問もんに引っかかるところだった！

「おーい、お前ら、また魔物がきたぞ、ジャレてないで準備しろ」

　イライラしていて、魔物の反応を見逃したらしい。

　いや、別にイライラなんて……ああ！　クソッ！　やっぱりイライラするな！

　気を引き締め直して索敵魔法を掛ける。

　確かに、右側から魔物の反応がある。しかし、これは……。

「ジークにーちゃん。ちょっと数が多くない？」

「ああ、これは……ちょっとマズイか？」

「そんなに数が多いのですか？」

「シシリー、我々の後ろにいろよ」

「あの、私も戦わないと訓練が……」

「いいから、女は私に護られていろ」

「いえ、あの、だから訓練……」

　こんな時までコイツら！　お姫様を護る騎士でも気取ってるつもりか!?

　ああ、騎き士し候こう補ほ生せいか。クソッ我ながら下らない事をって、あれ？

「ちょっと待って、魔物の前に別の反応がある」

「ん？　ああ、本当だな。これはひょっとして、魔物に追われてるのか？」

　オーグも索敵魔法で確認したらしい。そして、その推測は当たってるだろう。

　しばらくすると、別の班が木々の間から飛び出してきた。

「ああ！　ジークセンパイ！　クリスお姉様！　逃げて下さい！」

「クリス様、ジークさん！　大変です！　魔物が、大量にこっちに向かってます！」

　指導教官の二人がこちらの教官に報告する。両学院生は、息も絶え絶えだ。

「どのくらいの規模だ？」

「少なくても百はいます！」

「百……!?」

「そんな!?」

　結構な数の魔物の群れになってるらしい。

「ジークにーちゃん」

「ん？　なんだシン」

「それ、俺がやっていい？」

「……そうだな、頼めるか？」

「そ、そんなジークフリード様！　シン君一人で百の魔物なんて！」

「シンに任せておけば大丈夫だよ、シシリーちゃん」

「正直、我々よりブッチギリで強いですからね……そもそもこの訓練に、参加する意味があるのでしょうか？」

「ほら！　そこで座り込んでる奴らも！　シンの邪魔になるから後ろに下がれ！」

　ジークにーちゃんとクリスねーちゃんが、皆を後ろに『避ひ難なん』させる。

　すると、森の奥から魔物の群れが見えてきた。

　ちょっとイライラしてるし、鬱うつ憤ぷん晴ばらしに付き合ってもらうぞ！

　現れたのは猪に狼、熊も混じっていた。

「こ、こんなに……シン君！」

　魔物はもうそこまで近寄ってきてるけど、こっちの魔法も完成してる。悪いけど、全部吹っ飛べ！

　そして、完成していた水素と酸素を高濃度で圧あつ縮しゆくさせた、爆発の魔法を放つ！

　あ、やっべ、イライラして量と圧縮の加減間違えた。

　急いで障壁を『二重』に展開させたところで、大音量を撒まき散ちらし、爆ばく発はつ魔ま法ほうが炸裂した。あ、危なかった。自分の魔法で自爆するところだった。

　爆発による粉ふん塵じんが晴れた時、目の前の魔物が、全部吹き飛んでるのが見えた。

　目の前が、随分開けちゃったな。

　一応索敵魔法を掛けて、魔物が残っていないか確認する。

　うん、全滅したな。

「シン君！」

　シシリーがいつものように駆け寄ってきて、身体をペタペタ触り出した。

「見てたろ？　何も怪我なんかしてないって」

「本当ですか？　こんな凄い魔法を使ったのに、ちゃんと自分で爆風を防げたんですか!?」

「そっちに爆風は行ってないだろ？」

「私達は大分後ろにいたじゃないですか！　シン君は目の前で、こんな……こんな……」

　シシリーが俺の後ろを見て言った。

「こんな辺り一面吹き飛ばしちゃうような、もの凄い魔法使ったのに!!」

　やっぱやり過ぎたかぁ。見渡す限り木々が薙ぎ倒されちゃって、障壁を展開した所から先だけ、不自然に木が残ってる。とんだ森林破壊をしちゃったな。

　その先には『避難』していた皆が、口を開けて呆ぼう然ぜんとしていた。

「本当にどこも怪我してませんか？」

「あーうん、大丈夫、心配掛けてごめんな」

「本当です！　シン君は、色々と無茶し過ぎです！　心配するこっちの身にもなって下さいよ……」

「……ホントごめん」

　シシリーに怒られながら皆の所へ向かうと、呆然としていた皆がやっと喋しやべりだした。

「な……なんですかあぁぁ！　これはあぁぁ!?」

　ジークにーちゃんの後輩の、さっき魔物の集団から逃げてきた魔法師団の姉ちゃんが叫んだ。

「これが……シン＝ウォルフォード……」

　妙に突っかかってきていたミランダは呆然と呟つぶやいている。

　これで、少しは認めてもらえたかな？

「え？　ナニコレ？　さっきと風景が違うんですけど？」

「……なんでこんな奴が訓練に参加してるんだ？」

　ミランダ以外の、俺の魔法を見た事がなかった人達も口々に呟く。

「これは……前に見た時より凄くなってねえか？」

「あの時も、相当抑えてたんでしょうね」

「相変わらず無む茶ちや苦く茶ちやというか何と言うか……」

「まあ、シンだしな」

　見たことある連中の意見も非ひ道どい。

「そ、それよりさ、何でこんな事になってんの？」

「おう、そうだ。どうなってるんだよ？」

　ジークにーちゃんが、別の班の指導教官に訊たずねた。

「え？　ああ！　私達はもっと浅い所で訓練をしてたんですよ。で、もうちょっと奥まで行けそうだったから、少し奥まで進んだんです。そしたら……急に索敵魔法の探知外から大量に魔物が流れ込んできて……」

「目視できる距離まで、あっという間に近付いてきたんです」

　索敵外から急に……って事は……。

「ジークにーちゃん。奥に何かいるよ、コレ」

「ああ、間違いないだろう。しかも、熊みたいな大型も混じってやがった。これは、嫌な予感しかしなっ……!!」

　ジークにーちゃんが不意に言葉を切った。俺の索敵魔法にも引っ掛かってる。

「う……うそ……うそでしょ!?」

「何よ、コレ！」

　別の班の、魔法学院生が悲鳴を上げる。

「何だ？　何が起こった？」

「ちょっと！　アンタ達だけ納得してないで、教えてよ！」

　索敵魔法が使えないクライスやミランダ達、騎士学院生は戸惑うばかりだ。

「ジーク、ひょっとして……」

「ああ、最悪の事態だ」

「っ！　それでは、早く撤てつ退たいしないと！」

「もう遅い!!」

　ジークにーちゃんの叫びと、ソレが現れたのは同時だった。

　吹き飛ばした森の切れ目から姿を現した魔物。

　そこにいたのは……。

　体長五メートル程ある、魔物化した虎とらだった。

「虎の……魔物……」

「なんで？　こんな……学生しかいないのに！　なんでこんなのが出るのよう!?」

「い、嫌だ！　嫌だ！　嫌だ！　まだ死にたくない！」

　アルフレッド先生のトラウマになった、獅し子しの魔物と双そう璧へきをなす、この世界で最悪といっていい存在、魔物化した虎。

　その脅きよう威いは、軍がかなりの戦力を費ついやし、相当な犠ぎ牲せいも覚悟して臨のぞまなければいけないほどの存在。無事討伐できたとしても、その戦闘がトラウマになる軍人は多い。

　圧倒的なパワーと強きよう靭じんな顎あごを持つ獅子。

　圧倒的なスピードと鋭利な爪を持っている虎。

　その危険度と体たい軀くの大きさから、災さい害がい級きゆうと呼ばれる魔物である。

　災害級と呼ばれる魔物は他にもいるが、その二強とも言うべき存在。

　駆け出しのハンターや学生にとって、絶望しか感じられない相手……らしい。

　皆を見ると、やはり絶望の表情を浮かべている。

「シシリー！　こっちにこい！」

　クライスがシシリーの腕を取り、離れて行こうとする。

「放して下さい！」

「シシリー！　何を言ってる!?　早く逃げろ!!」

「逃げるなら、あなた方だけでどうぞ。私は……残ります」

「な！　何を言ってる!!」

「シン君が、万が一怪我をした時の為に、私は残ります」

「馬鹿な！　相手は災害級だぞ!?　ウォルフォードでも勝てるものか!!」

「シン君を知らない人は、黙っていて下さい！」

　シシリーが珍めずらしく大声を上げた。

　すると、その声を聞いてようやく落ち着いたのか、オーグが何かを思い出したように呟いた。

「フ、そうだな。シンにとっては、造ぞう作さもない相手か」

「前に魔人の事を『虎の魔物より強いけど、魔人としては弱すぎておかしい』って言ってましたね……」

「そういえば、俺も報告で聞いたな、その感想」

「……過去の虎の魔物討伐のトラウマが、冷静さを失わせてしまいましたね……」

　クリスねーちゃんとジークにーちゃんも口々に話しだす。クリスねーちゃんも虎の魔物にトラウマがあるんだな。というか、そろそろ下がってほしいんだけど？

「という訳で、お前らもう一回『避難』しろ！」

「ほら、早く行きますよ。今もシンが、虎を魔力による威い圧あつで足止めしてるんですから」

「クリスティーナ様！　ウォルフォードがやるなら私も！」

「ダメです。私とジークでも足手まといにしかなりません。アナタは私より強いですか？　それも圧倒的に」

「い、いえ……それは……」

「なら行きますよ」

　クライスがシシリーにいいところを見せたいのか、残りたがってたみたいだけど、クリスねーちゃんに説得されて避難した。

「シン君」

「ん？」

「無茶はしないで下さいね？」

「おう。チャチャッと討伐するから、ちょっと待ってて」

「はい。待ってますね」

　そう言って、シシリーも皆と一緒に後ろに避難した。

　さて、パワーの獅子に対して、スピードの虎。となると対処方法は……。

　ずっと足止めに使ってた魔力を霧む散さんさせて、身しん体たい強きよう化か魔ま法ほうを掛ける。筋力だけじゃなく骨も強化させる。

　すると、ようやく魔力による束そく縛ばくから解放された虎が、自分を押さえ付けていた者に対して怒りの声を上げる。

『グルルルゥアアアアアアア！！！』

　そして俺に向かって突っ込んでくるが……。












「ニャアニャアうるさいんだよ!!」

　身体強化によるブーストで飛び出し、虎の顎の下から思い切り膝ひざ蹴げりを食らわせた。

『ガアアアアアアアアア!!』

　下から顎を打ち抜かれた虎は、後ろにクルンと一回転し、スタッと着地した。

　あれ？　衝撃が抜けちゃったな。あんまりダメージはないか？

　あ、そんな事ないわ。虎の足、ガクガクしてる。突っ込んできた勢いを、そのままカウンターで返したからな。

　虎の魔物と戦うには、身体強化して物理攻撃した方がいい。魔法は、素早いから避けられる事があるんだよね。獅子は逆だけど。

　さて、さっさと仕留めようとバイブレーションソードを出しながら虎に近付いて行くと、威い嚇かくの唸うなり声ごえを上げていた虎が、俺の後ろの皆を見た。

　そして、俺より与くみし易やすいと感じたのだろう、俺を迂う回かいしながら皆の所へ行こうとするが……。

「そんな事、させる訳ないだろ!!」

　虎の視線から目的が分かっていた俺は、すぐに虎に追い付き、背中に乗り、バイブレーションソードで首をはね飛ばした。

　皆との距離の半分くらいかな？　皆の方に行きそうになったけど、コレなら皆を危険に晒さらした事にはならないだろ。

　無茶もしなかったし、良い感じで討伐できたかな？

　上出来だと思って皆の所へ行くと、やっぱり呆れ顔だった。何で？

「シン君……聞いて良いですか？」

「うん。なに？」

「虎の魔物って、ああやって倒すんですか？」

「そうそう。虎って素早いからさ、身体強化して物理攻撃で倒すのが、効率良いんだよ」

「そうですか……膝蹴りも？」

　シシリーがそう聞いた所で、皆も喋りだした。

「膝蹴りって……」

「あれはないだろ……」

「あのデカイ虎が、一回転してたわ……」

「何と言うか、これは……」

「無茶苦茶ですね」

　あれ!?　膝蹴りはダメでしたか!?

　恐る恐るシシリーを見ると……頰を膨らませていた。

「もう！　無茶はしないでくださいって、言ったじゃないですかあ！」

「わ！　ごめん！　あれが無茶だとは思ってなかった！」

「シン君なら大丈夫って信じてても……虎の魔物に突っ込んで行った時は……心臓が止まりそうだったんですよ……」

　シシリーが、ちょっと泣きそうになってる。

「また心配掛けちゃったか……ごめんな」

「……本当に無事で良かったです……」

「うん」

「あ……そうでした」

「ん？」

「シン君、おかえりなさい。お疲れ様でした」

　そう言って、ニッコリ笑ってくれた。

「うん、ただいま」

「それと、私達を助けてくれてありがとう」

「どういたしまして」

　俺は胸に手を当てて、気取って頭を下げる。

　そして顔を見合わせ、シシリーと笑いあった。

「なあマリアちゃん。コイツら、付き合ってんの？」

　ジークにーちゃんが、マリアに話しかけてる。

「いえ……それが、まだなんですよね……」

「マジで!?」

「マジです」

「信じられませんね」

「さっさとくっつけば良いのに」

　外野がウルサイ！

　……まあ、アルフレッド先生やクリスねーちゃんみたいに、トラウマが残らなくて良かったかな？

「アナタ達、これはシンが異常なのであって、参考にしてはいけません。虎や獅子といった災害級の魔物は、我々軍が決死の覚悟で挑んで、ようやく倒せるのです。この光景を見て『虎の魔物は弱い』と勘かん違ちがいしないように」

『はい！』

　なんだよ、別の班の指導教官まで返事してるよ。

「シン君の討伐の仕方は、凄すぎて参考になりませんよ」

　シシリーにまで言われてしまった。

「そうか……参考にならないか……」

「でも、シン君が訓練に参加してくれてるだけで安心できます。何かあってもシン君がいるって。だから皆も、思い切った訓練ができてるんだと思いますよ？」

「それって、ジークにーちゃんとクリスねーちゃんの仕事じゃね？」

「あ、フフ、そうですね」

　シシリーがフォローしてくれてる。やっぱり優しいな。できればその優しさは俺だけに向けて欲しいけど……シシリー、根が優しいから無理かなぁ……。

「よーし、ちょっとしたハプニングがあったけど、予定の時間までは、まだもうちょっとある。後少しだけ訓練したら引き上げるぞ」

　別の班と分かれてから、ジークにーちゃんがそう宣言する。災害級の魔物が出たけど、皆は見学してただけだから続けられるだろうって事だそうだ。

「あ、あの……ウォルフォード……君……」

「ん？　ああ、ええと、何？　ウォーレスさん」

「ミランダでいいよ。あの、その……散々、失礼なこと言ってごめんなさい」

「え？」

　訓練を再開しようとしたら、ミランダに話しかけられ、なぜか謝られた。

「その……ウォルフォード君って、凄く恵まれた環境にいるから、羨ましくて、悔しくて……絶対負けたくないって思って……」

「ああ、確かに、傍から見ると羨ましい環境かもね」

　クラスでも、羨ましいって何回も聞いてるしな。

「さっき、正直もうこれで死ぬんだって思った。そしたら、ウォルフォード君、あっという間に討伐しちゃって……これは次元が違うなって、やっと分かったわ」

「そう？　頑張ったらそのうち倒せるようになるよ？」

「そう言えるのは、シン君だけだと思いますけど」

　いつの間にか、そばにきていたシシリーが会話に加わった。

「そうかな？」

「そうですよ」

「えっと、シシリー……さん」

「はい？」

　ミランダが、会話に入ってきたシシリーにも話しかけた。

「その……彼氏に突っかかってしまって申し訳ない。不ふ快かいな思いをしただろう？」

「ふえっ!?　かかか彼氏!?」

　おおい！　まだ、そんな関係じゃないよ！　悲しいけども！

「それに、ウチの馬鹿達も迷惑を掛けた。申し訳ない」

「え、え、あ、ああ、いいですよ。気にしてませんから」

「……ありがとう」

　そう言うと、騎士学院生達のもとに戻って行った。

　確かに、俺の先生達は賢者に導師に剣聖だ。羨ましがるなって方が無理か。

　名前だけなら。

　だが、お前達は知らないだろう……ミッシェルさんの地獄のしごきを！

　つい、過酷な訓練を思い出し、遠い目をしていると、騎士学院の男達が、こっちにきた。ミランダがそっちに行ったんだから、相手してやればいいのに。

「シ、シシリー？　私達の側に……」

「そ、そうだよ。俺達が護ってやるから」

　またシシリーに話しかけてくる。

　さっきは連れて逃げようとしたくせに……。

「いえ、もう結構です。それに……安全と言うなら、シン君の側以上に、安全な所なんてないです」

　うわ。結構バッサリ切った。クライス達、メッチャ凹へこんでるよ……。

　シシリーは「それに」と言いながら話を続けた。

「護ってくれようとしてる事は、嬉しいですけど……これではお互いの訓練になりません。私達は『訓練』にきてるんです。もう……護られてばかりは嫌なんです……」

　この前の騒動のことだろうか。あの時も俺に迷惑をかけるって、凄く気にしてたからな。自分の身は自分で守れるようになりたいんだろう。

「よし！　シシリーは強くなりたいんだな？」

「はい！　自分の事くらい、自分で守れるようになります！」

「そうかあ、なら虎の魔物くらいは簡単に討伐できるように、徹底的に鍛えようか！」

「え!?　いや！　あの、そこまでは……」

　シシリーが俺の側を選んでくれたことが嬉しくて、ついテンションが上がってしまった。

　アタフタしてるシシリーを見てクックと笑っていると、からかわれた事にシシリーが気付く。

「あ！　も、もう！　シン君！」

「アハハ、ゴメンゴメン、何か悲ひ壮そうな決意を感じたからさ。もうちょっと肩の力を抜いていこうよ。心配しなくても、前より強くなってるよ、シシリーは」

「本当ですか？」

「ああ」

「えへへ、嬉しいです……」

　肩に力が入り過ぎてたからな。自分を精神的に追い込んでも、いい事ないしな。

「コイツら……やっぱり付き合ってんだろ？」

「いえ、まだ……の筈なんですけど……」

「やっぱり信じられませんね」

　ジークにーちゃんが問いかけ、マリアが答え、クリスねーちゃんが否定する。

　うるさいな！　まだですよ！

「……賢者様と導師様の孫で、剣聖様に剣術を教わり、果てはシシリーまで……！」

「妬ましい……妬まし過ぎるぅぅ！」

「やはりウォルフォードは好きになれない……」

「アンタ達……格好悪いよ……」

　騎士学院の男性陣から、刺さりそうな怨おん念ねんの籠こもった視線を受けた。

　それを見てるミランダは恥ずかしそうだ。

　それにしても、シシリーが、騎士学院の連中の所から俺の近くにきた事で、イライラしなくなったな。

　うん、精神衛生上この方が良いね！　外野がうるさいけど。

　道中は俺も索敵魔法を使っているけど、シシリー達にも使わせている。その間のフォローが俺の役目だろう。皆索敵に集中して周りが見えてないからな。

「オーグ、足下気を付けろ。大きい石があるぞ」

「ん？　ああ、分かった」

「マリア、離れて行ってるぞ？」

「え？　わっ！　いつの間に!?」

「キャッ！」

　列から離れて行こうとするマリアに目を向けてる隙に、シシリーが足下の窪くぼみに足を取られた。

「おっと」

　前に転げかけたシシリーを、受け止める。

「索敵に集中し過ぎ。周りも見れるようにならないとね」

「うう、スミマセン……」

　俺の腕に抱きかかえられているシシリーが悔くやしそうに呟く。

「おのれ……おのれウォルフォード……」

「羨ましい羨ましい羨ましい……」

「あれが俺なら……」

「アンタ達……格好悪すぎるよ……」

　騎士学院側からさらに怨えん嗟さの念ねんが飛んでくる。

　ミランダはますます恥ずかしそうだ……。

　しばらく索敵しながら進んでいると、索敵魔法にある反応が掛かった。

「あ、これって……」

「ああ、私の索敵にも掛かった」

「私もです。でもこれは……さっきの虎より小さいですけど、今までより大きいです」

「お、皆気付いたか。で、何の魔物だと思う？　殿下？」

「そうだな……熊か？」

「お！　正解ですよ殿下。成長しましたねえ」

「……うるさい」

　ジークにーちゃんに褒ほめられて、オーグが照れてる。こういう光景は珍しいな。

「それでは、今から熊の魔物を討伐します。先まずは今まで通り魔法を撃ち、騎士学院の生徒が止めを刺す。後は臨りん機き応おう変へんに対応する事。特に騎士学院の生徒は、魔物に張り付いてると魔法を撃てないので、付いたり離れたりと、周りを見ながら戦いなさい」

『はい！』

　クリスねーちゃんが、今回の討伐に関する注意事項を伝えた。

　熊がいるのはもう少し先なので、皆で進む。

　そして、木の間から普通の鹿を貪むさぼっている熊を発見した。

「準備は良いですか？　では魔法から……撃て！」

　クリスねーちゃんの号令で三人が一斉に魔法を撃つ。

　効果が重複しないように『火の矢』と『風の刃』と『岩の弾丸』を撃った。

　魔法が熊に着弾し、熊が悶もん絶ぜつする。

　研究会の成果かな？　皆魔法の威力が上がってる。

「き、騎士学院生、行きなさい！」

「はっ、はいっ！」

　一瞬、皆の魔法に驚いていたクリスねーちゃんが新たな号令を掛けて、ミランダ達は熊に突っ込んで行った。

「アナタ達……あんな魔法が使えたのですか？」

「いやあ、今までの相手だと、思い切り撃ったら、一撃で討伐してしまいそうで……」

「それだと、騎士学院生の訓練にならないだろう？」

「シン君に指示されてました。中型までは、思い切りやっちゃダメだって……」

「魔物相手に魔法を撃ったのは初めてだったが、シンの指示に従っていて良かったな」

「そうですね。こんなに威力が上がってるとは、思ってもみませんでした……」

　そう、皆の研究会での上達振りを見て、中型までなら一発で仕留められんじゃね？　と思っていたので、思い切りやらないように指示していたのだ。

　じゃないと、騎士学院生の出番がなくなるから。何度も言うけど、これ訓練だからね。

　そんなことを話してる内に、ミランダ達は熊の魔物を追い詰めていく。

　まだ一撃で討伐できないけど、確実にダメージは蓄ちく積せきしている。

　そして、クライスも勝利を確信したのだろう、止めを刺そうと振りが大きくなった。

　でも、野生の動物は、手負いの時が恐ろしい。ましてや魔物で、殺られる寸前だとすれば、乾けん坤こん一いつ擲てきの一撃を放とうとしてくる。

　熊の魔物は、振り下ろされたクライスの剣を、左腕で受け止める。

　剣が腕に食い込んで抜けなくなった。そして空いた右腕がクライスに襲い掛かる。

「危ない！」

　クリスねーちゃんが叫ぶが、俺は途中からこの事態を想定していたので、用意していた風の弾丸を二発撃った。

　一発は振り下ろされようとしていた右腕を弾き飛ばし、もう一発は、クライスの剣が食い込んでる左腕に着弾した。

　左腕に力が入らなくなったようでクライスは剣を引き抜く。そして今度は大振りにならないように止めの剣を振るった。

　ようやく熊を倒したクライス達はこちらに戻ってきた。

「ゴメン、ウォルフォード君。助かったわ」

　素直になったミランダから礼を言われた。さっきまで突っかかってきていたのが噓みたいだな。

「……ウ、ウォルフォード……助かった……」

「ああ、うん。どういたしまして」

　うわぁ……クライスからは、メッチャ嫌そうにお礼言われた。

　シシリーを構えなくなって、そんなに悔しいんだろうか？

「クライス！　アンタ、ウォルフォード君が魔法を撃ってなかったら死んでたんだよ!?　それを……アタシ、アンタが恥ずかしいよ!!」

　わ、ミランダがキレた。

　そりゃそうだろう。今までのクライス達はシシリーばっかり構って、シシリーに護衛を断られて凹み、その上、俺のフォローに素直に礼が言えなかった。

　ミランダは、さっき自分から、失礼な態度を取ったことを謝ってきたからな。

　ちゃんと礼が言えないクライスに、かなり幻滅してる感じがする。

「落ち着きなさい、ミランダ」

「でも！　クリスティーナ様！」

「彼らは、普段男ばかりの学院にいるのです。それに騎士学院の女子は……私を含めて女らしいことなどほとんどしないでしょう？」

「それはまあ……確かに……」

「私の昔のクラスメイト達もあんな感じでしたよ？　女の話ばっかりで……女なら近くにもいるでしょうに！　私は……私は女じゃないのですか!!」

「ク、クリスティーナ様？」

　クリスねーちゃんの、心の闇が漏れてる……。

　そうか、クリスねーちゃん、学院時代はモテなかったのか。卒業してから頑張ったんだな……。

「思春期の男子なんてあんなものです。可愛らしい、護ってやりたくなる女の子の前で良い格好をしたいのです。大方、シンに美味しい所を全部持って行かれて、嫉妬してるんでしょう」

　うわぁ……クリスねーちゃん、メッチャ毒吐いてる。騎士学院時代に男子生徒からよっぽどな扱いを受けてたな、こりゃ。

　クライス達は真っ赤になって俯うつむいてる。もうやめたげて！

　そういえばジークにーちゃんがさっきから大人しいな。どうしたんだろう？

　そう思ってジークにーちゃんの方を見る。

「噓だろ……？　俺より魔法の威力上じゃね？　シンか？　シンに教わってるからなのか？　俺も教わるか？　いや、しかし……今まで弟のように接してたやつから教わるのはプライドが……待てよ、アイツはマーリン様の孫だ、間接的にマーリン様の技を教えてもらってると考えれば……いやしかし……！」

　こっちは、プライドと戦ってた。

　やがて、復帰したジークにーちゃんが、訓練の終了を宣言した。

「よし、これで一いつ旦たん今日の訓練は終了だ。王都に戻るぞ。皆、お疲れさん」

　三人の魔法の力を見て葛かつ藤とうしていたジークにーちゃんが、今回の訓練の終了を告げた。

　ようやく、色々と起きた初日が終わった。けど、その雰囲気は暗いものだった。

　騎士学院の生徒は、クライス達男性陣が沈んでいるし、ミランダはその男性陣に呆れたといった感じなので、学生だけで大型の魔物を討伐した後とは思えない雰囲気をかもし出していた。

　一方で、魔法学院の三人は、自分達の実力が予想以上に伸びている事に内心は喜んでいたが、落ち込んでいる騎士学院生に釣られて口を閉ざしていた。

　結果、なんとも言えない微妙な空気が流れていた。

　その状態に耐え切れなかったクリスねーちゃんがミランダ達を叱しつ責せきした。

「いい加減にしなさい、アナタ達。せっかく学生だけで大型の魔物を討伐したというのに、それ以外の事で落ち込んでばかりいて。先程の戦闘での修正すべき点や反省点など、やらなければいけない事など沢山あるでしょう？　それを次に活かせないようでは、訓練の意味などありませんよ」

　クリスねーちゃんは自分の後輩だからか、ミランダ達に対してずっと厳しい態度を取ってる。自分の出身校の生徒だからと贔ひい屓きする事はないんだな。むしろミランダ達の姿に、情けないという態度が見てとれる。

「……そうですね、反省しなければいけない事は沢山ありますね」

　ミランダがそう答える。

「先程の戦闘、先制の魔法は非常に有効だったな」

「そうね、あれで熊の魔物も、大分ダメージを受けていたし」

「魔物は身体強化の魔法を使うと聞いていたが、ダメージのせいか、そういう兆候はなかったしな」

「むしろ問題は俺達の方にある……か」

　さすが、肉体系学院最高峰の、騎士養成士官学院成績上位者。すぐにさっきの戦闘について反省点を話しはじめた。

「やはり、最後に勝ちを急いでしまったのがいけなかったな」

「そうですね。アナタ達は騎士学院の成績上位者ですから、戦闘に関しては問題ありません。しかし、勝負を決める最後の瞬間というのは、誰にとっても難しいものです」

「はい。まさしく実感致しました。危うく殺され掛けた……」

　今更ながらに思い出したのだろう、クライスが身み震ぶるいした。

「アタシは、クライスが殺られたと思ったわ」

「俺も」

「俺もです」

「そして一瞬目を背そむけたでしょう？　気持ちは分かりますが、どんな状況でも魔物から目を離してはいけませんよ」

「「「……はい」」」

「それにしても、クライスを助けたウォルフォード君の魔法は凄かったわ」

　ミランダは、素直になったら賞しよう賛さんしてくれるようになった。こ、こそばゆい……。

「ああ、魔法とはあんなに正確に撃てるものなのか？」

　クライスの疑問を聞いたジークにーちゃんが口を挟んだ。

「いや、あんなピンポイントで撃ち抜ける奴なんてそうはいねえな。他の魔法使いならもっと大きい所を狙う。俺とか、今回派遣されてきてる奴なら近い事はできるが、あそこまでとなると……」

「ええ、私も見た事ありませんね」

「シン。お前、どのくらいの距離迄ならピンポイントで魔法を撃てる？」

「そうだなぁ……『精密な』という意味では、五百メートルくらい迄はできたかな？」

「ごひゃく!?」

「うん、視し覚かく強きよう化か使ってね。それ以上になると、ピンポイントでは無理かな」

　前の世界では、もっと長い距離で精密射撃ができるみたいだし、大した事ないと思ってたんだけど……また呆れた顔してんな。

「という事は、あの距離なら造作もない事か……」

「ええ、私は目の前で見ました。降り下ろされた『手』を撃ち抜いた所を……」

「手、ですか……本当にピンポイントですね……」

「左腕も根本の、撃ち抜かれると力が入らなくなる所を狙ってましたし……」

「……よし！　シンは規き格かく外がいという事で話を進めるぞ！」

　ジークにーちゃんが簡潔に纏まとめました。

　ジークにーちゃんに文句を言おうと思ったら、オーグ達魔法学院側から声が掛かった。




「私達に問題はなかったか？」

「お世辞抜きで、殿下達の魔法は素晴らしかったですわ。正直、威力が凄すぎて、一瞬足が止まってしまった程ですから」

「そうですね、凄すぎました……訓練になってたのでしょうか？」

　これはゴマすりではないな。正直な感想だろう。

「私も一瞬指示出しが遅れました。改めて伺いますが、あれは何ですか？　今の魔法学院はあんなにレベルが高いんですか？」

「……正直、現役の魔法師団の実力上位者と変わらない……というか上回ってる印象すらある。シン、お前何した？」

「何って……この三人は同じ研究会の所属だからね。じいちゃんに教えてもらった方法で練習してるだけだよ？」

　うん。噓は言ってない。後は、俺流のイメージ方法を教えてるだけで。

「その研究会ってのは何人くらいいるんだ？」

「一年のＳクラス全員と、Ａクラスの二人だから、十二人だね」

「となると、ウチを入れて三班か……後二班の騎士学院生が凹んでる姿が、目に浮かぶな……」

「ええ……後でフォローしておく必要があるでしょうね」

「ム、何だ？　私達の扱いがシンっぽくなっていないか？」

「そういう反応はちょっと……」

「予想外でしたね……」

　俺っぽい扱いって何だよ！　そして何故それで若じやつ干かん戸惑ってるの？　シシリーまで！

「とにかく王都の門前まで急ぐぞ。俺達は一番奥まで行ってたんだ、戻りも一番遅いだろうからな」

　ジークにーちゃんは俺っぽい扱いについて完全にスルー。帰き路ろを急ぐように伝えた。

　……俺っぽいってのが、蔑べつ称しようみたいになってね？

　そんな衝撃の事実に打ちひしがれながら歩いていると、ジークにーちゃんが話し掛けてきた。

「なあ、シン」

「何？　ジークにーちゃん」

「お前のいる研究会って何？　攻こう撃げき魔ま法ほう研けん究きゆう会かい？」

「いや、何かオーグとか先生とか周りが自分で研究会立ち上げた方が良いって言うから、自分で作った」

「自分で……か。で？　何やってる研究会なんだ？」

「何って言われても……皆で魔法を極めましょう……みたいなフワッとした目標の研究会だよ」

「本当にフワッとしてんな！」

　俺もそう思うよ。

「で、今は俺がじいちゃんに教えてもらった練習方法と、俺が魔法を使う時のイメージを皆に教えてるんだよ」

「シンの魔法のイメージ！　それか！」

「何が？」

「いや、お前らがマーリン様に教わった方法で練習してるって言っても、学生……それも一年生の実力じゃないと思ってな。シンの魔法のイメージを教えてもらってるって事は、シンの魔法を教えてもらってるのと同じだろ？」

「ん～？　どうなのかな？　結局使う人のイメージであって、厳げん密みつに俺と同じかって言われると違うような……」

「確かにそうかもしれないけど、事実、殿下達の実力は相当なものになってる」

「他の魔法使いの実力を知らないからなあ……」

「……まあ、元々お前は、入学する前から、マーリン様やメリダ様より魔法使えてたからな……学院に入学したのも、一般常識を学ぶのと友人を作る為だし、他の魔法使いのレベルを知らなくて当然か」

「あ、学院の皆のレベルは分かったよ。だから、せめて研究会のメンバーだけでも実力を上げとこうと思ったんだよ。こんな状況だからね」

　魔人騒動がなければ、皆の身の安全の為にレベルを上げとこうとか、思ってなかったかもしれないな。

「なあ……ちょっと相談なんだが……」

「何？」

「その……研究会でやってる練習っての……俺にも教えてもらえるか？」

「うん、いい……」

「その返事は待て、シン」

　いいよと返事しようとすると、オーグから待ったが掛かった。

「何で？」

「ジークフリード、お前は軍の人間だろう」

「ええ、まあ」

「マーリン殿の教えについては、昔はそれが主流だったらしいから問題ないが、シンのイメージに関しては、学院の研究会以外で教えを請うたら……最悪、軍事利用と取られるぞ」

「そ、それは……」

「マーリン殿は昨さつ今こんの魔法使いのレベルの低下を嘆なげいておられたし、メリダ殿も皆がシンの魔法を使えるようになる事に否やはないみたいだがな。しかし、シンの魔法を軍ぐん籍せきの者が教えてもらうと……周辺国からクレームが出るぞ」

「が、外交問題ですか？」

　外交問題!?　俺が魔法を教えるのが？

「今ですらかなりギリギリだ。何とか抑えられているのは、シンが『学院でできた友人達の身の安全の為』に『自主的』に魔法を教えており、マーリン殿とメリダ殿が、そのシンの意思を酌くんで容認したからだ」

「確かに……」

「それを軍の人間が教えてもらってみろ。なら我が国もと、アチコチから声が上がるぞ」

「……」

「今はこんな状況だから、それも良いのかもしれんが……」

　ゴクリとジークにーちゃんが息を呑のんだ。

「マーリン殿とメリダ殿がそれを良しとするか？　孫を軍事利用する事に」

「それは……」

「正直、シンの魔法は危険だ。私はこの事を公表するつもりはないし、他の皆にも周りに教えないように言ってある。これは拡散させるべきじゃない。もし拡散したら……」

「したら……？」

「魔人ではなく、人間の手によって世界が滅びるぞ」

「そんな大問題!?」

「はぁ……やはり自覚してなかったか……」

　え？　え？　じゃあ俺が今やってるのって……

「俺がやってる事は……問題行動……なのか？」

「うーん……一いち概がいに、そうも言えんのだがな……」

「どういう事だ？」

　オーグは真面目な顔で、今の状況を説明しだした。

「事実、今はこれまでにない緊急事態だ。魔人の大量出現というな」

「まあね」

「シュトロームがどういった行動に出るか予想も付かんが、奴らが攻勢に出た時、シンの魔法は非常に有効だ。問題は……それが治まった後だ」

「そこで得た力を他国に使おうとする……か……」

「だから、拡散すべきではないと言っている。幸い研究会だけなら人数も限られるからな、何とかコントロールする事はできる。ビーンとストーンにも言い聞かせてある。研究会で教わった事を自分のクラスで教えるなと」

　そんな事を言い聞かせていたのか……。

「情報の秘ひ匿とくだとか独占と言われようと構わん。私は、シンの魔法を拡散させるつもりも、濫らん用ようするつもりもない。シン、お前は言ったな？　結局魔法を使う人間のモラル次第だと」

「お、おお、言ったな」

「この人数までだ。これ以上は、不測の事態が起きるかもしれん。私は全身全霊を掛けてコントロールしてみせる。だからシン、お前はこれ以上、自分の魔法を拡散させるな」

「あ、ああ……分かったよ……」

　思ってたより深刻な事態になるんだな……国際問題になるとは考えもしなかった。

「しかし、マーリン殿の教えは伝えても良いんじゃないか？　さっきも言ったが、昔はそれが主流だったらしいしな」

「そうだな……じいちゃんに教わった方法だけにしとくか……」

「で？　マーリン様から教わった練習方法って、なんだ？」

「恐ろしく地味だぞ。ジークフリード、お前にできるか？」

「な、なんですかそれ？　やってみせますよ！」

「じゃあ教えてやろう、その方法とは……」

「方法とは？」

「魔力制御の練習をする事だ」

「……は？」

「毎日毎日、少しずつ制御できる魔力の量を増やしていく。これだけだ」

「え？　いや、本当に？」

「なんだ、疑ってるのか？　クロード！　メッシーナ！　きてくれ！」

「はい？」

「なんですか？」

　俺達の会話を聞かないように、前の方を歩いていたシシリーとマリアを呼び寄せる。

「どうしたんですか？　殿下」

「いやなに、ここにいる父上の護衛という、魔法師団のエリート様は、魔力制御の大切さを知らんらしくてな。教えてやろうと思ったんだ」

　お前も知らなかったじゃねえか！

「ああ……確かに、聞いただけじゃ実感できないですね」

「何をすれば良いんですか？」

「そうだな、最初にシンにやらされたように魔力障壁を展開するか。まずはジークフリード、やってみてくれ」

「分かりましたよ……」

　渋しぶ々しぶ、ジークにーちゃんが魔力障壁を展開する。

　……やっぱり薄いなぁ……。

「フム、では私達三人もやるぞ」

「はい」

「分かりました」

　そして三人が魔力障壁を展開する。

「こ、これはっ！」

「どうしたのですか？　ジーク」

　魔力感知ができないクリスねーちゃんから、疑問の声があがった。

「どうしたもこうしたも……何だ？　この分厚い魔力障壁は!?」

「私達も、シンやマーリン殿に教わるまで知らなかったがな、制御できる魔力量が増えると、こんな事ができるようになる」

「正直、私達の魔力障壁はシンの障壁に比べて、大分薄いんですけどね……」

「これで薄いのかよ……」

「シン君のは、もっと凄いですよ？」

　ジークにーちゃんが、溜ため息いきをこぼしながらこちらを見た。

「確かに、この魔力量の差じゃ、俺より威力が上でも不思議じゃないか……」

「技術的な事はまだまだですけどね」

「いや、自信を持っていいよ、マリアちゃん。実際凄い威力だったんだ。これは……俺も魔力制御の練習しよ」

「まあ……正直地味で面倒臭いからな……これなら広めても良いぞ」

　そう言ってオーグは、ジークにーちゃんに許可を出した。

　それにしても浅はかだったなあ……こんなにオーグに迷惑を掛けていたとは……。

「……悪いな、オーグ」

「ん？　何がだ？」

「いや……何か迷惑掛けたみたいで……」

「何だ、そんな事か。気にするな。元々お前をこの国に連れてきたのは父上だ。なら最後まで面倒は引き受けるさ」

「オーグ……」

　はあ……制服に続いてか……気を付けてたつもりだったんだけどなぁ。

「そんな訳でな『究きゆう極きよく魔ま法ほう研けん究きゆう会かい』の面々は、シン以外、卒業後は国の管理下に置かれるからな」

「「「え？」」」

「当たり前だろう？　軍には置けないし、かといって、自由にさせるとコントロールできない。恐らく、私直轄の特殊部隊になると思う。それにも各国の監視が付く筈だ」

「そんな厳重に？」

「私達は、このまま行けば恐らく世界最強の部隊になる。今回のような特殊なケース以外に動けないようにしないと、各国の猜さい疑ぎ心しんを回避できないからな」

　アールスハイド王国に世界征服の意思はない、と思わせないといけないって事か……。

「重ね重ねスマン……」

「だから気にするな。使い方さえ間違えなければ、人類を救う希望になるんだからな」

　希望……か。

「そうだな……間違えないようにしないとな」

「シン君なら大丈夫ですよ」

「シシリー？」

「だって……私達に魔法を教えてくれてるのは、私達の身を守る為ですよね？　そんな優しい考えをする人が間違える訳ないですよ」

「……シシリー……」

「シン君はきっと世界の希望になります。だから、気にしないで下さい」

「……うん、分かった。ありがとうシシリー」

「むしろ気を付けないといけないのは私達……いや、私だな」

「そうですね。私達も気を付けましょう」

　オーグとマリアも、力の使い方を間違えないようにしようと言っている。

　……皆の人生を変えちゃったなぁ……。




　その事実にとてつもない責任を感じながら、集合場所である王都の門前に着いた。

　そこにはすでに、実戦訓練を終えた両学院生がいた。

　訓練の前はお互いに反目し合っていた魔法学院の生徒と騎士学院の生徒が、先程の訓練について話している姿が、あちらこちらで見られた。

　時とき折おり笑い声が聞こえる事から、お互いに認めあったのだろう。これだけでも、この訓練の意義があったとは思うのだが……二組程落ち込んでいて、派遣されてきた騎士の人に励はげまされている騎士学院生がいた。

　近くには、その光景に戸惑っている魔法学院の生徒がいる。

　というか研究会のメンバーだった。

「あ！　殿下、シン君、シシリー、マリア！　お疲れ！」

「お疲れアリス。これなに？」

「いやぁ、思いの外魔法の威力が上がってたから、バンバン魔法を使ってたら……」

「騎士学院の生徒さん達が、落ち込んじゃったのよぉ」

「だから自分はあれほど抑えろと言ったのに……」

「ちょっと調子に乗った」

　アリス、リン、トール、ユーリの班は、自じ重ちようしなかったみたいだ。魔法だけで殆ほとんど討伐してしまったんじゃないか？　それで、出番のなかった騎士学院生が落ち込んじゃったと……。












「初めは、シン殿の忠告通りに、抑えて魔法を使ってたんですよ。それでも小型の魔物が一撃で討伐できてしまって……」

「でも！　これじゃいけないって思って、後半は訓練の為に威力を相当抑えたんだよ！」

「それが、余計に彼らのプライドを傷付けちゃったみたいでぇ……」

「途中からあんな感じになった」

　騎士学院生は、クライス達もそうだったけど、プライドが高そうだもんな。自分達が必要ないかのような状態に、耐えきれなかったんだろうな。

「でもちょっといい気味かな。アイツら、あたし達の事やらしい目で見てたんだもん！」

「……確かに、気持ち悪かったわねぇ」

「良い所を見せようとしてた。だから、そんな事できないようにしてやった」

「自分には、怨うらみの籠もった目を向けられましたよ……」

　トールがうんざりしたように言う。

　騎士学院生……そんなに女に餓うえてんのか？

　トニーやユリウス達の方はどうだったんだろう？　そう思っていると四人が近付いてきた。

「僕達の方は、相手に知り合いがいたんだよねえ」

「拙者も知り合いがいたで御座る」

「自分は誰も知らなかったッス」

「私もです」

　そうか、トニーの家は元々騎士の家系だ。昔、剣の鍛たん練れんをしてた時の知り合いでもいたんだろう。

　マークとオリビアの知り合いはいなかったみたいだな。

「会うなり『魔法学院に逃げた軟なん弱じやく者ものめ！』って言われちゃってねえ……」

「拙者は殿下に付いて魔法学院に行ったで御座るから、知り合いからそんな事は言われなかったで御座るが……あれで場の空気が悪くなったで御座る」

「まあ、実戦訓練ッスから、初めは真面目に討伐してたんスけど……」

「フレイドさんのライバルだった人らしくて……魔法も使えるようになってたフレイドさんに、対抗心を燃やしてしまって……」

　フレイドさん？　ああ、トニーの家か名めいか。

「それで、無茶な突進を繰り返したので御座るが……」

「連携を崩すって、教官に何度も怒られてたッス」

「魔法で支援したいのに、離れてくれないから撃つタイミングがなくて……何度か危ない場面があって……」

「それをまた叱責されてムキになって……そんな事を繰り返していたで御座る」

「ちょっと異常なくらい、フレイド君に固こ執しつしてたッス」

「うーん、彼は昔からあんな感じでねえ。事あるごとに突っ掛かってくるんだよねえ」

「ライバルだったんなら、しょうがないんじゃね？」

「小さい頃は、仲が良かったんだけどねえ……」

「え？　そうなんだ」

「やっぱりあれかなあ？　昔、彼が好きだった子が僕に告白してきて、お付き合いしてたからかなあ」

「絶対それだよ！」

　思春期男子に、なんて酷こくな事を！

「それで結局、我々の魔法で魔物の討伐を進めましてな」

「騎士学院生の出番が殆どなかったッス！」

「あれはちょっと危なかったですから……」

　騎士学院生を、討伐に参加させるのは危ないと判断されたのか。そりゃ凹むわ。

「それでシン君の所は？」

「ウチの所は、シンとシシリーが、ずっとイチャイチャしてたわね」

「な！　何言ってんだマリア！」

「そそそ、そうよ！　イチャイチャなんて……」

「いや、してたな」

「オーグ!?」

「お前……本当に自覚してないのか？」

「何が！」

「あれをイチャイチャと言わないのなら、お前らのイチャイチャは、どんなものになるんだ？」

「ど、どんなって……」

「あぅ……」

　そんな事知るか！

「はぁ……余裕ッスねぇ」

「まあ、シンは完全にフォローに回ってたし、連携の訓練を常に意識させられたからね」

「シン殿がコントロールしてたんですね」

「今回は珍しく、シンがブレーキになっていたな」

「いつもは、率先して暴走して行きますもんね！」

　率先して暴走って……やっぱりそうなのか……。

「あれぇ？　ウォルフォード君落ち込んでない？」

「本当だねえ。どうしたんだい？」

「ああ。シン、自分が色々やった事で、私達に責任感じてんのよ」

「責任？　何故で御座る」

　ユリウスに聞かれたので、さっきオーグから聞かされた事を話す。皆の進路が卒業後、すでに決定付けられてる事を。

「ああ、その事ですか。自分とユリウスは知ってましたよ」

「殿下から聞いていたで御座る」

「そりゃそうか、二人はオーグから聞いてるよな」

　トールとユリウスはそうだろう。

「え？　って事は卒業後の進路は決まってるの？」

「ああ、申し訳ないがそういう事らしい……」

「やった！　将来安あん泰たいじゃん！」

「アリス？」

　アリスから意外な答えが返ってきた。

「だって、魔法学院に入ったって言っても将来が決まってる訳じゃないじゃない？」

「騎士養成士官学院は、卒業後そのまま軍に入隊するけどねえ」

「あそこは、兵士を指揮する士官を養成する為の学院じゃん。高等学院の中でも特殊だよ。でも、魔法学院と経法学院は、卒業後の進路を選べるじゃん」

「だから申し訳ないんだよ。皆の進路を勝手に決めちゃってさ……」

「何で？　殿下直属の部隊でしょ？　しかも軍とは別系統の。超特別扱いじゃん！　普通、そんな立場になれる事ないよ？」

「そうだねえ、異例の特別扱いだねえ」

「凄いッス！　自分もその一員になれるなんて」

「夢じゃないかしら……」

「家族に話したら大喜びねぇ」

　え？　皆、喜んでる？

「そんなに嬉しい事なのか？」

「ウォルフォード君は、これがどんなに凄い事か分かってない」

「いや……分かんないから聞いてるんだけど……」

　するとリンは、ヤレヤレといった感じで、肩を竦すくめて頭を振った。

「アールスハイド王国、次じ期き王おう太たい子し直ちよく属ぞくの部隊。これだけですでに特別扱い。しかも特別な有ゆう事じにしか動かず、各国の監視もある……という事は、他国での有事にも駆り出される可能性が高い」

「王国だけじゃなく、他国もか？」

　ますます申し訳ないなぁ……。

「私達は、世界の危機を救う特殊部隊になる。それだけでロマンがある」

「特殊部隊のロマンって……」

　リンは時々変な事言うな！

「それに、そんな特別扱いという事は……」

「という事は？」

「お給きゆう金きんの方も相当期待できる！」

　そっち!?

　あ！　皆頷いてる！

「つまり……これは、エリート街道に乗ったと？」

「そういう事だねえ。いやあ、やっぱりこの研究会に入って良かったよ」

「本当にね！　シン君と出会った事が、一番のラッキーだね！」

「だからぁ、そんなに気にしないでいいんじゃない？」

「そうか。皆がそれで良いなら、俺が落ち込んでるのもおかしいか……」

「そういう事」

　はぁ～皆の人生を俺が変えちゃったって、落ち込んでたのに……誰も気にしてないどころか、ラッキーって思ってるとは。

「あ、でもマークの所は大変じゃないか？　工房の後継ぎがいなくなるだろ」

「ウチは、父ちゃんが当分現役ッスから。自分の子供が後継ぐ事になっても、問題ないッスよ」

「マークの子供に後継がせるのか？」

「それで良いんじゃない？　もう相手もいるみたいだし？」

「フフ、そうですね。オリビアさん、責任重大ですね？」

「な、ちょっ！　マリアさん！　シシリーさん！」

「フム、ビーンとストーンはそうなのか？」

「やっぱり？　前に、朝一緒に工房から出てきた時から、そうじゃないかと思ってたんだよね」

「へえ、やるねえマーク」

「いや、あの、からかわないで下さいッス！」

　マークの所も、今は深刻な問題にはなってないか。

　もしもの場合は、オーグも了承するだろう。

「特殊部隊になるなら、もっともっと魔法を教えて欲しい」

　そうだな。世界の危機を救う特殊部隊なら、もっと強くならないと駄目かな？

「いくら私が抑えると言っても、限度はあるからな？　あまり変な事を考えるなよ？」

「……最近、オーグは俺の心が読めるんじゃないかと思ってる」

「いえ、シン君の場合は……」

「顔に出るから分かりやすいよね！」

「気付いていないのですか？　また、何かを企んでいそうな顔をしていましたよ？」

　なんだと!?　皆にもバレバレだったのか!?

「っていうか変な事じゃないからな！」

「じゃあなんだ？」

「いや、世界の危機を救う特殊部隊なら、もっと強くならないと駄目かな？　とか……」

「だから……限度はあると、言っているだろうがあ！」

　珍しくオーグが吼ほえた。





　　　　　◇






　シン達が研究会の今後について話している頃。シンと同じ班だったクライス達が、落ち込んでいる同じ学院の二つの班に近寄って行った。

「ずいぶん落ち込んでるな？」

「そりゃそうだよ……何だよあれ？　俺ら要らねえじゃん……」

　アリス達と同じ班だった者が嘆いた。

「クライス達も、何かあったのか？」

「アタシらの班には、ウォルフォード君がいたんだよ」

「シン＝ウォルフォードか！　そりゃあ大変だっただろうな……」

「それが……全然そんなことなかったよ……」

「その割には、随分落ち込んでるじゃねえか」

　自分が一方的にライバル視していたのに、全く相手にならず、むしろ気を遣わせたことが、ミランダを若干落ち込ませていた。

「アタシ達が全員で掛かって吹き飛ばされた猪の魔物を、簡単に討伐するしさ……何アレ？　魔法も凄いのに剣も凄いって……反則でしょ？」

「な、何があったんだよ？」

　思い出したのか、段々落ち込み始めたミランダには聞けそうにないので、クライス達に話を聞く同級生達。

「あ、ああ。訓練の途中でな……虎の魔物が出たんだ……」

「と！　虎!?」

「災害級じゃないか!!」

「で、それをウォルフォードが、あっさり倒しちまってな。それも剣で」

　クライスの発言に騎士学院生達はざわめいた。

「……おい、アイツは魔法学院の首席だろ？　何で、虎を倒せるくらい剣も使えるんだよ？」

「ウォルフォードの剣の師匠……ミッシェル＝コーリング様らしい」

「剣聖様!?」

「マジかよ!?」

　またもクライスの発言にざわつく同級生達。

「そんな訳で、ライバル視してたウォルフォードの凄いとこ見せつけられてな。その差を実感して落ち込んでるんだよ」

「アンタだって、情けない理由で落ち込んでたでしょ！」

　自分だけ落ち込んでる風に言われたミランダが、反撃した。

「ミ、ミランダ、それは言わなくても……」

「ほう、何があったんだよ？」

　ミランダに話すなと言いたいクライスだったが、同級生達は見逃してくれなかった。

　同級生達に話を求められたミランダは、お返しとばかりに、クライス達の話をし始めた。

「魔法学院生に可愛い女の子がいてさあ。コイツら三人とも、その娘にメロメロになっちゃったんだけど……どうもその娘、ウォルフォード君の彼女らしくてさ。移動中ずっとイチャイチャしてたもんだから、三人とも嫉妬しちゃって……」

「し、嫉妬ではない！　騎士が女性を護るのは当然の事だ！」

「魔法学院の女の子、もう一人いたじゃない」

「そ、それは……」

「で、最後に学生だけで、熊の魔物を討伐したんだけど……」

「熊!?」

「お前ら、どんだけ先に進んでんだよ！」

「まあ最後の止めはアタシらが刺したんだけどさ……その時も、ウォルフォード君に助けられて……」

　その時の事を思い出したのだろう、クライスが少し青い顔をした。

　そして、それを聞いた騎士学院生は、クライスに同情的な視線を向けた。

「女の子を持って行かれ、命まで助けられて……」

「それに比べたら……」

「ああ、俺達はまだマシな方か……」

「……そんな励まし方をするつもりではなかったのに……」

　今度はクライスが激しく落ち込んでいた。





　　　　　◇






　組み合わせを変え、改めて合同訓練が行われた。

　理由は……俺達研究会のメンバーのせい。

　俺達と同じ班になった騎士学院生が例外なく自信を喪そう失しつしてしまい、これでは訓練にならないと、両学院側が判断したのだ。

　そしてその日、俺達と同じ班になった騎士学院生は……皆、複雑な顔をしていた。

「なんかさ、あたし達、扱いがシン君ぽくなってない？」

「ああ……昨日からそれは感じてたねえ……」

「シン殿と同じ扱いですか……複雑ですね……」

「みんな非道くね!?」

　騎士学院生が俺達と同じ班になって微妙な顔をすれば、魔法学院生は俺と同じ扱いをされた事に微妙な顔をしていた。

　そんなに俺と同じ扱いは嫌か!?

　そんなやり取りがあったが、騎士学院と魔法学院の合同訓練は順調に進んでいった。

　初日以降は研究会のメンバーも自重してくれたみたいで、騎士学院生が落ち込んでいる姿は見なくなった。

　こうして訓練は順調に進んでいったのだが、魔人の方はどうなってるんだろう？

　魔人達が動き出したとか、そんな話を一向に聞かない。

　旧帝国領に潜入している諜ちよう報ほう部隊だが、多くの魔物に足止めされ、詳細は摑めていないらしい。

　とりあえず、周辺国への侵攻は始まっていない。

　しかし、旧帝国領で何が行われているのか、定かでない。

　世界中の誰もが、言い知れない不安を抱えていた。













「こうして、訓練に費ついやす時間があるのはいいけど、何が起こるか分からない状況ってのも、緊きん張ちようしっぱなしでしんどいなぁ……」

　合同訓練も毎日という訳ではなく、間に休みもある。

　今日は訓練が休みなので、皆で研究室にいた。

「ああ、そのことなんだが。少し情報に進展があったぞ」

　魔ま人じん達たちの動どう向こうについて情報があると、オーグが言った。

「え？　そうなの？」

「一般には公表されてない話だがな」

　公表されてない話？

「なぁ……なんでそんな話題を持ち出すんだ？」

「ん？　もちろん、お前達に伝える為だが？」

　やっぱりね！　国こつ家か機き密みつを、そんなにホイホイ喋しやべらないで欲しいんですけど！

「あ、あの殿でん下か？　シンだけじゃなくて、私達もいるんですけど……」

　マリアが、戸と惑まどいぎみに声を上げる。そりゃそうだ。オーグが話そうとしてるのは、国家機密だ。それを、皆に教えると言っているのだ。

「そうだ、皆に聞かせると言っている。この研究会の面メン子ツは、今や相当な実力者集団になっている。今後、魔人との戦闘が起こった際に、重要な戦力として力を貸してもらう事になる。それならば、魔人の動向は知っておくべきだ」

　すでに、皆は重要な戦力として数えられてるみたいだ。その事を聞いた皆の顔が引き締まった。

「なんか、こういう話を聞くと、自分達が特別な存在だって自覚するね」

「そうね、本当に特殊部隊になるのね……」

「やっぱり、ウォルフォード君にもっと魔法を教えてもらわないと」

　珍しく真剣な顔のアリスに、ちょっとプレッシャーを感じているマリア。相変わらずのリン。様々な反応をしていた。

「それで、話の続きなんだが」

「新しい情報が入ったって？」

「ああ。先日、旧きゆう帝てい国こく領りように潜入していた諜ちよう報ほう部ぶ隊たいが帰ってきてな、魔人達の動向についての報告があった」

　魔人『達』の動向。その言葉は、小さい頃から爺さん達の英えい雄ゆう譚たんと共に、魔人の脅きよう威いについても聞かされていた王国国民の皆の緊張を招まねいた。

　オーグの話によると、魔人達は帝国領内にある町や村を襲い回っているらしい。

　その為、今は国外にまでその脅威は広がっていないとの事。

　だが……。

「襲われている町や村の様子は……悲ひ惨さんの一言らしい。町を治めている貴族は、例外なく皆殺し。平民達も、ほとんどが殺されているらしい」

　相手が魔人の集団である為に、迂う闊かつに手を出せない。数ヶ国の連合を組まないと、とてもではないが太た刀ち打うちできない。その為、魔人が町を襲っているのを指をくわえて見ている事しかできない。

　オーグが、その事を歯は痒がゆく思っているのが見てとれた。

「ほとんど……って事は、殺されてない人間もいるのか？」

「それが問題なんだがな……」

「どういう事だ？」

「どういう基準で選んでいるのかは知らないが、襲しゆう撃げきの度に魔人が増えているらしい」

「じゃあ、殺されてない人間って……」

「魔人になっているという事だ」

　マジか？　それって、どんだけ増えて行くんだ。

「シュトロームは何を考えてるんだろうな……」

「さあな、本人に聞いてみないと分からんが……これだけ魔人が増えている事自体、とてつもない脅威だ」

　皆を見ると、やはり魔人に対しては恐怖心があるようで、黙り込んでしまっていた。

　やはり、皆のさらなるレベルアップを図はかって、恐怖心を感じないようにしないとな！

「なあ、ちょっと提案があるんだけどいいか？」

「……嫌な予感しかしないが……なんだ？」

「そんな変なことじゃないって。もうすぐ長期休暇に入るだろ？」

「そうだな」

「その長期休暇を使って、合宿しないか？」

　その提案に、真っ先にアリスが食い付いた。

「合宿！　いいね！　やっぱり研究会って言ったら、皆で夏合宿だよね！」

　こっちの世界でも、夏合宿は定番のイベントらしい。

「そうね……これから、魔人を相手にしなきゃいけないなら、もっと力を付けたいわね」

「朝から晩まで魔ま法ほう漬づけ……楽しみ」

　魔人を相手にしなければいけないという責任感から、もっと力をつけたいというマリアと、一日中、魔ま法ほう三ざん昧まいの日々が嬉しいリンが声を上げる。

　さっきまで、魔人が旧帝国領を蹂じゆう躙りんしている情報に青ざめていた面々も、夏合宿の話題で徐々に復帰してきた。

　シュトロームが量産している魔人がどのくらいの力を持っているかは分からないらしい。とにかく遠くから、視し力りよく強きよう化かの魔法を駆使して集めてきた情報らしく、目安となる魔人の強さまでは把は握あくできなかったらしい。

　魔物も、王国とは比べ物にならないくらい跋ばつ扈こしており、まさに命懸けで集めてきた情報なのだ。

　魔人の強さの詳細が分からない為、どこまで皆のレベルアップを図ればいいのか分からないが、諜報部隊の情報を無駄にしない為にも、できるだけの戦力を整えよう。

「ところで、合宿ってどこでやるの？」

　アリスの何気ない一言に、皆がこっちを見た。

「うーん、魔法の練習は例の荒野でやるとして……合宿って言うくらいだから、どこか皆で泊まれる所があればいいんだけど……どこかない？」

「何よ、決めてないの？」

「だって、ついこの間まで山奥しか知らなかった人間だよ？　どこが良いかとか、知らないって」

「それなら、研究会の誰かの領地でいいんじゃないか？」

「あ、それいいね。えーっと……シシリーとマリアとトールとユリウスか。いい？」

「それなら、シシリーかユリウスの領地のどっちかね。私の所は、練習が終わった後にゆっくりできる所じゃないからね」

「そうですね。自分の所も職人街ですから、ゆっくりできる所じゃないです」

　マリアとトールが、自分の領地は合宿地には向かないと言った。

　確か、シシリーの所が温泉街で、ユリウスの所がリゾート地だったな。

　武士のリゾート……。

「それならば、ユリウスの所は止めておいた方がいいな」

「え？　なんで？」

「このご時世に、リゾート地なんて行ってみろ、どんな事を言われるか分からんぞ？」

「頭が痛いで御座る。今期は、予約が随ずい分ぶん取り消されたそうで御座るからな」

　ああ、ユリウスの家の経営という意味では相当辛いか。

「ウチはそうでもないですね。例年よりお客さんは少ないそうですけど」

　シシリーのところは、ユリウスの領地よりマシなようだ。温泉は療りよう養ようの意味もあるからな。

　それにしても、やっぱり戦が近いとなると観光地は大変だな。こういう時にリゾートを楽しむのは不ふ謹きん慎しんと考える。こういうのはどこも一緒だな。

「じゃあ、練習後の保養もできるし、シシリーの領地でお願いしていいかな？」

「はい！　お役に立てて嬉しいです！」

「資金はどうする？　皆で集めるとして、どれくらいいる？」

「え？　いいですよ、ウチの領地にある家を使って頂ければ」

「いや、それにしたって無料は駄目だよ。一人二人じゃないんだし、この人数だよ？」

「いえ、やっぱりいいです。ウチの屋敷を使えば宿泊費は要りませんし、何よりお友達からお金を頂く訳にいきませんよ」

「シシリー……」

「それに、シン君は私に……私達に無む償しようでこんな凄い装備をくれたじゃないですか。それに比べたら安いものですよ。それにこれは世界の危機を救う為の行為なんですから」

「そうね……じゃあ、今回はシシリーの好意に甘えるとして、次の機会は私達の所を順に廻るって事でどう？　ウチはゆっくり保養するには向かないけど、海産物とかおいしい物がいっぱいあるから楽しめるわよ？」

　マリアが、次は自分達がと言ってくれたので、今回はシシリーの好意に甘える事になった。

　こういう所に研究会の結束が見えて嬉しいな。皆が自分のできる事を考えてくれてる。俺も、俺にできる事を頑張ろう。

「ああ、そうだ。シンに頼みがあるんだが、いいか？」

「何だ？」

　俺が静かに決意に燃えていると、オーグから頼みがあると言われた。

「実は、夏季休暇中に私の誕生日があってな」

「へえ、そうなんだ」

「その時に立りつ太たい子しの儀式もするのだが、恐らく合宿中になると思うのだ。そこで、シンに送ってもらおうと思っていてな」

「ああ、良いよ」

　俺はオーグの送迎か……。

　いや！　それは別に良いけど。俺にできる事は、皆のタクシーだけじゃないはずだ！

　そういえば、もうすぐ立太子の儀式をするとか言ってたな。すでに、国の事にあれこれ首を突っ込んでるから忘れてたわ。

「ついに、殿下も王おう太たい子しになられるんですね」

「正直、今までと何が違うのか分からないんだけど……」

「今まではただの王子だったものが、次の国王予定者になるだけだ。何も変わらんさ」

「肩書きが変わるだけ？」

「そんな訳ありませんよ。これからは、国王の名代として他国に赴おもむく事もあるんですよ。おまけに、自分が言うのもなんですけど、シン殿の研究会という厄やつ介かい事ごとも抱えてるんですからね。しっかりして下さい」

「トール……厄介事って……」

「あ、すみません。でも、実際他国から必ず追及される事ですからね。他国に敵意がない事を示し、世界にとって有益な集団である事を証明しなければならないんです」

「厄介事であるのは間違いないか……」

　オーグはガッツリこの研究会に関わってるからなあ、説明も大変そうだな。

「何、こうなる事は分かっていて、シンに研究会を立ち上げる事を勧めたんだ。これくらい、厄介事でもなんでもないさ」

　オーグって、チョイチョイ王子様が顔を出すよな。

「それに、私自身が研究会に所属しているんだ。交渉材料は私が握っている。そうそう他国に後おくれはとらないさ」

　そして、チョイチョイ黒い部分が顔を出すな！

「そんな事より、皆は自分の実力を上げる事を考えていろ。当然、常識の範囲内でな」

『はい！』

　皆が俺を見ながら返事した。

　なんだよ！

　イマイチ釈しやく然ぜんとしないものを感じながら自宅に帰り、長期休暇に皆で合宿を行う事を爺さんとばあちゃんに伝えた。

「ほう、合宿ねえ」

「ほっほ、いいんじゃないかの。こんな事態じゃ。皆の実力を上げておいて損はないじゃろう」

　爺さんとばあちゃんも賛成してくれた。これで怒られる事はないぞ！

「ところで、保護者はどうするんだい？」

「保護者？」

「当たり前さね。年頃の男女が、同じ屋根の下で一緒に寝泊まりするんだよ。しかも、王族に貴族もいる。成人してるとはいえ、学生達だけで行かせる訳ないさね」

　そういえばそうか。特にオーグは王族だ。婚約者以外の女性達と合宿をしたとなると、余計な事を言う奴がいるかもしれないな。

「研究会の子達の親御さんは皆忙しいだろうから、アタシが行ってあげるよ」

「ワシも行くぞい」

「え？　良いの？」

「ああ、アタシらは正直暇だからねえ」

「このままだと、ボケてしまいそうじゃ」

　暇を持て余した爺さんとばあちゃんが、合宿に付いてきてくれる事になった。

「後、アンタは目を離すと、ロクな事をしないからねえ」

「さ、最近は自じ重ちようしてる……よ？」

「本当かねえ？」

　ばあちゃんがジッと俺を見る。

「……さすがに、ワシも何にも言えんのう……」

「アンタは、自重しない元祖だからね」

「ほっほ……」

　爺さん！　汗掻いて目を逸そらしてないで、頑張って！

　こうして、ばあちゃんの監視付きの合宿が決まった。




　次の日、その事を合同訓練の前に皆に伝えた。

「凄すごい！　賢けん者じや様さまと導どう師し様さまに、合宿の保護者になってもらえるなんて！」

「そういえば、保護者の事を考えていなかったな」

「自分は昨日の時点で、誰か心当たりがあるのだと思っていましたよ……」

　トールがオーグに対して、苦く言げんを呈ていしている。っていうか、俺も思い付いてなかったんだけどね。

　山奥から出てきて数ヶ月。どうにも王族とか貴族とか、そういうのに中々慣れない。

　王族である、オーグやディスおじさん。貴族である、シシリーやマリア、トールにユリウスも、前世の物語に出てきた傲ごう慢まんな貴族とは程遠いからな。つい普通に接してしまうし、その立場も忘れてしまいがちだ。オーグも学院にいる時は、自分が王族である事を忘れている節があるし。

　この世界では、地方自治はどうしても貴族制度を取らないと成立しにくい。

　交通・通信網が、前世より発達していないからだ。

　地方と連絡を取るのには時間が掛かる。なので地方自治は、領主である貴族の采さい配はいに任せる事になる。まあ、例外の国もあるけど。

　だから、王族とか貴族とかには慣れなきゃいけないんだけどなあ……。

「王族とか貴族とか、何に気を付けなきゃいけないのか、分かりにくいんだよなあ」

「なんだ、シンは王族も貴族もいない国へ行きたいのか？」

「王族も貴族もいない国？　ああ、エルス自じ由ゆう商しよう業ぎよう連れん合ごう国こくか。いや、別に？」

『エルス自由商業連合国』は、この世界で唯一、共和制を敷いている国だ。領主である貴族の代わりに、町人の中から立候補した人が選挙で知事として選出され、さらにその知事の中から、大統領が選出される。

　貴族や王族は存在せず、平民しか存在しない。

　まあ共和制の国だが、各地を領主と同じ立場である知事に任せるという政治形態自体は、王制の国と変わりはない。

　交通、通信事情は同じだし。

　ただ、元々商人であった人が知事や大統領になる事が多い為、この国との交渉は非常に難しい、と授業で習った。

「シン君……エルスへ行きたいんですか？」

「え？　いやっ違う！　そんなことないって！」

　シシリーが、涙目になって訊たずねてきた。

「そうなのか？　てっきり、私達を見捨ててエルスに行きたいのかと思ってしまった」

「そんなこと、一言も言ってねえだろ！」

　コイツ！　絶対ワザとだ！　本当にチョイチョイ黒い部分が顔を見せるな！

「皆を見捨てることなんてしないから、安心して。ね？　シシリー」

「そうなんですか、ビックリしました」

「いつまでも馬鹿な事をしてないで、そろそろ行きましょう。もう騎き士し学がく院いんの皆さんも集まってますよ」

「お、おう。そうだな」

　馬鹿な事って……オーグも混じってたんだけどな……。

　最近トールも遠慮がなくなったな。昨日は研究会の事、厄介事って言うし……。

　あれ？　俺の事に関してだけか？

　ちょっとモヤモヤしつつ、本日も騎士学院との合同訓練を行う。

　相変わらず、俺は皆のサポート役だ。騎士学院生が盾役となって足止めしてる間に、魔ま法ほう学がく院いん生せいが魔法を放ち、ダメージを与えた所で騎士学院生が止めを刺す。

　ここのところ、ずっと同じ事を繰り返しているから、随分連携も上手くなったな。

「それにしても……お前らに盾役は必要あるのか？」

「ん？　どうしたの？　ジークにーちゃん」

「どうしたもなにも……お前の研究会の面々は、ポンポン魔法を無む詠えい唱しようで撃ちやがって。本来、騎士が盾役となって攻撃を受け止めるのは、魔法使いが詠唱する時間を稼かせぐ為だ」

「そうだね」

「お前らは無詠唱で魔法を使うもんだから、盾役は攻撃を受け止めて時間を稼ぐんじゃなくて、とりあず順番だから、一回魔物の攻撃を受け止めてる感じになってるじゃないか。見ろ騎士学院生を」

　そう言われて騎士学院生を見ると……あ、自分達は必要あるのか？　って小声で呟つぶやいてる！

「ああ……うん！　これは訓練だから、他の班になった時の練習という事で」

「本当にお前……いや、お前らにこの訓練の意味はあるのか？　単独で、戦力として成立してるじゃないか」

　そんな事言われてもな……全員参加は、上からのお達しだし。

「なんか……本当に私達の扱いがシンっぽくなりましたよね……」

「甚はなはだ不本意だがな」

「えっと……そんな事言っちゃ……」

　シシリーまで言いい淀よどまないで！

　最近定番となりつつあるやりとりをしつつ、特に何事もなく本日の訓練は終了する。

　それにしても、一向に魔物が減らないな。この分だと、旧帝国領はどんな事になってるんだか。昨日聞かされた情報を持ち帰った、諜報部隊の人達の苦労が思い浮かぶ。

　そうして、集合場所である王都門前に戻ってくると……あれ？　初日と同じように落ち込んでる騎士学院生がいる。

「なあ、これどうしたんだ？」

「あ、シン君。いやあ……合宿に賢者様と導師様がきて下さるっていうからテンション上がっちゃって……」

「アリス殿が……騎士学院生が盾になる前に、魔物を全部討とう伐ばつしてしまったんですよ」

「私達も出番がなかったわぁ」

「あうう……」

　初日以上に、ハッチャけたって事か。

「トニーの所は大丈夫だったみたいだな」

「そりゃあ訓練だし、騎士の役割も、身に染みて理解してるからねえ」

「そうで御座る」

「という事は、今回はアリスだけか」

「うう……ごめんなさーい！」

　こんな感じで、合同訓練は時々失敗しながらも順調に進んで行き、学院は夏季休暇を迎えた。

　夏季休暇は二ヶ月間。この期間は合同訓練はなし。その間、各々研けん鑽さんを積み、休み明けには以前より成長した姿を見せるように、とのお達しがあっただけで宿題もなし。

　宿題はないけど、ちゃんと研鑽しとかないと休み明けの評価に響くという、遊んでる暇はあまりない感じの休みになりそうだ。

　俺達『究きゆう極きよく魔ま法ほう研けん究きゆう会かい』は、この長期休暇を使って合宿を行い、さらにレベルアップする予定だ。

　ただ、未婚で年頃の男女が寝食を共にする為、爺さんとばあちゃんが、保護者として付いてくる。なので、参加者の家に俺と爺さんばあちゃんの三人で挨あい拶さつに回った。

　皆、英えい雄ゆうの二人が家に来たもんだから、大騒ぎになった。

　騒がなかったのは、面識があるディスおじさんと、シシリーとマリアの両親だけだった。トールとユリウスの両親も涙ぐんでたな。

　シシリーの両親の所には、領地の屋敷に泊まらせて頂く事になるので、お礼も兼ねて挨拶した。

「すまないねえ。ウチの孫の我わが儘ままで、屋敷を使わせてもらう事になってしまって」

「ホンに申し訳ない」

「いいい、いえ！　頭をお上げ下さい、賢者様！　導師様！　お二人のお孫さんに協力できるなら、これに勝る喜びはありません。それに、これは世界の為になる事。誉ほまれに思う事はあっても、迷惑に思う事など微み塵じんも御座いません！」

「そうです、私どもは嬉しいのです。シン君の成そうとしている事は世界を救う事。それに協力できるなど、末代まで語り継がれる事です」

　セシルさんもアイリーンさんも、今回の合宿に協力的だ。そんな風に言われると緊張してしまうけど……。

「どうだかねえ……この子は、こういう自由にできる環境を与えると、ハッチャける癖があるからねえ……」

「ほっほ……そうじゃなあ……」

　爺さん、肯定しないで！

「まあ、この子が馬鹿な事をしないように、ちゃんと見張っとくけど……何かやらかしたら勘かん弁べんしておくれ」

「ばあちゃん……もう少し孫を信用しようよ」

「何言ってんだい！　今までの所業で、信用しろってのが無理な注文だよ！　本当に、くれぐれも自重しておくれよ？」

「ああ……うん、努力はする……かな？」

「はぁ、本当に不安だねえ……」

　ばあちゃんが深々と溜ため息いきを吐いた。

「ど、導師様。シン君は優しい良い子です。そんな無茶な事は……」

「そうですわ。シシリーの為にこんなに一所懸命になってくれた子が、変な事をするはずが……」

「甘い、甘いよお前さん達。この子は、思い付いた事をすぐに実行してしまう悪い癖がある。しかも、その思い付く事が、アタシらには理解も及ばない事が多いんだよ」

　セシルさんとアイリーンさんが俺を弁護してくれるが、ばあちゃんがそれを一いつ蹴しゆうした。

「そ、そうなんですか？」

「ああ、そうさ。アンタ達の身に付けてる防御の魔ま道どう具ぐも、この子が作ったものだね？」

「ええ、そうです。これには何度も命を救って頂きました」

「え!?　そうなんですか？　お父様!?」

「ああ、シシリーに心配を掛けたくなかったから言わなかったがね。領地に戻る際、何度か魔物に襲われてね。その時、この魔道具がなければ危ない場面があったんだよ」

「私は主人からその話を聞いた時、シン君の優しさに何度も感謝しましたわ。ありがとうシン君、改めてお礼を言うわ」

「いえそんな、お役に立てて嬉しいです」

　いい感じの援えん護ご射しや撃げきだ。これは良い方向に進むかな？

「そうかい、そりゃ良かった。この子の作った物が役に立ったんなら、こんなに嬉しい事はないさ」

「でしょう！」

「その魔道具を使った感想はどうだい？」

「感想ですか？　いや、さすがに導師様のお孫さんが作った物だと感心を……」

「そういう感想じゃなくて。一般に売られてる防御の魔道具と比べて、どうなのかって事さね」

「それは……正直、一般に売られている物とは、天と地程の差を感じました。これ程の魔道具は見た事がない」

「それを、この子はどれくらいで作ったんだい？」

「確か、一瞬でパパッと……」

　そこまで喋った時点で、セシルさんが固まる。

「そういう事さね。この子は、それ程の魔道具でも簡単に作っちまう。それも思い付きでね。監視しとかないと、危なくってしょうがないよ」

「……」

　ああ！　セシルさんが黙り込んじゃった！　が、頑張れ！

「できるだけ、無茶な事はしないように監視するけど、心積もりだけはしといておくれ」

「分かりました。覚悟はしておきます……」

「ま……魔法の練習は荒野でするから、多分大丈夫だと……」

　ギロリ！　と、ばあちゃんに睨にらまれて何も言えなくなってしまった。

「じいちゃん……」

「なんじゃ？」

「ばあちゃん、怖いね……」

「ほっほ……身に染みて知っておるわい……」

　二人でばあちゃんの後を、トボトボと付いて家に帰りました。

　怖かった……。




　そして翌日、俺が皆をゲートで迎えに行き、全員で俺の家に集まった。

　やっぱりタクシーか……。

　内心で気にしながら、皆で馬車乗り場へ向かう。

　今回、帰りはゲートを使うので、チャーターした馬車で目的地まで行く。

　自前の馬車だと、目的地に着いてから必要なくなってしまうからだ。

　今回はオーグという王族や爺さんばあちゃんという、国民が遭そう遇ぐうすると騒ぎになる人達がいるため、乗り合いではなく馬車をチャーターした。

　因みに、このチャーター料はオーグが負担した。チャーターしなければいけなくなったのは、自分のせいだからと言って。

　チャーターした馬車は六人乗りが三台。十四人だから四・四・六で分かれる。

　俺が乗るのは六人で乗る馬車で、俺、爺さん、ばあちゃん、オーグ、シシリー、マリアで乗る。

　トールとユリウスは、オーグに、俺と爺さんばあちゃんがいるから大丈夫だと言われ、別の馬車に乗った。同乗者はリンとアリスだ。

　マークとオリビアはやっぱり一緒の馬車に乗り、トニーとユーリが一緒に乗った。

　馬車での行こう程ていは二日程。その間ずっと、馬車は走り続けるらしい。

「一日中ずっとって、馬は大丈夫なのか？」

　馬車が走り出してからその行程を聞いた俺は、馬車を牽ひく馬が大丈夫なのか心配になり、聞いてみた。

「大丈夫だ。馬にたくさん馬具が付いていただろう？」

「ああ……そういえば、色々付いてたな」

「あれって、疲労回復とか身しん体たい能のう力りよく強きよう化かとか、色々と付ふ与よされてるのよ？」

「その馬具のお陰で、馬が長時間走っても大丈夫になって、長距離の移動時間が短縮されたんですよ」

「その魔法が付与された馬具を開発したのが、他ならぬメリダ殿だ」

「ばあちゃんが？」

「何よ、知らなかったの？」

「初めて聞いた」

「昔、魔道具は戦闘用が主流だったんですけど、メリダ様が生活に役立つ物の開発に力を入れられて、私達の生活を大いに向上させて下さったんです」

「皆の生活を便利に快適に向上させ、民衆をより良い生活に導いた者として、皆敬意を込めてメリダ殿を『導師』と呼ぶのだ」

「私達は生まれた時からこの生活に慣れてますけど、私達の祖父母や父母はいつも言ってますよ、便利な世の中になったって」

「へえ、そうなのか」

　何で、皆がばあちゃんの事を導師って呼ぶのか不思議だったんだ。

　俺にとっては、怖いけど優しいばあちゃんでしかなかったからなあ。

「なんだいシン？　ジッと見て」

「いや、ばあちゃんって、凄い事してたんだなあって思って」

「な、何言ってんだい。昔の話だよ、昔の」

　ばあちゃんが赤くなってそっぽを向いてしまった。

「照れなくてもいいのに」

「ほっほ。昔から、誉ほめられても素直に受け取らんのじゃよ」

「へえ、でも何か想像できる」

「アンタ達！　いい加減におし！」

　そんな感じで、馬車の旅は楽しく順調に進んでいた。

　だけど、長距離を走っていると出てくるモノがある。車を走らせながらも展開していた索さく敵てき魔ま法ほうに魔ま物ものの反応が掛かった。

「魔物だ、この大きさは……中型かな？」

「うむ、数は五体か」

　他の馬車とも連絡を取り、一いつ旦たん馬車を止める。

　馬車から皆が出てきた。

「魔物出たね」

　アリスが馬車を降りながら言う。

「どうします？　これくらいなら一人でも大丈夫そうですけど、誰がやります？」

　トールの問い掛けに、皆で顔を見合わせる。

「あたし！　あたしやりたい！」

「いや私がやる」

「僕もやりたいねえ」

　皆がやりたいと手を上げる。

「それじゃあ……」

　皆が俺を見てる中、ある提案をする。

「クジ引きで」

　そう言いながら、異い空くう間かん収しゆう納のうからクジを出す。

「何故クジを常備しているのですか……」

　トールの問い掛けには答えられない。

　何でだっけ？

「そんな事より、早くクジ引いて」

　皆がクジを引く。その間に、魔物は視認できる所にまで近付いてる。あれは山犬の魔物かな？

「やった。当たり」

「あーん、外れちゃったあ！」

　当たりはリンが引いた。

「じゃあリン、お願いね」

「分かった、任せて」

　そう言って魔物に向かう。

　魔力を集め、風の魔法を起動する。

　無詠唱かつ強力な魔力によって発生した風の刃は、あっという間に山犬の魔物を切り刻んでしまった。

「お、大分魔法の起動が早くなったね」

「むふ、楽勝」

「でも、ちょっとやり過ぎかな？　もう少し魔力が少なくても大丈夫だね。そうすれば、もっと起動が早くなるよ」

「そっか、次は気を付ける」

「次はあたしね！」

「駄目よ、次もクジを引きましょ。リンを除いて」

「非ひ道どい。私もやる」

「アンタは今やったじゃない」

　そんな、俺達のやり取りを見ていた御ぎよ者しやの人達が話し掛けてきた。

「あの……今の、中型の魔物でしたよね？　しかも五体も……」

「瞬殺って……」

「クジって……」

「はぁ……予想通り、非道い事になってるねえ」

「ほっほ。皆、実力が上がって良い事じゃ」

　そんな、御者さん達の感想を聞いた皆は、ちょっと諦めた感じの声を上げた。

「やっぱりこういう反応をされますか」

「しょうがないわね。合同訓練でも散々こういう反応されたし、もう慣れてきたわ」

「これから、もっとこういう反応されるんだろうねえ」

「望むところ」

　……これは良い傾向なんだろうか？　皆がこの状況を受け入れ始めてる。

「呆ほうけている所悪いが、先に進みたい。また頼むぞ」

『は、はい！』

　オーグの指示で皆馬車に乗り込み、また馬車を進ませる。

　その馬車の中で、ばあちゃんから訊ねられた。

「シン、研究会の皆の実力はどうなってるんだい？　あの子が特別強いのかい？」

「いや？　多分、他の皆も同じ事ができるよ」

「はい、できます」

「私もあれくらいなら……」

「私もできるな」

「あれくらいって……結構な事をやっていたよ？　それをあれくらいって……」

「ほっほ。良い感じに感覚が麻ま痺ひしとるの」

「良い感じじゃない！　はぁ……本当に特殊部隊だねえ……」

　ばあちゃんが、疲れたように溜め息を吐く。

「他よ所そ様さまの家の子を、こんなに魔改造しちまって……アタシャなんて言えばいいんだい」

　皆は苦笑いをしながら、ばあちゃんの呟きを聞いていた。

　魔改造って……人に対しても使うのか？

　途中、別の街で一泊して、ようやく目的地のクロード家の領地である『クロードの街』に着いた。

　基本的に、そこを治めている貴族の家名が、そのまま街の名前になっている。分かりやすいのと、治めている貴族が、自分の家名を冠かんしている街に誇りを持ち、責任を持って統とう治ちするようにさせるためだ。

　クロードの街は温泉地という事で、街のアチコチから湯気が上がっている。

　街の門から入ってすぐは、誰でも入れる公こう衆しゆう浴よく場じようや宿屋が並んでおり、一般の住民はもう少し奥に住んでいる。

　領主の館は、裏が山になっている町の一番奥にあり、山側からの侵入は難しい造りになっている。

　街の入り口で市民証を出した所、すでに話は通っているらしく、領主の娘に王族・英雄と特殊な人物のオンパレードだったのだが、特に驚かれなかった。

　むしろ、無事に着いてホッとしている雰ふん囲い気きがあった。

　そりゃそうか、何かあったら大変な面子だもんな。まあ、この面子で何かあるとは考えにくいけど……。

　そして、すぐに領主館に使いを出してくれた。通常、馬車は馬車乗り場までなのだが、サービスで領主館まで乗せていってくれた。

『お帰りなさいませ、シシリーお嬢様』

　先触れがあったので、使用人さん達が総出で出迎えてくれた。

「シシリーお嬢様、お帰りなさいませ。そしてアウグスト殿下、ようこそいらっしゃいました。それに賢者様、導師様、お目に掛かれて光栄でございます。御学友の皆様もようこそいらっしゃいました。そして新たな英雄シン様」

　多分、シシリーのお父さんの代わりにここを治めている代官の人が皆に挨拶をし、最後に俺をジッと見た。

　な、なんでしょう？

「私や使用人一同、貴方様のお越しを心よりお待ちしておりました。どうぞ宜しくお願い致します」

『宜しくお願い致します』

　何か、使用人さん全員に頭を下げられた。ナニコレ？

「も、もう！　皆さん大おお袈げ裟さですよ！」

「しかしシシリーお嬢様。将来、我々とは無関係でない間柄になる御方に、御挨拶するのは当然かと……」

「わー！　わー！　何言ってるんですかー！」

　シシリーが超慌あわててる。これまた珍しい姿が見られたな。












　その様子を笑いながら見ていると、シシリーがこっちを見た。

「な、何で笑ってるんですか？」

「いや、シシリーが大声上げて慌ててるのって、珍しいからさ、つい」

「あぅ……ついって、もう！」

「アハハ、ごめんごめん、ほら機嫌直して」

　真っ赤になり、涙目のシシリーの頭を撫なでてやると、徐々に落ち着いてきたみたいだ。

「もう……仕方ないですね」

「何か、慌ててる姿が可愛くってさ。ごめんな？」

「か、可愛い……」

　あ、また真っ赤になっちゃった。

　ふと、視線を感じたので周囲を見渡すと、研究会の皆だけでなく、使用人さん達までニヤニヤしてた。

「な、なんだよう」

「いや、相変わらずイチャイチャしてると思ってな」

「ははあ、これを訓練中ずっとやってた訳ですか。そりゃ、イチャイチャしてると言われますね」

「そうなのよ、騎士学院生が血の涙を流してたわね」

「男女比九対一の男子学生の前で、なんて惨むごい事をするんだろうねえ……」

「お嬢様、やはりきちんと御挨拶をしなければ」

「あぅぅ」

　あーあ、シシリーがさらに真っ赤になって、俺の後ろに隠れちゃった。

　しばらくシシリーは復帰できそうにないので、代官の人が話を進めだした。

「私はセシル様に代わってこの地の代官を務めております、カミーユ＝ブランドリと申します。私はこの館に住んでいる訳では御座いませんので、皆様のお世話は使用人に一任する事になってしまいますが御容赦下さい」

「え？　ここに住んでないんですか？」

「ここはクロード子し爵しやく邸ていで御座います。私がお邪魔しているのは執しつ務むの為に過ぎません」

　そうなんだ。てっきり、ここに住んでるのかと思ってた。

「アウグスト殿下も、ようこそいらっしゃいました」

「ああ。だが、今回私がここにきたのは、あくまで研究会の合宿の為だ。歓かん待たいは無用に願う」

「心得ております。今回、英雄様を保護者として同行されたのは、良い御判断で御座いました」

　ん？　何で？

　よく分かってない顔をしてたのかな、オーグが俺に説明してきた。

「私は王族だからな、貴族の屋敷を私的に訪れたとなると、色々言う輩やからもいるのだ」

「それは知ってるけど。何で、じいちゃんとばあちゃんを連れてきたのが、いい判断なんだ？」

「この国では、とにかくマーリン殿とメリダ殿の名声は大きいからな。その二人が保護者として同行してきたとなると、周りの声は『王子が貴族の屋敷にきた』ではなく『賢者様と導師様が、孫の研究会の合宿の為に、保護者として同行してきた。その中には王子もいるらしい』となる訳だ」

　内容は一緒だけど、受ける印象が違う訳か。爺さんとばあちゃんも、それを計算して保護者を名乗り出たのかな？

　そう思って二人を見ると、二人して目を逸らした。

　……完全に偶然だな、こりゃ。

　その後、他のメンバーも自己紹介をし、今日の所は長旅で皆疲れている事もあり、温泉に入ってゆっくりして、活動は明日からという事になった。

　シシリーは、まだ顔が赤かったけど、何とか復活して女性陣を部屋と温泉に連れて行った。

　俺達男性陣の方は、年とし嵩かさのメイドさんが案内してくれた。

　部屋は各々に個室が与えられ、爺さんとばあちゃんは同室だった。

　そして、いよいよ温泉である。

　とは言っても、普通に風呂も公衆浴場もある世界だから、湯船に入る事自体は珍しくもなんともないし、この身体はまだ若いから、温泉に入って疲れを取りたいって欲求もそんなにない。

　けど、爺さんとばあちゃんを温泉に連れてきてあげたかったから、そっちの方が嬉しいな。

　温泉は、屋敷の中にも引かれていた。通常の風呂が、この屋敷では温泉なのである。なんて贅ぜい沢たくな！　これも温泉地の特権かねえ。

　お客さんを招く事も多いらしいので、温泉は男女別になってた。本当に温泉宿だな。

　そして皆で裸になり浴室に入ると……。

「広っ！」

　家の風呂も十分広いと思っていたけど、ここはそれ以上だった。

　それが男女別で二つ……クロード子爵家、本気だな！

「ほう、これは凄いな」

「自分、こんな凄いお風呂に入るの、初めてッス！」

「拙せつ者しやの屋敷の風呂より、大きいで御座るな」

「ウチなんてもっとですよ」

「それを言ったら、ウチは公衆浴場だからねえ……」

　トニーん家は公衆浴場か。けど、別に珍しい事ではない。むしろ自宅に風呂がある事自体が珍しい。

　まあ、マークのところは自宅が工房だからな、風呂も自分で造ったんだろう。

　そして肝心の爺さんだが、温泉に御ご満まん悦えつの様子である。

「こりゃあ凄いのう、こんな温泉に入れるとは思ってもみなんだ」

　満面の笑みを浮かべながら、体を洗い湯船に浸かる。

「ああ～生き返るのう……」

「ふいー気持ちいい……」

　馬車での長旅で意外と疲れが溜まってたみたいで、身体から疲れが抜けていくような錯覚に陥おちいる。それは皆も同じようで……。

「ふう……これはいいな……」

「ですねえ……」

「気持ちいいで御座るな……」

「自分、寝そうッス……」

「寝たら死ぬよ？」

　各々温泉を満まん喫きつしているようだ。

　しばらく温泉を堪たん能のうしていると、おもむろに爺さんが喋りだした。

「皆、シンに付き合ってくれてありがとうのう」

「え？　賢者様？」

「この子は、ずっと山奥で暮らしておったからのう、同い年の友人が一人もおらなんだ」

　爺さんの話に、皆耳を傾けてる。

「小さい頃から異常に物覚えの良い子でなあ、あれもこれもと教えておるうちに、気が付けば成人しておったんじゃ」

　え？　うっかりなの？

「その事に気が付いてから、この子に申し訳なくてのう……何とか学院で友人を作ってくれるのを願っておったんじゃ」

　そうか、騒ぎになるのが分かってて王都に付いてきてくれたのは、申し訳ないって思ってたからか……。

「じゃからのう、入学して早々にこんなにも心を許せる友人ができた事は本当に嬉しいんじゃ。皆ありがとう」

　そう言って爺さんは皆に頭を下げた。

「止めて下さい、マーリン殿。むしろ私の方こそお礼と謝罪をしなければなりません」

　オーグがそう返した。

「私はこの国の第一王子です。対等な友人など一人もいなかったし、立場上しょうがない事だと諦めてもいました。しかし、シンは私の事を従い兄と弟こみたいだと言って、対等に接してくれた。それは私にとって、予想外の嬉しい出来事だったのです」

　へえ、オーグの本音なんて初めて聞いたな。

「そして今、シンの好意に甘えて今の事態に対処するための戦力を作ろうとしている。それが危険な事だと、シンを巻き込む事になると知った上でです。その事はシンを守ろうとしているマーリン殿やメリダ殿に対し、非常に申し訳なく思っています……」

　俺が勝手にしてる事なんだけどな。むしろ尻しり拭ぬぐいをさせてるみたいで、申し訳なく思ってるのに……。

「ほっほ、その事は気にせんでもエエ。ディセウムから聞いておるよ、王国の私欲の為にその戦力を使う訳ではないと。事が済んだ後は、世界の平和の為にその戦力を使うつもりだともな」

　ディスおじさんまでその話は行ってるのか。本当に、国家プロジェクトになってんな。

「そこまで気を遣わせてしまっている事も申し訳ないんじゃがな、できればシンとは、変わらずに友人付き合いをしてやって欲しいんじゃ」

「それはもちろん、私にとっても初めてできた気兼ねなくやり取りができる友人……いや従兄弟ですから」

　その言葉に、他の皆も頷うなずいてくれた。

「ウォルフォード君には、自分も父ちゃんもお世話になりっ放しッス。こちらこそ、自分で良ければずっと友人でいて欲しいッス！」

　マークは、実家のビーン工房に新しい仕事が増えたことが嬉しいのだろう。そのことを感謝してくれた。

「シン殿と一緒にいるのは、呆あきれる事も多いですけど楽しいですからね、自分の方こそ宜しくお願いしたいです」

　一緒にいることが楽しいと言ってくれるトール。最近はツッコミにも遠慮がなくなってきてる。距離が近付いたのかな？

「拙者も同じで御座る。特に拙者は、他の貴族達からも異端の目で見られる事が多いで御座るが、シン殿は普通に接して下さる。拙者は本当に嬉しいので御座るよ」

　ユリウスは、やっぱり異端なんだ。見てると面白いんだけどな。

「そうだねえ、シンって色いろ眼鏡めがねで見ないというか、僕の事も、チャラチャラしてるとか言わないからねえ。女の子も好きだけど、男の友人ができるのも嬉しいよねえ」

　まあ、トニーよりチャラチャラしてる人間を知ってるからなあ……。あれと比べると、トニーなんて、まだ可愛く見える。

　俺と一緒にいて良かったと、皆がそう言ってくれた。

「そうなのか？　俺は、良かれと思ってやった事が、皆を面倒事に巻き込んでしまって申し訳ないと思ってたんだが……」

「良かれと思っての事でしょう？　そんな事に文句なんて言えませんよ。むしろ、一般人だった自分達を、世界を救う集団にまで引き上げてくれた事に感謝してるんです」

「え、そうなのか？」

「やっぱり自分も男ですからね、英雄願望はあるんですよ」

　トールのその言葉に皆頷いてる。

「まあ、トールは男っていうか、男の子って感じだけどな」

「言わないで下さいよ！　気にしてるんですから！」

　皆が笑ってくれてる。本当に、良い友達に恵まれたなあ。

「じいちゃん」

「なんじゃ？」

「俺は感謝してるよ、俺をずっと鍛きたえてくれた事。途中で街に出てたら、多分今の俺はいないと思う。だからさ、あんまり気にしないでよ。そのお陰でこんなに一杯友達もできたんだからさ」

「シン……」

「ありがとう、じいちゃん」

「う……」

　あ、また爺さん泣いちゃった。





　　　　　◇






　マーリンが研究会の男性陣にお礼を言って、シンに泣かされていた頃、女風呂ではどんな様子だったのか。

「わ……メリダ様凄い……」

「本当……失礼ですけど、確か六十は越えてらっしゃいますよね？」

「もうすぐ七十に手が届くねえ」

「それでこの身体……反則だよー！」

　脱だつ衣い場じようで衣服を脱いだ女性陣は、メリダの身体を見て驚愕していた。

　六十をとうに越し、七十に手が届こうかというのに、身体には一切衰おとろえが見えない。

　どうやってこの身体を維持しているのか、女性陣はその事に非常に興味を持ち、自分の身体を見て、その理り不ふ尽じんを嘆なげいたりしていた。

　当のメリダは、そんな事はお構いなしに温泉を堪能していた。

「あぁ……骨ほね身みに染み渡るねえ……」

「本当ですねぇ……意外と疲れてたみたいですぅ」

「フフ、喜んでもらえて嬉しいです」

「これはいい。さいこー」

　女性陣の方も長旅の疲れと、メリダという保護者がいる為、あまり騒いでいない。

　そしてお風呂を堪能し落ち着いてくると、やはり皆の興味はメリダに向かう。

　どうしても聞いてみたくなったマリアから質問があった。

「メリダ様って、普段から何かされてるんですか？」

「ん？　いやこれといって何も……ああ、そういえば、シンが身体を動かしてる方が良いって言うから、家にある器具を使って運動はしてるねえ」

「器具？」

「あの子は、とんでもない物ばっかり作ってるけど、時々アタシが唸うなるような便利な物も作るんさね」

「え？　という事は魔道具なんですか？」

「ああ、魔力を纏まとって器具に触れると起動するのさ。自動で動くベルトの上に乗って、歩いたり走ったりする器具とか、徐々に負荷が重くなってくる器具とか、そのそれぞれに自然回復力強化の付与がされてるから、効果が直ぐに現れるのさ」

「効果が直ぐに現れる!?」

「それって本当なんですか!?」

「ああ、何でかは知らないけどねえ。お陰で体力も筋力も随ずい分ぶん付いたね。この分だと百五十くらい迄は生きられそうだねえ」

　そう言ってメリダは笑っていたが、他の女性陣は真剣な顔をしていた。

　特にアリスとリンが。

「メリダ様！　あの、その器具を使わせて頂けませんか!?」

「私も使いたいです」

　そう言ってきた二人の身体を、メリダは見た。そして、絶望の言葉を放つ。

「構わないけど、身体を鍛えたって胸は大きくならないよ？」

「え？」

「そうなの？」

「むしろ、身体を動かし過ぎると胸が小さくなるよ？」

「な!?」

「そ、そんな……!?」

　メリダの言葉に絶望する二人。

「胸のことなら、むしろそこのいる二人に聞いた方がいいんじゃないかねえ？」

「「え？」」

　メリダが視線を向けた先にいたのは、シシリーとユーリ。

　二人とも、同い年の女子の平均より、大き目なものを持っている。

「ふわあ……改めて見ると……」

「すごい」

　アリスとリンの視線は、シシリーとユーリの胸に釘くぎ付づけだ。

「そ、そんな事ないですよ……ね？　ユーリさん」

「そ、そうよぉ……二人もそのうち……」

「ひゃあん！」

　シシリーがユーリに視線を向けた瞬間に、二人はシシリーの後ろに回り、胸を鷲わし摑づかみした。

「おお！　これは凄い！　こんな美乳、あたしもほしい！」

「あっ！　や、アリスさ……んん！　そ、そこは！」

　羨うらやましいといいつつ、胸を揉まれ、艶なまめかしい声を抑えられないシシリー。

「シシリーは感度も良好」

「あふっ！　リンさんまで、あん！」

　二人掛かりで揉みまくるアリスとリン。

「こんなに大きくて柔らかい……いいなあ」

「なによ？　そんなに柔らかいの？」

　アリスがシシリーの胸を揉みながら羨ましがると、これにマリアが参戦してきた。

　彼女も、平均的なサイズの胸を持っているが、シシリーの方が大きいので、若じやつ干かんコンプレックスになっている。

「どれどれ？　私にも……揉ませろー！」

「きゃあ！　マリアまで！　あっ、あっ、もうやめ……ああ！」

「な！　いつの間に、こんなに……」

「ねえ、サイズも大きいし、形も良いし、すっごく羨ましいよお！」

「感度もいい」

　久々に触ったシシリーの胸が、いつの間にか成長している事に驚きを隠せないマリアと、とにかく羨ましいアリス。そして、どうしてもそこにこだわるリン。

「あ、あ、も、もう……あ……あああん！」












　三人に品ひん評ぴようされながら、胸を揉まれ、やがてグッタリしたシシリー。

　その光景を、ユーリとオリビアは、身を寄せ合い、震ふるえながら見ていた。

　やりすぎたかな？　とマリアが反省し、先程の話の続きを聞こうと、メリダに向きなおった。

「メリダ様。さっきの身体を動かし過ぎると胸が小さくなるって、結局どういう事なんですか？」

「ああ、シンが言ってたんだけどね、身体を動かすと脂肪が減るだろう？」

「ええ」

「そうですねぇ」

「ここのおにくが……」

　別の話題に食いついた。

「で、胸も脂肪でできてるから、身体を、特に全身を使って運動し過ぎると胸の脂肪まで減らしちまうそうなんだよ」

「へえ、そうなんですか？」

「ということは……ある程度の運動なら、メリダ様みたいな凄い身体になれるんですね！」

　やはり女性にとって、脂肪の除去は永遠のテーマらしい。

「それにしても……シンって、何でそんな事知ってるんですかね？」

「そ……そうですね……魔法を使う時のイメージを教えてもらった時もそうですけど……本当に、色んな事を……知ってますよね」

　マリアと、ようやく復活したが息が荒いシシリーが不思議に思い、メリダに問い掛けた。

「そうだねえ……マーリンも言ってたけど、何にでも疑問と興味を持つ子なんだよ。何で火が燃えるのか？　何で風が起きるのか？　水は何でできてる？　何で水は氷になる？　身体は何でできてる？　どうやって動いてる？　その事を、とにかく調べたんだろうねえ」

　メリダが懐なつかしむように語り出す。

「あの子は、五つくらいの時から森の中で狩りに走り回ってたんだよ」

「い、五つ!?」

「それは信じられませんよぉ」

「真実なんだから諦めな。アタシもビックリしたもんさ、ある日、シンが見当たらないからマーリンに問とい質ただしたら……森に狩りに出掛けたって言うじゃないか。ついマーリンを締め上げちまったよ」

「は、はは……」

　その様子が容易に想像できた面々は苦笑いを溢こぼす。

「小さい頃から異常に物覚えの良い子だったけど、流石さすがに心配でねえ。捜しに行こうかと思ってたら、ヒョッコリ帰ってきたのさ」

　メリダは皆を見て言う。

「鳥に兎に、鹿を狩ってね」

「鹿!?」

「五歳で鹿ですか!?」

「はぁ……シン君凄いです……」

「うそぉ……」

「凄い。流石ウォルフォード君」

　孫を誉められたメリダは、ちょっと得とく意い気げだ。

「アタシも驚いたねえ。しかもそれを、異空間収納から取り出したもんだから、余計に驚いたね」

　五歳で異空間収納を使えていた事に、皆は声が出ない。

　そんな面々をよそにメリダは話を進める。

「これだけ狩れるなら大丈夫かと思ってね。日中は、森の中に狩りに出るようになったんだよ。それからかねえ……森の中で色々と実験をするようになったみたいで……気が付いたらこのザマさね……」

　シンを森の中で自由にさせてしまった事を、若干後悔しているメリダは溜め息を吐いた。シンに自由を与えるとハッチャけると言ったのは、この経験があるからである。

　その一方で、シンの異常な魔法の数々が、森の中で一人で遊びながら実験を繰り返してきたことによるものだと、皆は理解した。

　比較対象者がいなかったから、自分のしている事が異常な事だと、気付いてなかったのだと。

「マーリン様は気付いてなかったのですか？」

「あの、元祖無自重男がかい？　気付くどころか、シンが直ぐに魔法を覚えるもんだから、次から次へと魔法を教えていたよ。事の元凶は間違いなくあの爺さんさね」

　世間では賢者様と呼ばれ、皆の尊敬を集める人物の意外な一面に、皆は苦笑いしか出ない。

「でも、そのお陰でこの事態に対処できそうなんですから、良かったんだと思います」

「そうさねえ。まさか、こんな事をしでかす輩がいるとは、夢にも思ってなかったからねえ」

「だから、メリダ様もあんまりお気になさらないで下さい。シン君はきっと世界を救う英雄になりますよ」

　その言葉にメリダはシシリーをじっと見る。

「アンタ、やっぱり良い子だねえ、これからもシンの事を宜しく頼むよ。道を間違えないようにしてやっておくれ」

「はい！　お任せ下さい！」

　シシリーもメリダに返事を返す。

「そういえば、シン君、治ち療りよう魔ま法ほうも凄いんですけど、それも一人で覚えたんですか？」

「森で狩った獲物を、自分で解体してたからね。それで生き物の体の構造を調べたんだろうねえ」

　元々人体の構造を知っていたとは、夢にも思っていない。その為、それっぽい理由を自分で考え、納得していた。

「それにしても、シンの異常な魔法の理由が分かった気がするわね」

「一人で遊んでたって、ちょっと淋さびしい理由だけどね」

「だから、仲間の身を案じてくれるのねぇ。友達がいなかったから……」

　シンの魔法が独特な理由や、仲間の為に色々と気を配るのは、友達がいなかったせいだと皆が納得していた。

「だからねえ、アンタ達には感謝してるんだよ」

「メリダ様？」

「あの子には同い年の友達がいなかった。周りにいるのは大人ばっかりだったからね。あの子は、アタシ達がいたから淋しくなかったって言うけど、アンタ達と一緒にいる時のシンの様子を見てるとねえ……やっぱり友達は必要だったと、思っちまうのさ」

　成人するまで、森の奥で一人にさせてしまった事を後悔しているメリダの告白を、皆黙って聞いている。

「だから、今こうして皆がシンの友達でいてくれる事が嬉しくてねえ……本当にありがとうねえ」

　そう言って皆に頭を下げる。

「メリダ様、頭を上げて下さい。私の方こそ、シン君に出会えて本当に良かったと思ってるんです」

「そうですよ、むしろシンと友達になれて良かったのは私達です」

「うん。超ラッキー」

「リンさん、ラッキーって……」

「でもその通りですよぉ。ウォルフォード君と知り合って、得をしたのは私達ですぅ」

「ホント、そうだよね！」

「アンタ達……」

　女性陣の言葉に、メリダは感謝の気持ちが増してくる。そして、感謝の気持ちを表す為に、ある提案をする。

「よし！　今回の合宿じゃあ、保護者に徹して口を出さないつもりだったけど、アタシ達も、アンタ達を鍛えてあげる事にするよ！」

「ええ!?　メリダ様とマーリン様が!?」

「本当ですかぁ!?」

「ああ、その代わりビシバシ行くからね、覚悟しなよ？」

『はい！』

「望むところ」

「フフ、楽しくなりそうだねえ」

　そうやって笑うメリダに、若干の不安と、大いなる期待を女性陣は持つのであった。





　　　　　◇






　温泉から上がった研究会の面々は、妙にほっこりした顔をしていた。

　爺さんの話に感かん銘めいを受けたみたいだ。

　内容がボッチだった俺の友達になってくれてありがとうって内容だったのはちょっと微び妙みようだけど……。

　そして、女性陣も同じタイミングで、温泉から上がってきた。

　こっちは、妙にスッキリした顔をしてた。そして、俺の顔を優しげな表情で見てる。

　え？　何？

　そして、風呂あがりに用意されていた食事を頂いてる時に、ばあちゃんから今回の合宿についての話があった。

「ああそうだ、さっき風呂の中で決めた事があってね。今回の合宿で、アタシ達は保護者に徹するつもりだったけど、アタシ達もアンタ達を鍛えてあげるよ」

「え？　本当ですか？」

「マーリン様とメリダ様が教えて下さるのですか？」

　女性陣はすでに知っていたのか、落ち着いた様子だけど、初めて聞かされた男性陣は盛り上がっていた。

「え？　いいの、じいちゃん」

「ほっほ……初めて聞いたのう……」

　爺さんには、話が通ってなかったみたいだ。

「まあ、シンには魔法のイメージを教えてもらいな。爺さんは魔ま力りよく制せい御ぎよを、アタシは付ふ与よ魔ま法ほうを教えてあげるよ」

「うわぁ！　夢みたいですぅ！」

　付与魔法を鍛えたいって言ってたユーリのテンションが再び上がる。

　この子のテンションが上がってる所も珍しいな。普段はおっとりしてるからなあ。

「という事は、俺はフリーになる時間があるから……新しい魔法の実験かな」

　と、俺が発言した所で、皆の動きが止まった。

「……ちょいとお待ち、シン」

「何？　ばあちゃん？」

「何じゃない！　今聞き捨てならない事を言ったね？」

「新しい魔法とか……」

「実験って……」

「あの！　その時は言って下さいね！　私達避ひ難なんしますから！」

　オリビアが珍しく前に出てきた。若じやつ干かん怯おびえながら……。

「え……何この反応……」

「お前……新しい魔法って、一体何をするつもりだ？」

　オーグに追及される。

「いや……シュトロームを倒すのに、新しい魔法が必要かなって……」

　あの時、倒しきれなかったから、今の混乱がある訳で。今度は、確実に仕留められるようにしたいんだ。

「……なんだ、話を聞いただけでヤバイ気がするのは私だけか？」

「いえ殿下、自分もです」

「私もです」

「私も！　ヤバイ匂いがプンプンするよ！」

　……詳しい話をしてないのに、新しい魔法と言っただけでこの反応……そろそろ泣いていいでしょうか？

「ちょいと聞くけど、それは危ない事ではないのかい？」

「危なくはないよ……自分には……」

「つまり……周りには危険があるって事かい？」

「いや……まあ……一応攻撃魔法だから、相手には……」

「……まあそりゃそうか。で？　どれくらいの威力なんだい？」

「さあ？　それを実験してみたいんだけど……」

　何とか魔法の実験をさせてもらえないかと、懇こん願がんしてみる。

「はあ……いいかい、実験をする時はあの荒野で、周りにも声を掛けるんだよ」

「当たり前じゃん。じゃあ実験していいの？」

「本当に大丈夫かい？　アンタが魔法を使ったら世界が終わるとかないだろうねえ？」

「いや……さすがにそんな魔法は使わないよ……」

　ばあちゃんは俺を何だと思ってるのか？　破は壊かい神しんじゃねえよ！

　こうして、ばあちゃんに釘くぎを刺されたけど、何とか新しい魔法の実験をして良いという許可をもらった。

　皆が、爺さんとばあちゃんの指導を受けてる間、俺は新しい魔法の実験をする。

　皆や爺さんの魔法を見ていて、思った事があるんだよな。

　俺の想像通りなら、ちょっと面白い事になるかもしれない。早く試してみたいな。

「シン君……あの、やっぱり、ちょっと自重した方がいいと思うんですけど……」

「シシリー？　どうした？」

「あの……凄く嬉しそうな顔をしてたっていうか……なんというか……」

「やっぱり心配になってきたな」

「はあ……大丈夫かねえ……」

　え、そんな顔をしてた？　やっと試す事ができて嬉しかったのかも……。

　とりあえず、明日からの訓練の予定を決めた。

　午前中は爺さん監修の魔力制御の練習をして、午後から俺と魔法の練習、夕方から夕食まではばあちゃん監修の付与魔法講座や俺の魔法実験を行う事になった。

　ただし、俺が魔法の実験をする際は、爺さんばあちゃんの監視のもとでないとやるなと言われた。

　理由は、いざという時に対処できないから。

　まあ、初めて使う魔法だし、不安なのは分かるけど……。

「みんな心配し過ぎじゃない？」

「アンタの、今までの所しよ業ぎようを考えるんだね」

　……何も言い返せないな……。

　その夜は、長旅の後に温泉に入ってノンビリしたせいか、グッスリと眠れた。

　翌朝、朝食の席に現れた皆はスッキリした顔をしていた。やっぱり温泉が効いたみたいだ。合宿の宿泊先としては最高だな。

　その事を皆がシシリーや使用人の人達に言うと、とても嬉しそうな顔をした。やっぱり自分の領地の事を誉められると悪い気はしないもんな。

　そして昨日決めた予定通りに午前中は皆で魔力制御の練習だ。

　やはり爺さんの魔力制御の指導は的確だな。

「ほれトール君、制御が少し乱れとるよ」

「はい！」

「シシリーさん、今ので十分制御できとるから、もう少し魔力を高めてみようか」

「はい！」

「リンさん！　それは集めすぎじゃ！　暴走するぞい！」

「あれ？　間違えた」












　暴走ギリギリのリンも、寸前に爺さんに止められていた。しょっちゅう暴走させるから……よく見とかないと、障しよう壁へきを張るのが遅れたら、周りが酷ひどい事になる。

　爺さんは、その辺さすがだな。ギリギリを見極めるのが上手い。

　皆、この日の午前中だけで、少し制御できる魔力の量が増えていた。

　そして昼食後は、俺が監修する魔法の実践練習だ。

　ここに、俺が試してみたくなった魔法の理由があったりする。

　皆は俺がイメージしてる過程を、何となく理解してイメージすると、魔法が使えたと言っていた。

　そう、『何となく』だ。

　厳げん密みつに、こういう『物質』がこういう『反応』を起こすからこういう『結果』が得られると、イメージしてる訳ではないのだ。

　という事は、もっと曖あい昧まいなイメージでも、物理的に無茶な事でも、イメージ次第で実現可能なのではないか？　そう考えた。

　例えば『可燃性のガス』という、あまりにも曖昧なイメージ。それでも、魔法は起動するのではないか？

　そもそも、俺は学生の時に、そんなに科学が得意だった訳ではない。でも、今までイメージ通りに魔法は起動してきた。

　という事は、今までも『自分がこうだと思い込んだ事』は、そのまま『イメージ通り』に具現化してきたのではないか？

　皆の練習を見ながら、その考えはさらに確信の度合いを増す。

　マリアは、燃え盛る炎の魔法を放つ。しかし、燃ねん焼しようの原理を完全に理解している訳ではない。

　シシリーは、水を凍らせた氷の刃を放つ。シシリーも水の分ぶん子し構こう造ぞうだの、凍る時の分ぶん子し配はい列れつだの、詳しい事までは理解してない。

　リンも、風の刃を無数に出すが、そこまで厳密に理解はしてない。

　皆が曖昧な理解のまま、今までよりも強力な魔法を使えるようになっている。

　やはり、俺の仮説は間違ってないように思える。

　そんな皆の練習の様子を、ばあちゃんだけ呆れた表情で見ている。

「よくもまあ、これだけの魔法を、無詠唱でポンポン撃つもんだねえ……魔ま法ほう師し団だんの立つ瀬がないじゃないか……」

「でも、これでも、魔人相手には厳しいと思うんだけど」

「まったく……本当に世界の危機じゃないか」

　俺は、学院の学生しか魔法使いのレベルを知らない。しかし、これでも魔人には厳しいと思う。周りがこのレベルに達してないとなると、相当厳しい感じがする。

　旧帝国領で、魔人が暴れ回ってるのを、指をくわえて見ていることしかできないのも納得だ。

　魔人一人ですら、相手にならないかもしれない。

　魔物が跋ばつ扈こしている旧帝国領で、まだ無事な町や村に、避難指示を出す事ができない。その前に、辿り着く事すらできない。

　考え出したら絶望的な事しか出てこない状況だ。

　戦力アップの為にも、何より、これから最前線に出る事になってしまった皆の為にも、この合宿で強くなってもらわないとな。

　実践練習が終わった後は、一時休憩を挟んでから、いよいよ俺の魔法の実験だ。

　皆が緊張して俺の方を見てるけど……実験なんだし、いきなり大きい魔法は撃たないって。

　まずは、よく燃える可燃性のガスをイメージしてみる。それに火ひ種だねの魔法で火を付けると……。

　手品師が出す炎みたいに、一気に燃えて消えた。

　これはいけるぞ！

「それが新しい魔法かい？」

「いや、それの確認をしただけ」

　さあ、ここから本番だ。といっても、段階を踏んで少しずつ試してみる。

　試すのは『爆発』の魔法。

　まず空気による玉を作り、さっきイメージしたガスを閉じ込める。

　ガスが爆発するのは、密閉空間に充満したガスに引火し、ガスが一気に膨ぼう張ちよう、密みつ閉ぺいされている為に膨張したガスの逃げ場がなくなり、密閉空間が破は綻たんすると……。

　ポンッ！

　今までも、この原理で爆発の魔法を使っていた。そして、今までよりも大分小さくガスの玉を作ったのだが、それでも今までより強い爆発が起きた。

　周りを見ると、何やら怪け訝げんな顔をしていた。まだ実験の前準備だから。

　さて次だ。次はいよいよ、物理法則を無視したイメージによる、魔法の発現だ。

　イメージするのは『指し向こう性せい』。

　同心円状に拡がる爆発の衝しよう撃げき波はを、前方にのみ向かうようにイメージする。

　さっきと同じガスの玉を作り、それに指向性の衝撃波が生まれるようにイメージする。

　そして……。

　ポンッ！

　やった！　成功だ！

　爆発した衝撃波は俺の方にはこず、前方にのみ爆発のエネルギーを放出した。

　よし！　これで準備は終わりだ。

「皆、多分大丈夫だとは思うんだけど、一応魔ま力りよく障しよう壁へきを展開しといて。万が一があるかもしれないから」

　その言葉に、慌てて魔力障壁を全力で展開する面々。

　多分だけど、大丈夫って言ったのに……。

　俺への信用があまりにも低い事に、若干の淋しさを感じながら魔法の準備を進める。

　まずは……さっきのガスを集めて圧あつ縮しゆく。もっと圧縮圧縮圧縮圧縮。

　周りを覆おおう空気の壁も若干厚くし、より大きな爆発エネルギーを発生させる為の準備は整った。

　そして、最後に爆発の衝撃波の指向性をイメージして、魔法を発動。

　着弾と共に火種が起き、ガスに引火するようにしている。

　そして……。

　ドグワアアアアアアアアアアッッッッッッ!!!!!!

　とてつもない大爆発を起こし、魔法は発動した。

　指向性を持たせた事で、爆心地から俺寄りに、衝撃波は一切きていない。

　そして、爆心地から先は……。

「シン……アンタ……なんて魔法を創ったんだい……」

「これは……地形が……」

「ア……アハハハ……私、夢でも見てるのかしら？」

「夢じゃない、現実」

「噓でしょう!?　さっきとまるで風景が違うじゃないですか！」

「信じられないッス……」

　先程まであった荒野の風景が一変し、吹き飛ばされ、綺き麗れいに均ならされた大地の風景が、延々と拡がっていた。

　うん。

　やり過ぎた！

　予想以上の大爆発を起こしてしまった。

　実験しといて良かった！

「シン、今のはどうなってんだい！」

「確かに、奇妙な爆発の仕方をしたな」

「爆心地から向こうは酷い事になってるのに、こっち側には何もないじゃないですか。どうなってるんです？」

　皆から、さっきの魔法についての質問が入る。

「ああ、ヒントになったのは、合同訓練の初日に魔物の群れを爆発魔法で吹き飛ばした事なんだ」

「ああ、あれね……」

「あれは、本当に心配しました。自分で障壁を張らないといけない程の、大爆発でしたから。これには劣りますけど……」

　あれは、失敗したなあ。

　森林を破壊しちゃったのもそうだけど、自分で魔力障壁を張らないと、自爆するところだったからな。

「そう、魔力障壁を張らないと、自分が放った爆発の魔法に巻き込まれちゃうって事がね、魔法として未完成だなって思ってたんだ。で、何とかできないかなって」

　この魔法を考えた切っ掛けについて説明した。

「爆発魔法を使った後に障壁を張らないといけないのって、衝撃波が円状に拡がるからだろ？」

「まあ、爆風とはそういうものだからな」

「その衝撃波を、円状じゃなくて一方向だけに向けたら、こっちに爆風がこなくて障壁を張らなくても済むじゃん」

「……その発想はなかったな……」

「そういうイメージをしたって事ね」

「そのイメージ自体が、よく分かりませんけど……」

「まあ、魔法の趣しゆ旨しは分かったけど、この威力はなんだい！」

「いや……ちょっと、ここまでとは予想してなかったというか、何というか……」

「このお馬鹿!!　いいかい、これからは魔法を思い付いてもすぐに使うんじゃないよ！　ここで実験してからにしな!!」

「わ、分かってるよう……」

　ばあちゃんにスゲエ怒られた。

「それにしても……予想より威力が上だったという事は、爆風を一方向に向けた事が関連してるんでしょうか？」

「あ、それはあるかもな。本来こっちに向かう筈はずだった爆風は、どこに行ったんだって話になるし」

　トールの考察に思わず頷いた。そっか、そういう事もあるかもな。

「はあ……相変わらず、お前の魔法を見るときは寿命が縮まる思いだ。何をしでかすか分かったもんじゃないからな」

「そうですよね、あんなに全力で魔力障壁を展開した事って、なかったですよ」

　そういえば、念のため魔力障壁を展開してくれって言ったら、今発言したオリビアをはじめ、皆全力で魔力障壁を展開してたな。

「多分大丈夫って言ったのに、あそこまで全力で魔力障壁展開しなくてもいいじゃん！」

「『多分』って付けるから、全力で魔力障壁を展開したんだろうが！」

「あの威力の魔法が、こっちに向いたらと思うと……」

「あれでも心配だったよね！」

　そうか、その前段階で成功してたんだから、多分って付けなくても良かったか。

「さて、シンの魔法実験はこれで終了だ。この後は、メリダ殿の付与魔法講座だが……シン」

「なに？」

「悪いが、王城まで送ってくれるか？」

「ああ、定期報告か」

　この合宿中は、王都を離れるので魔人達の情報が入りづらい。なので、一日に一度、王城にゲートで戻り、状況を確認する事になっている。

「他の皆はメリダ殿の講義を受けていてくれ」

『はい』

「じゃあ、行こうかシン」

　こうして、本日の定期報告に向かう。

　ゲートを開く先は、王城の門にある警備兵の詰つめ所しよだ。

　いきなり現れると警備兵の人達が驚いてしまうので、まず鈴を投げ入れる。それが、今からそっちに行きますというサインになる。

　鈴を投げ入れてからゲートを潜ると、待っていた警備兵の人達がいた。

　ところが、昨日一昨日ときたときは普通に接してくれていた、警備兵の人達の態度がおかしい。

　どうしよう？　みたいな雰囲気が流れている。

　オーグもその雰囲気を察したようで、警備兵に問い掛けた。

「なんだ？　何かあったのか？」

「あ、いえ、何かというか何というか……」

「ハッキリしないな。どうした？　何か魔ま人じん共どもに動きがあったのか？」

「いえ！　それは何もありません！」

「じゃあなんだ!?」

　オーグがちょっと苛いらついた雰囲気を出したときだった。

「何かではありませんわ！　アウグスト様！」

　詰所の奥から女性が現れた。

　誰？

「エ、エリザベート……」

「エリザベート？」

「ああ、前に言った事があるだろう。私の婚約者だ」

「へえ！　あの！」

　前に聞いたことがあった、オーグの婚約者が目の前にいた。

「何をコソコソお話していますの？」

「いや、別に何でもない」

「本当ですの？」

　エリザベートと呼ばれた女性に、問い詰められるオーグ。こういう光景も珍しいな。

「……なんだ？　何をニヤニヤしている？」

「え？　いやそんな事してないよ？」

「しているじゃないか！」

「えー？　そう？」

　いつも、オーグにはからかわれてばっかりだからな、こういうチャンスは滅めつ多たにない。そう思っていると、エリザベートから苛ついた感じで声を掛けられた。

「ちょっと！　私を放っておいて、何を二人きりで盛り上がってますの！」

「ああ、すまないエリー」

　へえ、普段はエリーって呼んでるのか。

「オーグ、彼女の事紹介してくれよ」

「ああ、彼女はエリザベート。エリザベート＝フォン＝コーラル。コーラル公こう爵しやく家けの令嬢だ」

「初めまして、英雄の御孫様にして新しい英雄、シン＝ウォルフォードさん。私、コーラル公爵家が二女で、アウグスト殿下の婚約者でもある、エリザベート＝フォン＝コーラルと申します。以後お見知り置きを」

　そう言って挨拶をしてくれたエリザベートは、背中の辺りまで伸ばしたプラチナブロンドをゆるふわカールにした、青い目をした美少女だ。

　公爵令嬢でエリザベートだから、ドリルヘアーを期待したのは内緒だ。

「これは御ご丁てい寧ねいに、私はシン＝ウォルフォード、こちらこそ宜しくお願いします」

　俺も無難に挨拶を返す。それにしても、どうして公爵令嬢がこんなところにいるんだ？

「それよりエリー、何故こんなところに？」

　オーグも同じ疑問を持ったようで、エリザベートに聞いていた。

「どうもこうもありませんわ！　学院が長期休暇に入った途端に、私やメイを放ったらかしにして合宿に向かわれてしまうなんて！」

「メイ？」

「妹だ」

　ああ！　あの、高等魔法学院の合格発表の時に、オーグと一緒に俺の家に行きたいって言ったのに、拒否られた妹ちゃんか！

　……そういえば、オーグが家にくることを拒否したのは合格発表に行くからであって、その後は、何もなくても普通に家にきてたような……。

「なあ、オーグ」

「なんだ？」

「確か、妹を家に連れてこなかったのって、合格発表を見に行くから、だったよな？」

「そうだな」

「でも、その後、普通に遊びにきてたよな？」

「そうだな」

「何で連れてこなかったんだ？　確か、ばあちゃんに憧れてるんだろう？」

「なに、メイの絶望する顔が面白くてな」

「非ひ道どい！」

　なんて可哀想な妹ちゃん！

「非道いです！　お兄様！」

　可哀想な妹ちゃんに同情していると、詰所の奥から、もう一人女の子が出てきた。

　十歳くらいかな？　ストレートの黄おう土ど色いろっぽい金髪に、蒼い目をした透き通るような白い肌の、将来有望そうな美少女が出てきた。

　さっきお兄様って言ってたから、ひょっとして……。

「なんだ、いたのか？　メイ」

「いたのか？　じゃないです！　さっきの話は聞かせてもらいました。何が大切な話があるですか！　遊びに行ってたんじゃないですか！」

「おや、バレてしまったか」

「むぅ！　非道いです！　ズルいです！　私も、メリダ様にお会いしたいです！」

　ひとしきりオーグとじゃれあった後に、俺の存在を思い出したのか、メイちゃんは、慌てて挨拶をしてきた。

「あわわわ！　ご免なさいです！　私、メイ＝フォン＝アールスハイドです！　アウグストお兄様の妹で、えと、えと、メリダ様の大ファンです！」

「あの、落ち着いて、ね？」

「あう、ご免なさい！」

「俺はシン、シン＝ウォルフォードです。マーリンとメリダの孫だね。宜しくね、メイちゃん」

「は、ハイです！」

「オーグとは何ていうか、従兄弟？　みたいな付き合いをしてるからさ、メイちゃんも、そういう風に接してくれると嬉しいな」

「じ、じゃあ……シンお兄様って呼んでもいいですか？」

「お兄ちゃんでいいよ。俺は、オーグと違って王族じゃないからさ」

「……シンお兄ちゃん」

「はい」

「エヘヘ、意地悪じゃないお兄ちゃんができたです！」

「そうか……苦労してんだな……オーグの妹だと」

「そうなんです！　分かってくれるですか？　シンお兄ちゃん！」

「ああ、オーグには、事あるごとにからかわれてるからな……」

「私もそうです！　いっつもお兄様に騙されて……」

　そうしてしばらく見つめ合った俺達は、手を取り合ってお互いの苦労を労ねぎらい合あった。

「お前達……何をしてるんだ……」

　オーグから、怒りの籠こもった声が聞こえてきた。

「え？　あわわわ！」

「何って……お前にからかわれてる、同志の苦労を労ってるんだが？」

「ほう？　苦労してるのか？」

「当たり前だろ！　毎度毎度、ネタを見付けてはからかってきやがって！　少しは反撃させろ！」

「シンお兄ちゃん凄いです！」

「そうか……私はお前の事で、こんなに苦労してるのにな……」

「む……そ、その事は、申し訳ないと思ってるけど……」

「そんな私に、そういう事を言うのか？」

「い、いや、たまには俺にも反撃させろと……」

「ああ、こんなに苦労しているというのに」

「む……」

「ああ！　シンお兄ちゃん頑張って下さい！」

　メイちゃんの応援に応えるべくオーグを見ると……またニヤニヤしてやがった。

「オーグ！　テメエ！　またからかいやがったな!?」

「フッ、アハハハ！　期待通りの反応をしてくれるから嬉しいよ、シン」

「テメエ……」

「だから！　私を放ったらかしにして、盛り上がるなっつってんでしょうがあ!!」

　エリザベートから、お怒りの突っ込みが入った。

「エリー姉様、口調が乱れてるです」

「はっ！　私とした事が」

「それよりもエリー、メイ、何故こんなところにいる？」

「ああ！　そうですわ！　先程も言いましたけど、私やメイを放ったらかしにしているからですわ！」

「私達も合宿に行きたいです！」

「合宿に行きたいって……これは『高こう等とう魔ま法ほう学がく院いん』の『研究会』の合宿だぞ？　何故、部外者のお前達を連れて行かなければならない？」

「そ、それは……」

「ズルいです！　合宿って言っても、クロードの街は温泉街です！　魔法の練習なんてできないです！」

「してるぞ？」

「え？　ホントですか？」

「別の場所でな」

「やっぱり温泉に入りに行ってるだけじゃないですか！　私も行きたいですわ！」

「そうです！　行きたいです！」

　よく見ると、旅行用の鞄かばんが用意してある。定期報告だから、この時間にオーグがくるっていうのを、分かってて行動してたな。

「はあ……本当に遊びに行ってる訳じゃないんだがな……」

「練習のお邪魔はしませんわ！　折せつ角かく長期休暇になって、アウグスト様と一緒にいられると思ってましたのに！　また研究会に入いり浸びたって……」

　そうか、オーグはしょっちゅう研究会……と称して俺の家にきてるからな、あんまり良いイメージを持ってないかもしれない。

「それに……アウグスト様に悪い虫が付かないようにしないと……」

　エリザベートがそんな事を言い出した。

「オーグが？　ハハ！　ないない」

　エリザベートを安心させてやろうと思って言ったのに、当の本人は、俺をジト目で見詰めてきた。

　な、なんでしょう？

「本当かしら……」

　えーと……何でこんなに疑われてるんだ？

「おい、オーグ」

「なんだ？」

「彼女、何か疑ってんぞ？」

「ふぅ……何を勘違いしているのやら……」

「そういった監視の意味も含めて、合宿には同行させて頂きますわ」

「はぁー、大人の話なのです！」

　何でか、妹ちゃんのテンションが上がる。

　オーグはしばらく考えた後、口を開いた。

「旅行鞄まで用意してあるという事は、すでに父上や公爵の了承は得ているんだろう？」

「ええ。合宿先には、賢者様と導師様がいらっしゃるとか。お二人が一緒なら問題ないだろうと、お父様には快かい諾だくして頂きましたわ」

「私も、父上に許可をもらったです！」

「はあ……準備万端じゃないか」

　すでに、外堀は埋められてる感じだな。

　そんな話をしてたら、詰所にまた一人入ってきた。

「連れて行ってやればいいではないか」

「父上！」

　王様登場です。

　っていうか、護ご衛えいも連れずに何でこんなとこいんの!?　自由過ぎだろ！

「合宿と言っても、魔法の実践練習は例の場所でやるのだろう？」

「父上もご存知でしたか」

「ああ、あそこでシン君の魔法を見て、魔法学院に入れようと決意したからな。それより、あの荒野には連れて行かずに、クロードの街に滞在させておけばいいだろう。あそこは温泉街だし、連れていくだけでも息抜きにはなるだろ」

「はあ……まあ、父上がそう仰おつしやるなら」

「やりましたわ！　メイ！」

「やったです！　エリー姉様！」

　オーグから許可が出た。その事に喜んでいる二人にオーグが釘を刺す。

「言っておくが、私達は本当に魔法の練習もしているからな、その邪魔だけはするんじゃないぞ」

「はーい！」

「承知していますわ」

　話も纏まったし、詰所にきた時に魔人に動きはなかったって言ってたし、そろそろ戻るとするか。

　その時、戻る先の事で、思い付いた事があった。

「あ、そうか」

「どうした？　シン」

「いや、合宿先ってシシリーの実家の領地な訳じゃん。女生徒の家に行ってるから、疑ってるんじゃないのか？」

「ああ、そうかもな」

「そうではありませんわ」

　俺の名推理を、エリザベートは即答で否定した。

「私が一番疑っているのは……」

「いるのは？」

「貴方あなたですわ！　シンさん！」

　…………。

「「ええええええええ!?」」

「はわわ、大人の話ですぅ！」

　何でだよ！

　エリザベートから、とんでもない誤解を受けていた。

「あの……何でそんな誤解を？」

「何でも何も、口を開けば、シンが、シンは、シンの奴が、シンには……シンシンシン！　ちょっとでも時間があれば、シンさんのお家に行かれてしまうし。そう考えるのも無理ありませんわ！」

「いや！　無理があるでしょう!?」

「そうかしら？」

「そうでしょう！」

　何で、俺とオーグがそんな関係だと誤解を受けないといけないんだ、気持ち悪い！

　はっ！　もしかして、腐った脳をお持ちなのか!?

　そんな疑問を感じていると、オーグが溜め息混じりに話し始めた。

「はぁ……よりにもよってシンとは……研究会の半数は女なんだがな。まぁそれより、確かにシンという全く気兼ねをしない友人が初めてできて、浮かれてしまったのは事実だな」

「浮かれ過ぎですわ！　シンさんと知り合ってから、私の所にはあまりきて頂けなくなりましたし……」

「確かに、男友達と連つるんでるのって、気兼ねしなくて良いから楽なんだよなあ」

「……アウグスト様は、私といると気を使われますの？」

「そりゃそ……モガッ！」

「いや！　そんな事はないぞエリー！　お前といるのは心が安らぐ」

「でも……」

「確かに男と女では対応が違う事はある。男同士だと馬鹿な事もできるしな。私にとって初めての体験だったから、ついはしゃいでしまったのだ」

「そ、そうでしたの……」

　オーグは、俺の口を手で塞ふさぎながら捲まくし立たてた。

　必死だな。

　ついニヤッとした事が、オーグの手を通して伝わったんだろう。

「何を笑っている？」

　口を塞いでいた手を離しながらそう問いかけてきた。

「別に？　珍しく慌ててんな、とか思ってないよ？」

「くそ！　まさか、シンにからかわれる日がくるとはっ！」

　痛つう恨こんの極きわみ！　みたいな顔してる。失礼な！

「……やっぱり怪しいですわ」

「そんな事ないって！」

「そうだ。シンには、もう女がいるからな。他にかまけている暇などないぞ」

「そうなんですの？」

「オーグ！　お前何言ってんだ！」

「シン。お前、そろそろハッキリしろ」

　オーグが突然言い出した事に抗議しようとするが、意外にも真剣な顔で返された。

「ハッキリって……」

「その態度だ。お互いに好意を持っているのは分かっている。なのにいつまでも……いい加減、見ているこっちがイライラしてくる」

　お互いって……確かにシシリーは俺に優しくしてくれるけど、それはシシリーが優しいからであって……。

「シシリーが俺に好意を持ってるって……何で分かるんだよ」

「そんな事、見ていれば分かる」

「実際に言葉にして聞いたのかよ？」

「それは聞いていない」

「じゃあ、何でそんな事言い切れるんだよ。もし勘違いだったら？　これから、どうやって接していけばいいんだよ」

「じゃあお前は、ずっとこのままで良いという事か？」

「そ、それは……」

「相手の気持ちが分からないなんて、当たり前の事だ。現に、幼い頃からずっと一緒にいて、今は婚約者にまでなったというのに、未だにこんな誤解を受けているんだからな」

「確かに」

「ちょっと！　そこで、私を引き合いに出さないで頂けます!?」

「それとも、お前は相手から言わせるつもりか？　女の方から。自分にはその勇気がないから」

「そ、そんな事！」

「じゃあ、いい加減にハッキリしろ。向こうだって、待ってるんじゃないのか？」

「……」

「まあ、決めるのはお前だがな。できればハッキリして欲しい所だ。そうしないと……」

「しないと？」

「……いつまでも、誤解されたままだぞ？」

「それは困るな」

「だから！　私を引き合いに出すなって、言ってんでしょうがあ!!」

「エリー姉様、口調が乱れてるです」

「はっ！　私とした事が」

　オーグから言われて、自分が逃げていた事に気付いた。

　断られたらどうしよう。勘違いだったらどうしよう。そんな事ばかり考えていた。

　相手の気持ちが分かった上でないと、行動できないのか？

　そんな情けない話はない。

　受け入れてくれるかどうかは分からないけど……今は、シシリーにこの想いを告げたい気持ちでイッパイになっていた。

　オーグに諭さとされたってのがどうかと思うけど、恋愛に関しては婚約者までいる先輩だ。

　意見は素直に聞き入れよう。

「ところで、そろそろ向こうへ戻らないか？　早くしないと、二人分の夕食も追加で作ってもらわないといけないしな」

「あ、そうだな」

　早めに言っとかないと。すっかり忘れていた。

「じゃあ戻るか」

　そう言って、二人の荷物を異空間収納に入れ、ゲートを開く。

　すでに何度か見ている警備兵の皆さんやディスおじさんは驚いていないが、初めて見た二人は、ゲートの魔法を呆ぼう然ぜんと見ていた。

「じゃあディスおじさん、明日またくるから。メイちゃんは、こっちで責任持って預かるよ」

「では父上、合宿に戻ります」

「うむ、気を付けてな。それからシン君」

「なに？」

「……くれぐれも、自重するようにな」

「……」

「父上、残念ですが……すでに手遅れです」

「やっぱりそうか。注意するのが遅いと思ったのだ」

「そ、それじゃあ戻るね！　二人とも、このゲートを潜って！」

　話がおかしな方向へ向かいそうだったので、二人を促しゲートを潜った。

　ゲートを潜り抜けた先は、もう湯ゆ煙けむりの立ち上るクロードの街だ。

　クロード家の屋敷まで一気にゲートで行っても良かったのだが、折角温泉街にきたんだから、街の門に程近い場所にゲートを開いた。

「ほ、本当にクロードの街ですわ……」

「凄いです！　さっきまでお城にいたのに、もうクロードの街に着いたです！」

　唖あ然ぜんとしているエリザベートと、ゲートの魔法にはしゃいでいるメイちゃん。

　俺の魔法を素直に喜んでくれるメイちゃんに、ホッコリした。

「メイ。はしゃぎ回って、はぐれても知らないぞ」

「はわ！　ま、待って下さい！」

　皆を置いて行こうとするオーグに、知らない街ではぐれたら大変だと、後を付いていくメイちゃん。

「メイちゃん」

「なんですか？　シンお兄ちゃん」

「はぐれたら大変だからね、ホラ」

「え？　ハイです！」

　差し出した手を、嬉しそうに握ってきたメイちゃんに、またもホッコリしていた。

「……ああいう事は自然にできるのに、何でいざとなるとヘタれるのか……」

「そう言うアウグスト様も、中々私を婚約者にして下さらなかったじゃありませんか」

「ばっ！　そんな話をするな！」

　俺達の前の方で、オーグとエリザベートが何か楽しい会話をしてるっぽい。

　聞きたいけど、手を繋いでニコニコしてるメイちゃんを放って行けないので、今は我慢するか。

　後でからかってやろう。

「シン……今のは聞かなかった事にしろ」

「えー？　何の事？」

「くっ！　いい気になるなよ……」

「どこの悪役の台詞せりふだよ、それ」

「シンお兄ちゃん、凄いです！」

　メイちゃんが、尊敬の眼まな差ざしを向けてくれるのがこそばゆい。

　そして、前を歩くオーグとエリザベートは、腕を組んで仲良さそうにしている。

　どうも、さっきのオーグとのやり取りで誤解は解けたみたいだ。

　あの気持ち悪い誤解をされなくなったのは良かったのだが、シシリーのいるクロード家の屋敷が近付くにつれて、何だか緊張してきた。

「シンお兄ちゃん、どうしたですか？」

「ん？　いや、何でもないよ」

　口数が少なくなった俺に、メイちゃんが心配そうな顔で声を掛けてきた。

　イカンイカン、こんな小さい子に心配掛けるなんて。せめて普段通りにしないと。

　なんとか心を落ち着かせた頃、クロード家の屋敷に着いた。

「ここが、クロード家の屋敷だよ」

「お帰りなさいませシン様、アウグスト殿下。本日は、こちらからお戻りなのですね」

「あ、ただいま。うん。この二人に、クロードの街を見せてあげたかったからね」

「そんなに、我が街を気に入って頂けたのですね。嬉しいです！」

「まあ……そうなんだけどね……」

　門番さんが凄い感動してる。よっぽどこの街が好きなんだろうな。

「ところで、こちらのお二方は？」

「申し遅れました。私、アウグスト様の婚約者で、エリザベート＝フォン＝コーラルと申します」

「アウグストお兄様の妹の、メイ＝フォン＝アールスハイドです！」

　それを聞いた門番さんは、しばらく固まった後、唐突に膝ひざをついた。

「もももも、申し訳御座いません！　殿下のご婚約者様と、姫様とは露つゆ知しらず！　御ご無ぶ礼れいを致しました！」

　頭が地面につきそうな勢いで、頭を下げる門番さん。

　そうか、普通はこういう態度になるのか。

「突然訪れたこちらにも非はありますわ。どうか、頭をお上げになって」

「はっ！　恐きよう縮しゆくで御座います！」

　そう言って門番さんは立ち上がった。

「ねえ、エリザベートさん。俺も、こういう態度で接した方がいい？」

「エリーで結構ですわ、シンさん。アウグスト様とあんなやり取りをされてる方からそういう態度を取られると、こちらがどうしていいか分からなくなるので、止めて下さいな」

「そうです！　シンお兄ちゃんは、そのままが良いです！」

「今更シンからそういう態度を取られるとか……何か企んでるんじゃないかと疑ってしまうな」

　オーグの言葉はともかく、お許しが出たのでそのままでいいや。

「これからこの二人も滞在するから、伝えといてもらえるかな？」

「はい！　畏かしこまりました！」

　そう言って、別の人が屋敷に走って行った。

「じゃあ、中に入ろうか」

「ハイです！」

「分かりましたわ」

「フフ、すっかりこの家の住人みたいじゃないか」

「だから、そういう事を言うな！」

　また緊張してきたじゃないか！

「ふっくっくっく」

「アウグスト様……」

「お兄様、性格悪いです！」

　折角、普段通りになってきたのに、直前で元に戻っちゃったじゃないか。こんな状態でシシリーに会ったら……。

「あれ？　シン君、表から戻ってきたんですか？」

　館に入ってすぐ、シシリーに会った。

　こういう時に限って！

「あ、ああ。いや、ええと……そう！　この二人に、クロードの街を見せてあげたかったから……」

　そう言って、エリザベートとメイちゃんを紹介する。

「お久しぶりでございます。メイ姫様。エリザベート様」

　シシリーは知ってたらしい。

「お久しぶりですわ、シシリーさん。今日からしばらくお世話になりますわね」

「お久しぶりです、シシリーさん！　私も宜しくお願いします！」

「え？　お二人も、合宿に参加するんですか？」

「いえ。私達は、アウグスト様に会いにきただけですわ」

「折角、お休みになったのに、遊んでくれないからです」

「訓練のお邪魔はしませんから、許して頂けないでしょうか？」

「私からも頼む、クロード。この二人も世話してやってくれないか」

　オーグからもお願いされたシシリーは、俺の方を見た。

「あ、ええと……ほ、ほら、オーグを研究会で、随分引っ張り回してるから、二人ともあんまり一緒にいられないらしくて……だからその……いいかな？」

「シン君と殿下が良いなら、私は構いませんけど……」

「な、なに？」

「シン君、どうしたんですか？　何か、態度がおかしいというか……」

「べ、別に普通だよ！」

「そうですか？」

　シシリーが首を傾かしげる。後ろでは、オーグが笑いを堪こらえているのが分かった。

　くそ！　後で覚えてろよ！

「ああ。さっき言っていたのは、シシリーさんの事でしたか」

「シンお兄ちゃんとシシリーさん、お似合いです！」

「はい？」

「二人とも！　何を言っているのかな!?」

　何を口走ってくれちゃってますか！

「シン君……やっぱり変ですよ？」

「そ、そんな事ないって！　それより、ばあちゃんの講義は終わったの？」

「あ、はい。今、丁度終わって、これから夕食の前に、お風呂に入ろうという事になりまして……」

　シシリーがそう言った時、奥の部屋から皆が出てきた。

「メリダ様、とっても素晴らしい講義でしたぁ」

「そうかい？　シンの付与を見た後じゃ、大した事ないだろ？」

「ウォルフォード君の付与はぁ、ちょっと意味が分からないというかぁ……」

「ああ、確かにねえ。普通の人間なら、アタシの講義で丁度いいか」

「決してメリダ様が劣ってるとか、そういう意味じゃないんですけどぉ……」

「気を使わなくていいよ、あの子が異常なだけだから」

「そうですねぇ」

「うぉい！　人のいないところで、俺を異常者にするな！」

　ビックリするくらい、好き勝手言ってんな！

「おや、お帰り。遅かったねえ」

「普通に対応された!?」

「シン、何を騒いでる？」

「あれ？　さっきの会話、おかしかったよね？」

「何がだ？」

「やっぱり……俺は、異常者扱いなのか？」

「今更、何を言ってんだい。アンタの魔法が異常なのは、皆知ってる事だろう」

「そうだな、本当に今更だな」

　分かっちゃいたけど、突っ込まずにはいられなかった。

「ぷっ……くく……あははは！」

　そんなやり取りを見ていたエリーが、突然笑い出した。

「ああ、可お笑かしいですわ。アウグスト様は、普段からこんなやり取りをされてるんですのね」

　そう言って、エリーはオーグを見ていた。

　どうやら、オーグが研究会に入り浸っている理由が納得いったらしい。

「あの……シンお兄ちゃん……」

　メイちゃんが、俺の袖そでをクイクイと引っ張る。

　ああ、そうか。この子、ばあちゃんに憧あこがれてるんだっけ。

「ばあちゃん」

「ん？　なんだい？」

「この子、オーグの妹でメイちゃんって言うんだ」

「はわ！　あの、あの、アウグストお兄様の妹でメイです！　あの……あの……」

「ばあちゃんに憧れてるらしいんだよ」

「おや、そうなのかい？　本や舞台と違って、こんなお婆ちゃんでがっかりしたろ？」

「いえ！　そんな事ないです！　私のお婆様より全然若いし、綺麗だし、それに……」

　そう言ってばあちゃんの身体を見る。

「申し遅れました。私、アウグスト様の婚約者の、エリザベート＝フォン＝コーラルと申します。メイの言いたい事は分かりますわ。そのお歳でその体形……是ぜ非ひともご教きよう授じゆ頂きたいですわ」

　エリーも、そう言って同意した。

　エリーもばあちゃんを見る目に尊敬の念が見える。

　本当に、王国中の女の子の憧れなんだな、ばあちゃん。

「フフ、ありがとさん。さて、これから夕食の前に、皆で温泉に入りに行こうかと思ってたんだよ。アンタ達もくるかい？」

「ハイです！　行きたいです！」

「私もご一緒致しますわ」

「よし、それじゃあ、メイちゃんと言ったね？」

「ハ、ハイ！」

「ホラ、一緒に行こうかい」

「え!?　あの、あの」

　ばあちゃんの差し出した手に、どうしていいか分からなくなった様子のメイちゃんが、俺に助けを求めるような視線を向けてきた。

「ばあちゃん、メイちゃんの事よろしくね」

「ああ、任せておきな」

「ホラ、メイちゃん」

「し、失礼します……」

　おずおずと、ばあちゃんの手を取る。

　すると、ばあちゃんは満面の笑みを浮かべて、その手を握った。

「女の子は、何とも可愛らしいねえ」

「悪かったな、可愛くない男で」

「本当だよ。アンタは目を離すと、何をしでかすか分かったもんじゃなかったからねえ、小さい頃手を繋いでたのは、拘束する為だったからね」

「うそ!?　マジで!?」

「さあメイちゃん、温泉に行こうかい」

「ハイです！」

　そうして、二人連れ立って温泉に行ってしまった。

　ばあちゃんから告げられた幼少期の衝しよう撃げきの事実に呆然としていると、皆が同情の視線を向けてきた。

「メリダ様の気持ち、分かるわあ」

「シン君みたいな子供じゃ、拘束しとかないと心配でしょうがないよね！」

「確かに、効率的。よく分かる」

「ごめんねぇウォルフォード君。私もよく分かるわぁ」

「私の子供はそんな事がないように祈ります」

　同情の視線はばあちゃんにか！

　あまりの仕打ちに膝をついてしまった。

「あ、あの……私は……」

　シシリーだけ言いい淀よどんだ。言い淀んだって事は、そう思ってるって事か……。

「いいんだ……シシリーもそう思ってるんだろ？」

「そ、そんな事ないです！　シン君の子供なら可愛いでしょうし、私は喜んで手を繋ぎますよ！」

　あれ？　何か、話の趣旨が違うような……。

　周りもその事に気付いたのか、一瞬の静せい寂じやくが降りた。

「シシリー……アンタ……」

「あ、あれ？　私、今何て？」

「盛大な自爆。ビックリした」

「え？　あ、ああ！」

　自分の発言に気付いたシシリーは、顔どころか首から上を真っ赤にし……。

「い、いやあああ！」

　温泉の方へ走り去ってしまった。

　皆はその様子を生温かく見ていたが、俺とオーグだけはそれに乗れなかった。

「シン、分かってるよな」

「ああ、あそこまで言わせて分からない程、鈍感じゃないよ」

「あそこまで言われないと分からない、鈍感なんだよ」

「うぐっ……」

「まあ……頑張れ」

「ああ」

　そう言って、俺達も温泉に行こうとして……。

「あれ？　じいちゃん、いたの？」

「ほっほ……ずっとおったわい……」

　爺さんの空気化が、進んでいた……。

　若干落ち込んでいる爺さんを慰なぐさめながら、温泉に入る。

　そして温泉から上がってからの夕食は、シシリーが真っ赤な顔のままでこちらを見ようとしないので、何とも微妙な雰囲気のまま食べ終わった。

　使用人さん達も、ニヤニヤしっ放しだったしな。

　夕食の後は、各々の自由時間となる。

　今日やってきた二人は、ばあちゃんの所で話をしてる。爺さんの所にも、リンやトールといった、魔法を上達させたい組が集まっていた。

　良かったね爺さん……忘れられてないよ……。

　かくいう俺は特にやる事もないし、温泉と食事で火ほ照てった身体を冷さまそうと、外に出た。

　この屋敷の庭には池がある。その側に東屋があるので、そこで涼もうかな。

　すっかり日の落ちた夜の空は、満天の星空だった。

　こうして星空を見ていると、ここが地球ではない事を実感する。見慣れた星座が一つも見当たらない。

「本当に……地球じゃないんだなあ……」

「え？　シン君!?」

「ん？　あ、シシリー？」

　東あずま屋やには先客がいた。

「ど、どどど、どうしたんですか？　こんな所で」

「ああ。温泉と食事で身体が火照っちゃったから、涼もうかと思って。シシリーは？」

「わ、私も……そう！　温泉で火照っちゃって！」

「そっか、ねえシシリー」

「は、はい！」

「隣いい？」

「ハ、ハヒ！」

　何か、シシリーの返事が若干変だったけど、気にしないで隣に座った。

　シシリーは、さっきの失しつ言げんを気にしているのか、真っ赤なまま無言だし、俺も何と切り出していいのか分からず、お互い無言の時間が流れた。

　やがて、その無言の時間に耐え切れなくなったのか、シシリーが口を開いた。

「あ、あのシン君……その、さっきはすいませんでした」

「え？　ああ、別に気にしてない……っていうか……俺、嬉しかったし」

「え!?」

「ねえシシリー……初めて会った時の事、覚えてる？」

「はい、覚えてますよ。マリアと二人で男の人達に絡まれてて、とても困ってました」

「そうそう、俺が『お困りですか？』って聞いたら……」

「『はい！　超お困りです！』って……なんて返事するのって思っちゃいました」

「アハハ！　そうそう、俺も思った」

「それから……あっという間に、シン君が男の人をやっつけちゃって……その後も紳しん士し的てきに接してくれて……」

「俺さ、あの時のシシリーを見て、頭に雷が落ちたんだ」

「え……」












「なんて、可愛い娘こなんだろうって」

「え！　あ、あぅ……そ、その……私も思いました。なんて、格好いい人なんだろうって……」

「そっか……」

「はい……」

「シシリー」

「ハ、ハイ！」

　俺はシシリーの顔を見た。

　真っ赤になって、何か必死な感じのシシリーを見ながら、俺は……。




「好きだよ、シシリー」




　俺の想いを告げた。

　告白を聞いたシシリーは、しばらく固まり、そして……涙を流し始めた。

「う、嬉しいです……シン君は優しいから……私の事、何とも思ってないんじゃないかって……」

「……そんな風に思わせちゃったか……」

「でも！　でも……そうじゃないって……そうじゃないって、今言ってくれました」

「……」

「私も……私も好きです……大好きです、シン君」

「シシリー……」

「シン君……」

「シシリー……俺と……俺の彼女になってくれる？」

「はい。シン君の、彼女にして下さい」

　やった！　俺は叫び出したい心を抑えて、シシリーと見詰め合った。

　するとシシリーが、スッと目を瞑つむった。

　これは、いいのか？　いいのか。シシリーはもう俺の、か、彼女だもんな！

　そうして、シシリーの顔に、俺の顔を近付けていく。




「ちょ！　ちょっと押さないで！」

「ホラ！　そこだよ！　一気にいっちまいな！」

「あわわわ！」

　池の畔ほとりの木の陰からドサドサと皆が倒れ込んできた。

　研究会の面々に爺さんばあちゃん、エリーにメイちゃん、使用人さん達まで。

　なんてベタな！　それより、どうやってその細い木の陰に隠れてた！

「な、ななななな!!」

　皆に見られていた事にパニックになるシシリーの頭を撫でながら、皆に視線を向ける。

「あのさ……覗のぞき見みってどうなのよ？」

「こんなビッグイベント、見過ごせる訳ないじゃない！」

　何故かマリアに怒られた。

「私は、シンを焚たき付つけた張本人だからな。責任を持って見守る必要がある」

「私は、アウグスト様の婚約者ですから、同じく責任が」

「はわわ、大人の情じよう事じです！」

　オーグは分からんでもないけど、エリーのはなんだ？　そしてメイちゃん！　十歳の女の子が、情事なんて言っちゃいけません！

「シン！　良くやった！　良くやったよ！」

　ばあちゃんが超嬉しそうだ。

「はあ……そっとしておいて欲しかったけど……まあそんな訳で、シシリーと、恋人同士になりました」

『おお～』

　何故か拍手が起きた。

「これは、早速お祝いをしなければいけませんね！　今日の夕飯は終わってしまったので、明日ですね！」

　メイド長さんが、そう提案した。

　お祝いって……。

「そうじゃシン。シシリーさんの両親も、呼んではどうかの？」

「え……俺が呼びに行くの？」

「シシリーさんと二人で報告に行けばいいじゃろう。そのまま連れておいで」

　何か、ドンドン大おお事ごとになっていく。

　シシリーはそれでいいのかと、視線を向けると……。

「シン君……」

　何か、潤うるんだ目でこっちを見てた。

　あ、ずっと頭撫でっ放しだった。

「シシリー。明日、セシルさんとアイリーンさんの所にお付き合いの報告に行って、そのまま連れてこいってさ。どうする？」

「お付き合い……」

　その言葉に照れてしまって、俺の胸に顔を埋めてしまった。

　うわ、ナニコレ？　超可愛い。

「凄いわね……付き合い出した途端に、超ラブラブじゃない」

「付き合う前から、かなりアレだったからな。恋人同士になったらどうなるのかと思っていたが……」

「これはアレだね！　モザイクがいるね！」

　誰が、モザイク案件か！

「まあ、とりあえず、おめでとうと言っておく。だが、今は非常事態の最中だからな。付き合いにかまけて、訓練を疎おろそかにしないようにな」

「ハ、ハイ！　分かっております！」

「そう言うなら、何でこのタイミングで、焚き付けたりしたんだよ？」

　するとオーグは、意外なほど真剣な顔をして、こう答えた。

「だってお前……物語なんかじゃ『この戦いが終わったら、告白するんだ』って言った奴は……大抵死ぬだろう？　その前にと思ったのだ」

　……。

　死亡フラグ回避か！





　　　　　◇






　シン達、究極魔法研究会の面々が、魔人に対抗するために合宿を行っていた頃、その魔人達はどうしていたのか？

「ミリアさん。現在の進捗状況はいかがですか？」

「はい。現在の標的の街も、大分疲ひ弊へいしてきたようです。住民達の不満も、日に日に募つのっているようですね」

「フフ。そうですか、それは結構」

　旧帝国国内に未だ残っている街に、何かをしている様子のシュトローム。

　それに掛かりきりになっているため、周辺国にまで、まだ手を出していない。

　しかし、それが終わった後。シュトロームはどんな行動に出るのか？

「帝国の人間は、貴族も、平民も、等しく苦しんで頂かないといけませんからねえ。フフフ、アハハハハ！」

　帝国国民の苦しむ様子を見て、悦に入っているシュトローム。

　高笑いするシュトロームを、ミリアは、静かに見ていた。





〈つづく〉















　シシリーに告白をし、受け入れられて恋人同士になった。

　その事は、俺にとって途と轍てつもなく幸せな事だったが、研究会の皆にとってもうれしい出来事であったようで、皆で、一つの大きな部屋に集まってお祝いしてくれた。

「いやあ、なんだろうねえ。今まで散々イチャイチャしているのを見てきたから、改めて恋人同士になりましたって言われても、ピンとこないねえ」

「むしろ、婚約しました！　って報告の方がしっくりくるよね！」

「こここ、婚約！」

　アリスの言葉に、盛大にあたふたするシシリーだったが、俺は、ある程度覚悟はしている。

　なにせ、シシリーは子し爵しやく家けという貴族の娘。

　割と自由恋愛が認められているアールスハイド王国とはいっても、ある程度のけじめは付けなきゃいけないと思ってる。

　それはさておき、女性陣は口々にシシリーに祝しゆく福ふくの言葉を贈っているが、俺は、俺達の事より、他の人達の方が気になった。

「そういえば、今日初めて見たけど、オーグとエリーって昔からの知り合いで、オーグが自分でプロポーズしたのか？　親同士が決めた婚約者じゃなくて？」

　俺の言葉に、オーグがピシリ、と動きを止めた。

「……それは別にいいではないか。今日は、お前とクロードの事を祝う時だろう？」

「ええ？　気になるじゃん。オーグが、どうやって、婚約を申し込んだのか？　とかさ」

　すると、さすがに今まで王族と公爵家の婚約話は聞くに聞けなかったのか、他の皆も興味を示した。

「確かに！　いつも冷静で人をくったような殿でん下かが、どういう風にエリザベート様と婚約したのか、気になります！」

　アリスが元気よく手を挙げて、二人の馴なれ初そめを聞きたいと言った。

「……別に、子供の頃からよく一緒に遊んだからな。婚約者を決めなければいけないというから、一番仲の良かったエリーを選んだだけだ」

　オーグは、照れ臭さからかそんな返事をするけど、それって……。

「そんな……アウグスト様……あの時、王宮のテラスで『お前でなければダメなんだ』と仰おつしやったのは、噓だったのですか？」

　ほらね！

　そんな言い方すれば、誤解されるに決まってるじゃん！

　目に涙を浮かべ始めたエリーに、盛大に慌あわてるオーグ。

「そ、そんな筈はずないではないか！　い、今のは、シンがウザかったから、適当に言葉を濁にごしただけだ！」

「ウザイ!?　非ひ道どくね!?」

「非道くない！　見ろ！　お前のせいで、エリーが泣いてしまったではないか！」

「どうみても、お前のせいだよね!?」

　オーグの責せき任にん転てん嫁かが非道い！

「……やっぱり、アウグスト様とシンさんは、仲がよろしいのですね」

　危ない！　エリーの俺達に対する疑ぎ念ねんが再燃しそうだ！

「そ、そんな事ないよ。男同士なら普通だろ？　それより、オーグとはいつ頃知り合ったんだ？」

「王族であるアウグスト様と、そういう風に話せるだけで凄すごいのですけど……そうですわね。アウグスト様と出会ったのは五歳の時。貴族家で行われる子供のお披ひ露ろ目めの時ですわね」

　子供のお披露目？　何それ？

　意味が分からずに、同じ貴族であるシシリーに目を向ける。

「あ、シン君は知らないですよね。貴族や王族は、五歳になると子供同士をお披露目し合うんです。これから社交界などで交友を深めていくので、幼い頃から知り合いになっていた方が、信頼できるという事で」

「へえ、そうなのか」

「マリアとは家が隣同士ですし、もっと前から知ってましたけど。殿下や、エリザベート様とも、その時に知り合いました」

「じゃあ貴族組は、皆、幼おさな馴な染じみみたいなもんなの？」

「そうですね。自分も皆さんとは、幼い頃からの知り合いです」

「トールは昔、よく女の子に間違えられていたで御座る」

「ああ、そうだったわね」

「ちょっと！　人の黒歴史を抉えぐらないでくださいよ！」

　貴族組は、幼い頃の思い出話で盛り上がってる。

「へえ、いいなあ。俺が五歳の頃は……森で、鹿狩ってたな……」

　友達が一人もいない、超野生児。

　その頃はなんとも思ってなかったけど、こうやって幼馴染み同士の話で盛り上がれるっていうのはちょっと……いや、かなり羨うらやましいな。

「あ……す、すいません！　シン君の前で無神経でした……」

「いや、別に気にしてないよ。もう、皆友達だもの。ただ、幼馴染みって響きが羨ましいなって思っただけ」

「自分達は、シン殿の環境が羨ましいと思ったりしたのですが……シン殿からすれば逆なんですね」

「そういう風に思うようになったのは最近なんだけどね。ところで、知り合ってからどうしたの？　続き、聞かせてよ」

「お披露目でアウグスト様と初めてお会いしたのですけど……アウグスト様の周りは、女の子で一杯で……とても近付けませんでしたわ」

「ああ。そうでしたねえ」

「私も、あの中には怖くて入れませんでした……」

　懐なつかしそうに言うマリアに対して、シシリーは怖かったという。

「怖いって？」

「五歳でも、女は女って事よ。親からも言われてたんでしょうね、アウグスト殿下を落とせって。とにかく、出し抜き合い、足の引っ張り合いよ。その後は……精一杯、色目を使ってたつもりなんでしょうけど、五歳じゃねえ……当時の私の目から見ても、滑こつ稽けいだったわ」

「あんな事をするくらいなら近付かない方がマシだと、本気でそう思いましたわ」

　五歳の幼女が、一生懸命に自分をアピールする。

　とある特殊な性癖の人には、ご褒ほう美びなんだろうけど……。

「実際にやられてた方は、どうだったんだ？」

「最悪だ。よく知らない女からベタベタされ、よく分からないアピールもされて……あの時周りにいた女とは二度と口を利かないと、本気でそんな事まで思ったよ……」

　完全に裏目に出たって事か……よく知らない女に囲まれる事ほど面倒な事はないって、前に言ってたものなあ。

「私を含めて何人かは、アウグスト様のおそばに行きませんでしたの。そうしたら、アウグスト様が、自ら話しかけて下さって」

「何人もいたか？　あの時、エリーしかいなかったと思うが……」

「私とシシリーは、途中でシシリーが男の子に囲まれて逃げたそうにしてたので、先に帰宅したんです」

「へえ。という事は、帰らずに残っていたら、どちらかがオーグの婚約者になっていたかもしれないのか？」

「それは、多分ないわね。私は、アウグスト殿下の側は面めん倒どう臭くさいって思ってたし、シシリーはシンに会うまで、恋すら知らなかったからね」

「え？　そうなの？」

「もう、マリア！　なんで言っちゃうの!?」

「いいじゃん。初恋が実るなんて、こんなラッキーな事ないんだから」

「そ、それとこれとは、話が別よ！」

「そっか、シシリーも初恋か」

「え？　『も』？」

「俺が、生まれて初めて会った同年代って、シシリーとマリアだよ？　当然じゃん」

　よくよく考えてみれば、この世界での初恋だ。

　近い年頃の女性といえば、クリスねーちゃんがいたけど。無ぶ愛あい想そうなうえに、ジークにーちゃんといつもいがみ合ってたからな……ダメな姉ってイメージしかない。

　それに、この感覚は、前世での初恋の感じに似てる。

　好きな理由とか特になくて……只ただ々ただ、好きでしょうがなくて……。

「俺より前に、好きになった奴がいなくて……嬉しいって思うのは、変かな？」

「変じゃないです！　私も……私より前に、好きになった子がいなくて嬉しいです！」

「シシリー……」

「シン君……」

「アンタ達、若い男女が夜遅くまで同じ部屋にいるもんじゃないよ」

　シシリーといい雰ふん囲い気きになったところで、突然ばあちゃんが部屋に入ってきた。

　ビックリして、シシリーと反発するように離れてしまった。

　この部屋は、大人数で泊まる際に使用するのか、ベッドが六つある。

　そのそれぞれに座って話をしていたのだが、やっぱりベッドに一緒に座ってというのは問題あるのかな？

「明日も訓練するんだろう？　いつまでも騒いでないで、早く寝な」

　一言説教をすると、ばあちゃんは部屋を出て行った。

「ばあちゃんに怒られちゃったね」

「もう部屋に戻りますか？」

「ええ？　まだ核心を聞いてないよ」

「核心？」

「オーグが、どうやってプロポーズしたのかって事」

「む……」

「あの……お話ししないと駄目ですか？」

「あたしは聞きたい！　王族と高位貴族のラブロマンスとか、まんま恋愛小説のネタじゃん！　滅めつ多たに聞けないもん！」

　アリスが、どうしても聞きたいという。

　それにしても、その王族と高位貴族相手に物もの怖おじしないな。オーグ慣れしたのかな？

「気兼ねしないようにとは言ったが……ここまで突っ込んで聞いてくるとは思いもしなかった」

　自己紹介の時に言った台詞せりふを若じやつ干かん後悔している感じのオーグだが、研究会の仲間同士で変な壁があるよりいいと思う。

「で？　なんでエリーなんだ？」

「話を聞く限りでは他にもいたみたいだが、その時の私には、エリーだけが私に媚こびを売りにこないように見えたからな。それで興味を持って、話しかけたんだが……」

「こっぴどく振られたで御座る」

「『殿下と関わると面倒そうですわ』って。今でも覚えてますよ」

「や、やめて下さいまし……五歳の頃のお話ですわ……」

「そんな事を言われるとは、夢にも思わなかったからな。それで、エリーの気を引きたいと考え始めてな」

　懐かしそうなオーグ陣と、恥ずかしそうなエリー。

　しかし、さすが五歳児。怖い物知らずだねえ。

　まあ、幼児だから許されたんだろうけど。

「中々、心を開いてくれなくてな。最初は、好きとかそういうのではなくて、意地になってたと思う」

「何度断っても、お茶会だの何だのとお誘いをされて……その内、断り続けるのも悪いと思って、お誘いを受けたのですわ」

　おお。オーグの粘り勝ちか。

「それで、お邪魔したお茶会で、アウグスト様が満面の笑みで迎えて下さって……意味も分からずドキドキしたのを覚えてますわ」

「あの時は、ようやく私の誘いを受けてくれた事が嬉しくてな」

　満面の笑み？　オーグが？

「……からかいのネタを見つけた時の、黒い笑顔しか記憶にないが……」

「……幼少期の話だ」

「当時からそうでしたわよ？　その殿下が、私の前では、屈くつ託たくのない笑顔を見せて下さる……そのギャップに、やられてしまったのかもしれませんわ」

「エリーは、他の貴族女子とは違って、自分の意思がはっきりしていたからな。流りゆう行こうだのなんだのと姦かしましい他の女子を、冷めた目で見ていたのが印象的だった」

「……つまり、オーグはエリーの冷ややかな視線に惚ほれたと？」

　……オーグは、Ｍだったか……。

「何か良からぬ想像をしているようだが、違うからな！　他の女子とは一線を画かくす、その意思の強さに惚れたのだ！」

　おお。王族が、そんな高らかに惚れたってはっきり言うとは。

「ア、アウグスト様……皆さんの前ですわ……」

「……今、聞いた事は忘れるんだ」

「こんな珍しいもの、無理でしょ」

「うん、無理です！」

「で？　どうやってプロポーズしたんだよ？」

「……二人だけの秘密だ」

「あ！　逃げた！」

「もう、勘かん弁べんして下さいませ……これは、二人だけの秘密にしたいですわ……」

　そりゃそうか。

　どのみち興味本位だし、馴れ初めとか聞けただけでもよしとするか。

　まさか、本当に聞けるとは思ってもみなかったからな。

「そ、そういえば、ビーンとストーンのところはどうなのだ？　お前達も幼馴染み同士だろう？　いつから付き合い始めたのだ？」

「うわ！　こっちに飛び火したッス！」

「私とシシリーは、オリビアからある程度聞いてますけどね」

「フフ、伺った当時は、とても羨ましかったです」

「私達は聞いた事がないからな。さあ、キリキリ吐け」

「尋じん問もんかよ」

　自分が相当いじられたから、オーグが他の生いけ贄にえを探していやがる。

　他はマークとオリビアしかいないから、格好の標的だな。

「え、えーっと。自分とオリビアは、家が近所なんで、昔から一緒に遊んでたんス」

「普通の子供時代でしたね。近所の子と一緒に遊んで、男子と女子で反発しあったり、また一緒に遊んだり」

「それで……その当時から、ずっと好きだったんスけど……中等学院に上がった時点で、ちょっと疎そ遠えんになっちゃって……」

「そんな時に、お互いに魔法適性があるって分かって、マークと一緒に魔法の基礎授業を受けるようになったんです」

「久しぶりに間近で見たオリビアは、なんていうか……凄く綺麗になってて……」

「マークも、凄く格好よくなってて……」

「でも、なんていうか……小さい頃から知ってると、意地を張っちゃうというか……素直になれなかったというか」

「格好よくなったマークは、結構モテましたし。ああ、このまま別の女の子と付き合うんだろうなって、思ったりしました……」

「その、オリビアも……自分の通ってた中等学院じゃ結構人気があって……オリビアが誰か別の男と付き合うって噂を聞いて……結局、その事に我慢できなくて自分から告白して、付き合うようになったんス」

　……甘あま酸ずっぱい！　なんて甘酸っぱい青せい春しゆん模も様よう！

　聞いてるこっちが赤面しそう！

「なんていうかもう……中等学院生のお手本のような恋愛事情よね」

「小説で読んだことがあるような内容ばっかりで……羨ましかったです」

　すでにオリビアから話を聞いてるマリアとシシリーは、羨ましそうにマークとオリビアを見ている。

　他の皆、特に女子が羨ましそうだ。

「それに比べると、俺達はあんまり普通な感じがしないな」

　出会いからして、騒動ありき、だもんな。

「シンとシシリーの場合は……物語で読んだことがある……じゃなくて」

「物語でしか読んだことがないものばっかりだな……」

「シンお兄ちゃん凄いです！　私も、そんな出会いがしてみたいです！」

「……ねえ、ふと思ったんだけど……殿下の時といい、シンの時といい、なんで私は選ばれてないのかな？」

　……。

　マリアの疑問に、誰もが視線を逸そらす。

　俺とオーグの時と両方の出会いから登場しているにも拘らず、マリアに恋愛フラグが立つ事は……。

「一国の王子に、英雄の孫……そんなチャンスを、ことごとく棒に振ってる私って……」

「げ、元気だして、マリア！　あたしなんて、そんなチャンスすらなかったよ！」

「私もそう」

　アリスとリンが、自分の言葉にダメージを受けて落ち込み始めた。

　……なんて悲しい自爆なんだ……。

「ユーリは？　ユーリなら、今まで彼氏の一人や二人いたんじゃないの？」

「ん～？　フフ、それはねぇ……」

　マリアの質問にそう言うと、片目を瞑り。

「ヒ・ミ・ツ」

　と、はぐらかした。

「ユーリずる……」

「シッ！」

　アリスがユーリに詰め寄ろうとした時、俺はあることに気付き、アリスの言葉を切った。

　唇に人差し指を当てて、皆に静かにするように促す。

　ドアの向こうの廊下から足音が響いてくる。

　これはマズイ！

　皆に目くばせをすると、慌ててベッドに潜り込んだ。

「アンタ達！　いい加減におし！」

　ベッドに潜り込んだ途と端たん、ばあちゃんが、蹴け破やぶらんばかりの勢いで、扉をブチ開けた。

「ん？　全員ベッドに入ってる……」

　咄とつ嗟さにシーツを被かぶったけど……。

「ヤバいな……バレてるか？」

　ばあちゃんにバレてないか？　と、シーツの外の様子を窺っていると……。

「あ……ん……」

　俺の身体の下から、何やら悩ましい声が聞こえてきた。

　……えーっと。

　ばあちゃんが近付いている事を察知した俺達は、慌てて自分が座っていたベッドに潜り込んだ。

　俺と一緒に、ベッドに座っていたのは……。

「……シシリー？」

「は……はい」

　やっぱり。シシリーと一緒に、ベッドに入ったみたいだ。

　咄嗟にシーツを被せ、そのままベッドに押し倒しちゃったから……。

「ご、ごめん。重い……よね？」

「あ……そんな事はな……あん、ないん、ですけど……」

　俺がシシリーの上に、のしかかっている状態なんだが……。

　なんだろう？　時とき折おり、悩ましい声を出すシシリー。

　今の体勢は、シーツを被せた時に、シシリーを後ろから抱きかかえるように、押し倒したようだ。

　そして……俺の手は、今どこにある？

　確認するように動かすと。

「あ、や！　あん！」

　シシリーの声が艶つやを帯びる。

　大変だ。

　俺の手が、うつぶせに押し倒したシシリーの豊ほう満まんな胸と、ベッドの間に挟まってる！

　これでは、ちょっと動かしただけで、シシリーの胸を揉んでしまう！　しかも、さっきの感触だと、もう風呂に入ったからか、下着を着けてないみたいだ。

　なおかつ、俺の片足がシシリーの足の間にはさまっており、ラッキ……ではなく、身じろぎする事も難しい体勢で、シーツを被ってしまった！












　まだばあちゃんはそこにいるし、大きな声を出すと、起きているとバレる……どころか、今の俺達の行為を、咎とがめられる可能性が非常に高い。

　不可抗力だと言っても……取り合ってくれるだろうか？

　とにかく今は、ばあちゃんが部屋を出ていくまで、じっと我慢をするしかない。

　魔力感知してみると……うわ、ばあちゃんが、一つ一つ、ベッドを確認している。

　身じろぎすると、シシリーが声を出しちゃう。でも、シーツの中で二人分の熱がこもってスゲエ暑い……。

　しかも、シシリーに体重を掛けないように、腕立て伏せの要領で、少しだけシシリーから体を離している。

　だが、体を離し過ぎるとシーツが盛り上がってしまうので、ほんの少ししか浮かせられない。この暑さでこの体勢がキツイ！

「ん、んん……」

「ご、ごめん……」

　あまりの暑さとキツさに少しだけ身じろぎをすると、俺の手がシシリーの胸やお尻の敏びん感かんなところに擦れてしまったらしい。

　それでも、声を漏らすまいと、シシリーはシーツを嚙かんでいるらしい。

　そのいじらしい行為が……俺の胸に、グッときてしまった。

　ばあちゃんの気配が、もうそこまできた。この時ばかりは息を殺し、一切身じろぎをせずに、ばあちゃんが過ぎるのを待った。

　そして……皆のベッドを確認したばあちゃんが、ベッドから離れる。

　その事を確認した俺は、あまりにキツイこの体勢を崩すべく、シシリーの隣にゆっくりと倒れこんだ。

「あ……ん……シン君……」

　暑さと、シーツに籠こもりきりだった為に、若干の酸さん欠けつを起こしていた俺とシシリーは、まともな思考が、あまりできなくなっていた。

　ボーッとする思考の中、横になった俺の腕の中には、まだシシリーがいた。

　身体全体で感じる、シシリーの柔らかさ……。

　熱がこもっているからか、シシリーから凄くいい匂いがする……。

　暑さと酸欠により、ボーッとしている頭に、その刺激は強烈過ぎた。

「シシリー……」

「あっ……シン君……」

　その柔らかい感触と匂いに脳のう髄ずいがやられ、愛しい気持ちが溢れるのを抑える事ができず、シシリーをギュッと強く抱きしめた。

「……好きだ……シシリー……」

　シシリーを後ろから抱きしめながら、その耳元に囁ささやいた。

　その雰囲気で、そこから先の事も想像したのだろう。

「あ……だめ……キスも、まだなのに……」

　シシリーが、やんわりと拒否の言葉を紡つむぐ。

　しかし、その体には一切力が入っておらず、その言葉がただのポーズである事は、明白だった。

　シシリーに拒絶されなかった俺は……抱き締める力をより強め、お互いの身体をさらに密着させた。

「はあ……シシリー……可愛い……」

「ああっ……シン君……あつい……」

「何やってんだい!!　アンタ達はぁっ！！！」




　突然、剝はがされたシーツ。

　急に開けた視界。

　酸欠気味だった脳に酸素が行き渡り、ボーッとしていた思考が急激にクリアになる。

　あれ？　俺は今、何を？

　今、何をしていたのか、思考を巡らせていると、目の前にいる人物に気付いた。

　そこにいたのは……。

　シーツを剝ぎ……鬼の形ぎよう相そうをした、ばあちゃんだった。

「アンタ達は……今日付き合いだしたばっかりだってのに、早速一線越える気かい!?」

　そんな事しな……。

　あ、いや。でも……さっきの雰囲気だと、そのまま最後までいっちゃいそうだったけど……。

「いやあ……本当に始めちゃうかと思ったよ」

「ドキドキしたわぁ！」

「シシリーが……ドンドン先に行っちゃう……」

「あう。あう。シン君とシシリーのエッチィ！」

　よく見てみると、ばあちゃんだけではなく、他の面々もベッドから抜け出し、俺達のベッドを取り囲んでいた。

　おい。マジかよ。

　皆の目の前で……俺達は何をやってた？

　……マズイ……皆の顔が、恥ずかしくて見られない。

　見ると、シシリーは、身体中真っ赤になって、丸くなってる。

　顔を覆おおって小刻みに震ふるえているから、相当恥ずかしがっているみたい……。

「アンタ達、そこにお座り！」

　それからばあちゃんに、二人揃そろって小一時間程説教された。

「あの、早く寝た方がいいんじゃ……」

　つい、ポソッとそう呟つぶやいたら……。

「……いい度胸さね」




　俺だけ、もう一時間伸びた。









　　　あとがき
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　書店のラノベコーナーでニヤニヤしている男。さぞかし不ふ審しん人じん物ぶつに見えたことでしょう。それ以来書店に寄る時は、夏のクソ暑い中でもマスクが手放せなくなりました。

　自分は運が良いのか悪いのか。多分、良い方なんだなと思います。こうして自身の物語を出版して頂ける出版社、イラストレーター、読者、全てに恵まれたと思っています。

　そんな運の良い展開で出版にこぎ着けたこの作品ですが、実は実際に出版されるまで半はん信しん半はん疑ぎだったことは否めません。

　実は、この小説を書き始める前に、詳しくは言えませんが、とある出来事がありました。皆に話せば、誰もが凄いと言ってくれる話です。これも凄く運が良いと言える出来事です。

　これで、自分の人生が変わると、本気でそう思いました。

　結果は……。

　それ以降、過度な期待をする事をやめてしまい、結果が出るまでは、実際にこの目で見るまでは信じられないようになってました。

　ちなみに何があったかは、色んなところに迷惑が掛かってしまうので内緒です。それくらい大きい事です。

　まあ、そんな訳なんで、実際に書店に並ぶまでは、見本誌を貰ってもどこか他た人にん事ごとで、書店に並んで初めて実感し、ニヤニヤしちゃったという訳でございます。

　さて、この『賢者の孫』ですが、元々はＷｅｂ小説です。自分の書きたい事を書きたいように自由に書ける素す晴ばらしい環境です。しかし、その為の弊へい害がいがいくつかあります。

　その内の一つがこの書籍化です。

　何が弊害か？

　元々、書籍になることを前提として書いてないので、キリの良いところで区切ると、ページ数が全く合わないんですよ。

　前回も今回も、大幅に削けずったり、加か筆ひつしたり。只ただでさえ出版にあたって誤字・脱字・日本語の間違いなど、まず修正しなければいけない事が山ほどあるのに加えて、出版物に合わせた調整までしなければいけない。

　本当にもうね……最初はページ数がオーバーしてて、色々と表現を変えたり、思い切って削除したりしながら修正を進めていくと、最終的にページ数がショートしたり。

　なんでだよ!?　と、何度パソコンの前で頭を抱えたことか……。

　他の作家さんって、どれくらい修正したりしてるんですかね？

　毎回、何度も修正に付き合わせている担当さんには、本当に申し訳ないと思います。

　ここで、改めて感謝の言葉を。

　担当さんが声を掛けてくれなければ、今の自分はありません。ありがとうございます。

　出版業界の事を何も知らない自分が、こうしたい、ああしたいと我わが儘ままを言って迷惑を掛けてしまったことをお詫わびしたいと思います。すいませんでした。

　そして、一番お礼を言いたい事は、イラストレーターに菊きく池ち政せい治じさんを選んでくれた事でしょう。

　一巻は、想像以上に販売数が伸びたそうです。

　その大きな要因は、菊池さんのイラストによるものだと思ってます。

　毎回、送られてくるラフを見て、あまりにもイメージ通りで驚きます。

　今回の一番の驚きは、軍ぐん務む局きよく長ちようと魔ま法ほう師し団だん長ちようですね。

　見た瞬間に、噴ふき出だしてしまいました。菊池さんサイコーです。

　こうして、色んな人が関わって出版された本ですので、もう他人事だとか実感がないとか言っている場合ではありません。

　まだそんな事を言っていると、無責任だと思われてしまうかもしれないので、今はある程度の自覚を持って小説を書いています。

　でも、それがまた難しいところで、色んな人の声や目を気にしながら執しつ筆ぴつしていると、Ｗｅｂ小説の一番の強みである『自由』が無くなってしまうかもしれませんし、読者を無視して読者が読みたくないものを、自分が書きたいからといって『自由』に書き殴るのも、もうやっちゃいけない事だと思います。

　そのバランスですかね。Ｗｅｂ小説は、読者さんの感想がダイレクトに反映されてしまうので、ついそれに左右されてしまいがちです。

　で、それを思い留まらせてくれるのも、また読者さんからの言葉だったりします。

　書籍版で初めてこの作品を知って頂いた方ももちろんありがたいですが、Ｗｅｂ小説の時から応援して下さっている読者さんがいなければ、そもそも自分はこんなところにあとがきを書ける立場になんてなれなかった訳ですから、本当に感謝しています。

　Ｗｅｂ版から読んで頂いている方、書籍版で初めて読まれた方。どちらも大切な読者様です。これからも、皆さまに楽しんで頂ける作品を書けるように努力いたしますので、これからも、よろしくお願いいたします。





二○一五年　十月　　吉よし岡おか　剛つよし
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